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Ⅰ 調査の概要 



  2 

 

１ 調査の目的 

本調査は、平成 22 年３月に発行した「第２次とよた男女共同参画プラン」の計画期間終了（平成 26

年度）に伴い、家庭、地域、職場等における男女共同参画に関する市民の意識や男女の平等・社会参加

の実態等を調査し、過去の意識調査と比較・検証することにより、男女共同参画社会の実現に向けての

施策展開の基礎とするとともに新プラン策定の基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

２ 調査の実施概要 

●調査対象者 

豊田市に居住している 20歳以上の市民男女各 1,500 人を無作為に抽出 

●調査期間 

平成 25 年９月 21 日から 10 月 11 日まで 

●調査方法 

調査票による本人記入方式 

郵送による配布、郵送による回収。 

●回収結果 

区分 配布数 回収数 回収率 

女 性 1,500 775 51.7％ 

男 性 1,500 592 39.5％ 

不明  16  

合計 3,000 1,383 46.1％ 

 

３ 報告書の見方 

●集計について 

本報告書では、設問ごとに全体の集計結果とクロス集計結果を記載しています。なお、クロス集

計結果では、性別等の不明・無回答者が含まれていないため、クロス集計結果の回答者総数と全体

の回答者総数は合致しません。 

●「Ｎ」について 

グラフ中の「Ｎ」とは、Number of Cases の略で、各設問に該当する回答者総数を表します。 

●「％」について 

グラフ中の「％」は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、単数回答の設問（１つだけに

○をつけるもの）であっても、合計が 100％にならない場合があります。また、複数回答の設問の

場合（あてはまるものすべてに○をつけるもの等）は、「Ｎ」に対する各選択肢の回答者数の割合

を示します。 
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４ 用語の解説 

 

●男女共同参画社会 

女性と男性が社会を構成する対等なメンバーとして認め合い、仕事、家庭、地域などあらゆる分

野に参画し、喜びも責任も、ともに分かち合う社会をいいます。 

 

●ジェンダー 

生物学的な性別ではなく、『女らしさ、男らしさ』など文化的・社会的につくられた性差を指し

ます。このようなジェンダー意識を持つことは、例えば「男は仕事・女は家庭」などのように、個

人の個性や能力と関わりなく、男女の性別による役割を与えることにつながり、結果として女性も

男性も生き方の幅を狭めてしまいます。 

 

●固定的性別役割分担 

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわらず、男性、

女性という性別を理由として、役割を固定的に分けることをいいます。「男は仕事・女は家庭」、「男

性は主要な業務・女性は補助的業務」等は固定的な考え方により、男性・女性の役割を決めている

例です。 

 

●ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

配偶者（事実婚、別居を含む）やパートナーなど親密な関係にある（あった）人から振るわれる

暴力のことをいいます。暴力には殴る蹴るなどの暴力のみならず、威嚇する、生活費を渡さない、

仕事につかせない、性行為の強要、外出や交友関係を制限して孤立させるといった精神的な苦痛や

経済的な抑圧なども含まれます。また、子どもに暴力をみせることも含まれます。親密な関係の男

女間のことであっても、刑法に規定されている暴行、傷害、脅迫等の行為が行われた場合は犯罪と

なります。 

 

●ワーク・ライフ・バランス 

老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域生活などにおいて、自らが希望するバランスのとれた生

活を送ることを指します。そのような生活を実現させるためには、働き方の見直しや家庭における

家族の役割分担などが必要とされています。 

 

●とよた男女共同参画センター（キラッ☆とよた） 

豊田市が設置・運営している男女共同参画社会実現のための拠点施設で、情報誌の発行、セミナー・

講座やイベントの開催、団体支援等様々な活動を行っています。（豊田産業文化センター２階 電話：

31-7780） 
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Ⅱ 調査結果の総括 
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１ 調査結果の総括 

 

【問１】男女の平等観について 

男女の平等意識について、「平等である」が最も高い分野は「学校教育の場」となっています。 

『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」と「男性の方がやや優遇されている」の合算）が高い分

野は、「社会通念・慣習やしきたり」「政治の場」「職場」ですが、「地域社会の場」「家庭生活の場」に

おいても約４割が『男性優遇』と回答しています。 

経年でみると、「家庭生活」「地域社会」において『男性優遇』の割合が低下していますが、「政治の

場」「社会通念・慣習やしきたり」では平成 20 年度の前回調査と比較して『男性優遇』の割合に大きな

変化はなく、「職場」では『男性優遇』の割合が上昇しています。 

 

【問２】男女の役割分担等についての考えや行動 

男女の関わり・役割分担については、「子育ては女性も男性も協力して行う」「男性も家事をきちんと

できる方がよい」で『賛成』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合算）の割合が高く、子育

てや家事については男性も参加した方が良いという意識がうかがえます。一方、「女性は仕事を持って

も家事・育児もきちんとする方がいい」では 65.3％、「女性は自分のことより家族のことを優先する方

がよい」では 45.3％が『賛成』と回答しており、家庭生活において女性に期待される役割は依然として

大きくなっています。 

また、実際の行動については、「女は女らしく、男は男らしくする方がよい」「女性は仕事を持っても

家事・育児をきちんとする方がいい」「女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい」におい

て『実践している』（「そうしている」「どちらかといえばそうしている」の合算）割合が５割を超えてお

り、家庭生活における固定的な性別役割分担は、女性の役割で多く残っていると言えます。 

 

【問３】夫婦の役割分担についての考え 

 夫婦の役割分担の考え方では、家事、子育て、介護、地域活動等、すべての項目で夫婦が「共同で行

うのがよい」が最も高くなっていますが、実際は「家事全般（食事・洗濯・掃除等）」「家計の管理」「子

育て全般」で「主に妻が行う」割合が高くなっています。 

 

【問４】子どもの育て方についての考え 

家庭における子どもの育て方については、子どもの性別に関わらず、「言葉遣いや立ち居振る舞いを

注意する」「性別にとらわれず個性を伸ばすように育てる」で「そうしている」割合が高くなっていま

す。男の子に比べて女の子で「そうしている」割合が高い項目は「家事能力（料理・掃除など）のあ

る子に育てる」となっています。一方、女の子に比べて男の子で「そうしている」割合が高い項目は

「リーダーシップのある子に育てる」「４年制大学以上に進学させる」「経済力のある子に育てる」と

なっており、性別にとらわれないとしつつも、一部では男女によって育て方の違いが見受けられます。 

 

【問５】家族の介護についての考えまたは実際の行動 

 家族の介護については「ホームヘルパー等の在宅福祉サービスを利用しながら主に自宅で介護したい

（している）」が 52.9％と最も高くなっています。次に高い割合を示す「特別養護老人ホーム等の施設
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で介護を受けさせたい（受けさせている）」は、年齢別でみると女性の 40 歳代、50 歳代で高い割合と

なっています。男性は女性よりも「行政や外部のサービスには頼らず、自宅で介護したい（している）」

の割合が全体的に高くなっています。 

 

【問６】自宅で介護をする場合の介護者 

自宅で介護をする場合の介護者については、女性では 83.3％が「主に、自分が介護すると思う（して

いる）」と回答しており、男性の値を大きく上回っています。また、男性では「主に、自分の配偶者が

介護すると思う（している）」と「主に、その他の家族（女性）が介護すると思う（している）」を合わ

せた『女性が介護を担う』とする割合が 45.4％となっています。 

 

【問７】地域活動における男女の役割についての考え 

 地域活動における男女の役割については、全項目を通じて「わからない」という回答が２～４割と高

くなっており、回答者に地域活動そのものに参加していない人が多く含まれることが推測されます。「地

域活動は男性が取り仕切る」「自治区の集会の時には、女性がお茶くみや片づけをしている」では、約

４割が「そうしている」としており、地域活動においても固定的な性別役割分担が残っています。 

 

【問８】地域の防災活動についての考え 

 地域の防災（災害対策）と男女共同参画についての考えでは、男女ともに「防災対策などに女性の視

点を含める必要がある」「自主防災組織等への女性の参画を促進する必要がある」の項目で割合が低く

なっており、女性の視点からの防災対策への意識がまだ十分に浸透していないことがうかがえます。 

 

【問９、10、11】女性が仕事をすることについての考え 

 女性が仕事を持つことについての考えでは、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕

事を持つ方がよい」の割合が男女ともに最も高くなっています。経年比較をみると「子どもができても、

ずっと仕事を続ける方がよい」とする就労継続型の働き方を支持する割合が男女ともに増加しています。 

 結婚・出産後に女性は働かない方がよいとする人にその理由をたずねたところ、「結婚・出産の後に、

家庭と仕事を両立させるのは時間的・肉体的に困難だと思うから」が 46.6％と最も高くなっています。

また、女性は男性に比べて「子育て期は、会社に負担をかけることが多いと思うから（こども園の送り

迎え、子どもの病気、学校行事など）」の割合が高く、実際に仕事と子育てを担う役割が大きくなりが

ちな女性側の精神的な負担感がうかがえます。 

 結婚・出産後も女性は働いた方がよいとする人に仕事を続けるために必要なことをたずねたところ、

「柔軟な働き方ができる制度の導入（在宅勤務や短時間労働など）」が 51.9％と最も高く、平成 20 年度

調査と比較してもニーズの高さは変わりません。性別でみると、男性では「育児離職者の再雇用制度」、

女性では「柔軟な働き方ができる制度の導入（在宅勤務や短時間労働など）」が高い割合となっていま

す。 

 

【問 12】職場における性別による違いの有無 

 職場の性別による違いは、43.8％が「違いがある」としています。特に女性の 20 歳代、60 歳代、男

性の 30 歳代、50 歳代では「違いがある」とする割合が約５割と、高くなっています。 

 違いの内容については、「昇進・昇級に差がある」「お茶くみ・雑用などの補助的な仕事を女性に割り
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振る」「賃金に格差がある」が性別を問わず高い割合となっており、特に男性に比べて女性でその割合

が高くなっています。 

 

【問 13】生活における優先順位 

 生活の中の優先順位は、理想も現実も、男性は「仕事」が１番、女性は「家庭」が１番となっていま

す。 

 

【問 14、15】仕事以外の活動についての希望 

 現在働いている人が、仕事以外に自分自身の時間をより充実するためにしてみたいことは、「趣味」

が男女ともに約７割と高くなっています。一方、「特にない」と答えている割合も男女ともに約１割み

られます。 

また、定年後の生活（セカンドライフ）でやりたいことについても、男女ともに「趣味」が最も高く

なっています。男性では「仕事」とする回答も約１割みられます。 

 

【問 16、17】実際に行っている仕事以外の活動 

 現在働いていない人が、自分自身の時間をより充実するためにしていることについては、「趣味」が

男女ともに最も高く、男女ともに５割を超えています。「特に何もしていない」の割合は男性よりも女

性で割合が高くなっています。また、男性は「地域活動」とする割合が女性よりも高くなっています。 

今後より充実するためにしたいことは、男女ともに「趣味」が最も高くなっています。次いで、女性

は「仕事」が、男性では「学習」が続いており、男女間でニーズの違いがみられます。 

 

【問 18】豊田市が実施している取組についての評価と重要度 

 豊田市の取組では「１ 妊婦の健康に対する取組」「16 高齢者の健康やいきがいづくりへの取組」「３ 

保育サービスなど子育て支援の充実」で、「良い」とする割合がそれぞれ２割を超えており、母子保健、

高齢者福祉、児童福祉分野での評価が高くなっています。 

 一方、「14 離職した女性に対する再チャレンジ支援など女性の就業継続支援」「15 ワーク・ライフ・

バランスの理解促進」「６ 家庭における男性の家事・育児参加の促進」において「悪い」とする割合

が高く、女性の就労や、仕事と家庭の両立支援に関わるものが多くあがっています。 

 また、豊田市の男女共同参画社会の実現において重要だと思う取組では、「要介護者を支える家庭へ

の支援体制」「保育サービスなど子育て支援の充実」が高い割合となっており、仕事と家庭生活を支え

る福祉関連の施策において、重要度が高くなっていることがわかります。 

 

【問 19、20】男女共同参画についての理解の深まりに対する実感 

 この５年間の男女共同参画についての理解の深まりについて、理解が深まったと「思わない」割合が

56.9％となっています。男性に比べて女性では「思わない」割合がやや高くなっています。 

 男女共同参画についての理解が深まったと感じる人に、その理由をたずねたところ、「喫煙・受動喫

煙、感染症など、子どもを産む母体への危険性に関する理解が深まったこと」が 62.4％と最も高く、次

いで「結婚や出産で離職しない（仕事を続ける）女性が増えたこと」「男性（夫）が家事や育児をする

ようになったこと」が続いています。男女で差がみられるものは「自治区において男女の性別による活

動の差がなくなってきたこと」で、男性の 20.4％に対し、女性は 7.8％にとどまっています。 
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○豊田市の男女共同参画に対する市民の意識は全国と比較して高いものの、家庭生活や地域活

動などでは固定的な性別役割分担に基づく行動をとっていることが多く、理想と現実との間

にギャップがあることがうかがえます。 

 

○男女ともに約半数が、女性の望ましい働き方を「子どもができたら仕事をやめ、大きくなった

ら再び仕事を持つ方がよい」と考えています。また、「子どもができても仕事を続ける方がよ

い」と考えている人は、前回調査より多くなってはいるものの、全国と比較して低い状況と

なっています。豊田市では、結婚や出産を機に仕事を離れ、家事や育児に専念したいという

意向を持つ女性が多い傾向にあります。 

 

○豊田市が行っている男女共同参画社会の実現に向けた取組については、その内容を知らない人

が多くなっています。これまでの取組で「悪い」と評価された項目と今後重要だと思う項目と

は重なるものも多く、なかでも「要介護者を支える家庭への支援体制」や「女性の就業継続支

援」などが、男女共同参画の実現に向けて市民から求められています。 

 

 

【問 21】行政情報の取得方法 

 行政の情報取得方法は、男女ともに「市の広報紙」「自治区回覧」の割合が高くなっており、身近な

媒体が活用されていることがうかがえます。 

 

【問 22】意識啓発に向けて有効だと思う方法 

 行政が男女共同参画に関する意識啓発を推進する方法として有効な方法については、「地元メディ

ア・情報誌及びホームページなどの情報発信」が 55.7％と最も高く、次いで「企業における教育・研修」

「交流館などの学習講座」「学校行事にあわせた講習会の開催」と続いています。 

 

 

 

意識調査結果からわかる豊田市の現状 
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Ⅲ 調査結果 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【年齢別】

20歳代（Ｎ=194）

30歳代（Ｎ=244）

40歳代（Ｎ=258）

50歳代（Ｎ=302）

60歳代（Ｎ=243）

70歳以上（Ｎ=129）

女性 男性 不明・無回答

14.0 

17.6 

18.7 

21.8 

17.6 

9.3 

0.9 

0% 10% 20% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

全体（Ｎ=1,383）

 

１ 回答者の属性 

 

F1 性別（単数回答） 

回答者の性別は、「女性」が56.0％、「男性」が 42.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ2 年齢（単数回答） 

回答者の年齢は、「50歳代」が21.8％と最も高く、次いで「40 歳代」が 18.7％、「30 歳代」「60歳代」

がともに 17.6％となっています。 
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7.0 

19.6

5.7

4.7

4.0

5.3

6.2

20.5 

12.9

11.5

10.9

21.5

35.0

40.3

44.8 

44.3

63.1

58.5

46.0

27.6

17.1

8.0 

4.1

4.5

7.8

7.9

12.3

13.2

11.1 

10.8

7.4

10.9

12.3

10.7

17.8

6.7 

6.7

7.4

5.8

7.3

7.8

3.9

2.1 

1.5

0.4

1.6

1.0

1.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【年齢別】

20歳代（Ｎ=194）

30歳代（Ｎ=244）

40歳代（Ｎ=258）

50歳代（Ｎ=302）

60歳代（Ｎ=243）

70歳以上（Ｎ=129）

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族（親とその子ども（未婚）の世帯）

２世代家族（親と子ども夫婦の世帯）

３世代家族（親とその子ども（既婚）と孫の世帯）

その他の世帯

不明・無回答

74.0 

77.0 

71.5

18.9 

16.0 

23.3

5.9 

6.7

5.1

0.2 

0.3

0.2

0.9 

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

結婚している（内縁を含む）

結婚していない

結婚していたが、離婚・死別した

その他

不明・無回答

 

Ｆ3 未婚・既婚の別（単数回答） 

回答者の未婚・既婚の別は、「結婚している（内縁を含む）」が 74.0％と最も高く、次いで「結婚してい

ない」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ4 家族構成（単数回答） 

回答者の家族構成は、「２世代家族（親とその子ども（未婚）の世帯）」が44.8％と最も高く、次いで「夫

婦のみ」が 20.5％となっています。年齢別にみると、20 歳代から 50 歳代までは「２世代家族（親とそ

の子ども（未婚）の世帯）」の割合が高くなっていますが、60 歳代、70 歳以上では「夫婦のみ」の割合が

高くなっています。 
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33.4

53.3

8.3

24.2

26.5

21.5

18.1

9.0

30.6

10.6

3.0

20.8

7.8

1.2

16.7

5.9

7.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

税の扶養の範囲内

300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上

不明・無回答

34.9

3.7

6.0

1.5

18.0

17.9

2.2

12.2

2.2

1.4

17.9

3.9

3.6

1.7

27.5

31.6

2.2

8.4

2.7

0.5

57.9

3.5

9.3

1.4

6.1

0.2

2.2

17.4

1.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

会社員

公務員

自営業・家業（農業含む）

派遣・請負社員

パート・アルバイト・嘱託等

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=1,383）

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

 

Ｆ５ 回答者の職業（単数回答） 

回答者の職業は、女性では「専業主婦」が31.6％と最も高く、次いで「パート・アルバイト・嘱託等」

が 27.5％となっています。男性では「会社員」が 57.9％と最も高く、次いで「無職」が 17.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ６ 回答者の年間収入額＜年金収入等含む＞（単数回答） 

回答者の年間収入額は、女性では「税の扶養の範囲内」が 53.3％と半数以上を占めています。男性では

「300 万円以上～500 万円未満」が 30.6％と最も高く、次いで「300 万円未満」が 21.5％となっていま

す。 
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31.4

7.5

64.8

16.9

15.6

18.9

19.3

27.8

7.3

13.8

22.4

1.7

12.8

21.3

0.9

5.9

5.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,023）

【性別】

女性 （Ｎ=597）

男性 （Ｎ=423）

税の扶養の範囲内

300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上

不明・無回答

40.6

4.1

7.4

0.5

14.8

11.2

0.1

18.6

0.9

1.9

62.3

5.4

7.4

0.2

5.4

2.0

0.2

14.1

1.0

2.2

10.2

2.4

7.3

0.9

27.9

24.3

0.0

24.8

0.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

会社員

公務員

自営業・家業（農業含む）

派遣・請負社員

パート・アルバイト・嘱託等

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=1,023）

女性 （Ｎ=597）

男性 （Ｎ=423）

【Ｆ３で「結婚している（内縁を含む）」と回答した方のみ】 

Ｆ７ 配偶者の職業（単数回答） 

回答者の配偶者の職業は、女性では「会社員」が 62.3％と最も高く、次いで「無職」が 14.1％となっ

ています。男性では「パート・アルバイト・嘱託等」が 27.9％と最も高く、次いで「専業主婦」が24.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｆ３で「結婚している（内縁を含む）」と回答した方のみ】 

Ｆ８ 配偶者の年間収入額＜年金収入等含む＞（単数回答） 

回答者の配偶者の年間収入額は、女性では「300 万円以上～500 万円未満」が 27.8％、男性では「税の

扶養の範囲内」が64.8％と、それぞれ最も高くなっています。 
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19.6 

19.1 

14.2 

12.5 

2.3 

8.4 

55.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就学前の乳幼児

小学生

中学生

高校生・予備校生

短大・各種専門学生

大学生・大学院生

社会人

全体（Ｎ=598）

9.8

2.6

3.2

16.7

0.0

62.5

68.4

61.8

64.6

69.9

15.3

27.2

0.0

5.6

0.0

8.3

24.1

23.6

18.8

9.7

26.5

35.1

45.2

5.6

14.3

16.7

1.3

8.1

9.4

7.5

22.5

14.9

35.5

55.6

0.0

0.0

0.0

0.8

4.2

2.2

20.4

18.4

16.1

11.1

57.1

0.0

0.0

0.0

1.0

3.2

5.6

1.8

0.0

5.6

28.6

12.5

6.3

5.7

2.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性・自分の年間収入額】

税の扶養の範囲内（N=378）

300万円未満（N=114）

300万円以上～500万円未満（N=31）

500万円以上～700万円未満（N=18）

700万円以上（N=7）

【男性・自分の年間収入額】

税の扶養の範囲内（N=24）

300万円未満（N=79）

300万円以上～500万円未満（N=123）

500万円以上～700万円未満（N=96）

700万円以上（N=93）

税の扶養の範囲内 300万円未満

300万円以上～500万円未満 500万円以上～700万円未満

700万円以上 不明・無回答

【Ｆ３で「結婚している（内縁を含む）」と回答した方のみ】 

※自分の年間収入額と配偶者の年間収入額 

回答者の年間収入額別に配偶者の年間収入額をみると、女性では「税の扶養の範囲内」「300万円未満」「300

万円以上～500 万円未満」で「300 万円以上～500 万円未満」が高くなっています。男性では回答者の年

間収入額にかかわらず、配偶者の年間収入額は「税の扶養の範囲内」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どものいる方のみ】 

Ｆ９ 子どもの年代（単数回答） 

回答者の子どもの年代は、「社会人」が55.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不明・無回答を除いて集計       
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16.7 

3.0 

26.6 

39.6 

17.2 

12.5 

32.5 

22.5 

9.0 

27.6 

25.3 

27.2 

18.5 

33.5 

30.9 

51.6 

16.1 

12.1 

23.4 

29.9 

11.0 

7.5 

4.8 

8.2 

1.3 

5.6 

6.9 

1.9 

2.4 

0.6 

2.6 

0.4 

1.1 

2.0 

0.6 

14.3 

11.4 

9.2 

7.4 

14.3 

15.0 

11.1 

4.3 

15.8 

6.6 

11.1 

9.1 

12.4 

6.9 

1.3 

3.8 

3.1 

2.9 

2.2 

2.8 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 家庭生活

２ 学校教育の場

３ 職場

４ 政治の場

５ 地域社会の場

６ 法律や制度

７ 社会通念・慣習やしきたり

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

 

２ 男女の平等観について 

 

問１ １～５の分野において、男女の地位は平等になっていると思いますか。また、６、７にあげ

た社会全体の仕組みにおいてはどうなっていると思いますか。（単数回答） 

問１の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『男性優遇』…「男性の方が優遇されている」と「男性の方がやや優遇されている」を合算 

『女性優遇』…「女性の方が優遇されている」と「女性の方がやや優遇されている」を合算 

各分野での男女の平等意識について、最も「平等である」割合が高い分野は「２ 学校教育の場」と

なっています。『男性優遇』が高い分野は、「４ 政治の場」「７ 社会通念・慣習やしきたり」となって

おり、ともに『男性優遇』の割合が60％を超えています。 
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21.7

10.0

3.9

1.9

30.8

21.3

46.3

31.1

21.0 

12.3 

16.3 

7.8 

38.5 

24.5 

23.6

20.9

9.5

8.3

26.3

29.4

25.0

26.0

28.1 

26.0 

20.0 

16.4 

30.7 

37.5 

25.4

38.5

50.8

52.2

14.5

17.9

6.5

18.9

17.3 

31.1 

23.4 

38.5 

6.8 

16.0 

7.0

8.3

3.5

6.8

6.3

11.0

0.9

1.9

5.4 

5.9 

4.4 

10.1 

2.2 

1.5 

2.5

2.2

0.4

0.8

1.4

4.2

0.1

0.7

0.4 

2.0 

1.0 

3.4 

0.3 

1.0 

15.0

13.9

12.9

9.6

9.9

8.1

6.3

8.8

14.5 

14.4 

15.9 

14.0 

10.7 

12.0 

3.7

5.1

15.2

16.9

7.5

5.4

11.7

10.3

11.0 

6.6 

15.9 

7.8 

8.0 

5.4 

1.2

1.2

3.7

3.5

3.2

2.7

3.1

2.4

2.3 

1.7 

3.2 

2.0 

2.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【家庭生活】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【学校教育の場】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【職場】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【政治の場】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【地域社会の場】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【法律や制度】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【社会通念・慣習やしきたり】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

  

男女別比較 

男女別でみると、すべての分野において、女性は男性に比べて『男性優遇』の割合が高くなっています。

男性では女性に比べて「平等である」割合が高くなっています。 
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22.9 

17.3 

17.2 

16.9

3.2 

3.0 

2.9 

3.1

32.3 

27.0 

25.9 

27.5

43.8 

40.2 

41.7 

40.7

22.6 

19.1 

21.3 

17.6

37.9 

38.2 

27.7 

22.8

14.0 

14.5 

9.3 

9.4

35.7 

37.1 

26.1 

28.5

30.4 

32.3 

25.7 

26.1

37.6 

37.0 

29.2 

27.8

21.2 

24.9 

27.2 

31.4

54.1 

53.2 

49.5 

53.6

9.7 

12.9 

17.4 

16.6

10.9 

10.9 

11.0 

12.4

18.1 

19.7 

19.1 

23.9

4.0 

4.7 

7.1 

7.6

4.8 

4.8 

5.0 

5.0

5.7 

6.7 

9.0 

8.5

0.6 

1.9 

1.3 

1.3

3.4 

4.1 

6.1 

5.7

1.2 

1.5 

2.1 

2.4

1.1 

1.1 

0.9 

0.6

2.0 

2.0 

2.0 

2.7

0.2 

0.4 

0.7 

0.4

1.1 

2.0 

0.7 

1.1

9.7 

11.0 

15.0 

14.5

10.2 

9.0 

13.1 

11.9

8.2 

7.8 

10.5 

9.5

4.5 

5.3 

7.8 

7.6

9.6 

11.1 

15.2 

14.6

3.2 

2.4 

3.8 

4.4

12.6 

14.4 

19.2 

16.5

6.3 

6.5 

9.1 

6.8

9.5 

9.0 

11.9 

11.5

7.7 

7.1 

8.3 

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【家庭生活】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,483）

平成20年度（N=1,515）

平成25年度（N=1,365）

【学校教育の場】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,459）

平成20年度（N=1,476）

平成25年度（N=1,331）

【職場】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,470）

平成20年度（N=1,481）

平成25年度（N=1,340）

【政治の場】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,473）

平成20年度（N=1,493）

平成25年度（N=1,343）

【地域社会の場】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,472）

平成20年度（N=1,493）

平成25年度（N=1,353）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない

 

経年比較 

各分野での男女の平等意識を経年で比較すると、多くの分野で「平等である」割合が高まり、『男性優

遇』の割合が低くなっています。しかし、「職場」と「社会通念・慣習やしきたり」では、平成 20年度

の調査から比べて『男性優遇』の割合がやや高まっています。 
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18.0 

14.0 

13.9 

12.9

36.7 

30.8 

31.3 

33.3

27.9 

28.9 

20.0 

19.0

37.2 

40.8 

35.1 

34.4

28.6 

26.2 

29.6 

30.8

7.4 

8.5 

8.8 

11.3

3.3 

7.3 

5.8 

7.1

2.7 

3.5 

3.8 

1.9

1.2 

1.8 

1.5 

2.1

0.9 

1.2 

1.1 

0.6

9.6 

10.3 

15.0 

15.4

8.3 

8.0 

11.2 

11.4

11.4 

11.5 

14.2 

12.7

6.9 

7.2 

8.6 

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【法律や制度】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,475）

平成20年度（N=1,495）

平成25年度（N=1,344）

【社会通念・慣習やしきたり】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,479）

平成20年度（N=1,503）

平成25年度（N=1,347）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない
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【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

 

男女の平等観  項目別集計結果 

【家庭生活】 

家庭生活における男女の平等意識については、女性の30歳代以上で『男性優遇』の割合が高くなってい

ます。男性では 20歳代、30 歳代、50 歳代で「平等である」が４割を超え、高くなっています。 
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【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

【学校教育の場】 

学校教育の場における男女の平等意識については、男女ともに、いずれの年齢においても「平等である」

割合が高くなっています。 
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【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

【職場】 

職場における男女の平等意識については、女性では60歳代まで年齢が上がるにつれ『男性優遇』の割合

が高くなる傾向にあります。男性では 60 歳代で『男性優遇』の割合が高くなっています。 
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【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

【政治の場】 

政治の場における男女の平等意識については、性別、年齢にかかわらず『男性優遇』の割合が高くなって

います。 
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【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

【地域社会の場】 

地域社会の場における男女の平等意識については、女性の 40 歳代、50 歳代、60 歳代で、男性の 60 歳

代、70 歳以上で『男性優遇』の割合が高くなっています。 
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30歳代（Ｎ=149）
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70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】
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30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

【法律や制度】 

法律や制度における男女の平等意識については、女性の 20歳代、30 歳代、40歳代で「平等である」割

合が高くなっています。男性はすべての年齢層で「平等である」割合が高くなっています。 
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70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

男性の方が優遇されている 男性の方がやや優遇されている

平等である 女性の方がやや優遇されている

女性の方が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

【社会通念・慣習やしきたり】 

社会通念・慣習やしきたりにおける男女の平等意識については、女性では50歳代まで、男性では60歳代

まで年齢が上がるにつれ『男性優遇』の割合が高くなっています。 
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１ 結婚をしてもそれぞれ

自分名義の財産を持った方がよい

２ 子育ては女性も男性も

協力して行う

３ 男性も家事を

きちんとできる方がよい

４ 「男は仕事・女は家庭」という

考え方はよい

５ 「女は女らしく、男は男らしく」

する方がよい

６ 女性は仕事を持っても

家事・育児もきちんとする方がいい

７ 女性は自分のことより家族の

ことを優先する方がよい

８ 男性は家庭や地域のことより

仕事を優先する方がよい

全体（Ｎ=1,383）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

 

３ 男女の関わり・役割分担について 

 

問２ 男女の関わりに関する以下の考え方や行動について、あなたはどのように考えますか。 

（１） １～８それぞれについて、あなたはどう思われますか。（単数回答） 

問２（１）の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『賛成』…「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合算 

『反対』…「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合算 

男女の関わり・役割分担についての考えでは、「２ 子育ては女性も男性も協力して行う」「３ 男性

も家事をきちんとできる方がよい」で『賛成』がともに90％を超え、高くなっています。 

『反対』の割合が高い項目は「４ 「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい」と「８ 男性は家庭や

地域のことより仕事を優先する方がよい」となっています。 
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63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

  

男女別比較 

男女別でみると、女性と男性で最も差が大きい項目は「結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方

がよい」となっており、『賛成』の割合は、女性で 76.5％であるのに対し、男性では 52.9％となってい

ます。 
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35.9

34.8

72.4 

72.8

57.6 

58.2

9.9 

10.6

34.2 

27.7

20.0 

23.1

13.8 

11.2

8.3

6.6

30.4

32.7

23.3 

22.7

32.5 

33.8

21.3 

20.6

33.0 

34.2

31.2 

43.4

31.9 

35.0

24.2

23.7

6.8

6.1

1.9 

1.7

3.9 

3.2

14.7 

16.7

9.2 

9.4

16.9 

12.7

17.9 

16.7

26.1

25.8

20.2

17.2

1.8 

1.5

4.9 

3.1

49.8 

47.1

19.1 

22.4

28.4 

15.8

30.2 

29.6

36.2

37.0

6.6

9.2

0.7 

1.3

1.1 

1.7

4.3 

4.9

4.5 

6.3

3.4 

5.1

6.3 

7.6

5.1

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

平成20年度（N=1,507）

平成25年度（N=1,364）

子育ては女性も男性も協力して行う

平成20年度（N=1,508）

平成25年度（N=1,361）

男性も家事をきちんとできる方がよい

平成20年度（N=1,521）

平成25年度（N=1,365）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

平成20年度（N=1,516）

平成25年度（N=1,366）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

平成20年度（N=1,521）

平成25年度（N=1,363）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

平成20年度（N=1,517）

平成25年度（N=1,358）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

平成20年度（N=1,518）

平成25年度（N=1,356）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

平成20年度（N=1,511）

平成25年度（N=1,358）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

 

経年比較 

男女の関わり・役割分担についての考えを経年で比較すると、平成 20 年度調査と比べて「女性は仕事を

持っても家事・育児もきちんとする方がいい」において、『賛成』の割合が高まっています。 
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41.0

25.2

24.6

37.6

50.3

47.1

44.9

31.7

23.8

27.4

27.7

24.4

25.0

21.5

43.3

38.7

25.3

25.0

35.5

27.7

39.5

37.6

29.9

38.5

33.1

33.3

26.3

25.3

24.8

33.9

24.2

32.3

35.5

35.9

27.2

25.9

3.9

9.0

9.6

4.0

2.5

1.7

2.5

4.8

6.3

10.5

7.9

10.2

8.1

10.8

3.5

4.0

9.5

6.9

9.9

26.7

14.9

10.7

5.1

6.3

12.7

15.9

21.3

26.3

25.7

21.3

33.9

32.3

9.0

10.7

26.6

30.2

8.3

10.5

10.5

10.1

10.8

5.2

5.9

6.3

21.3

10.5

11.9

10.2

7.3

1.5

7.6

9.8

10.8

10.3

1.4

1.0

0.9

0.0

1.3

1.1

0.8

7.9

1.3

0.0

2.0

0.0

1.6

1.5

1.2

0.9

0.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

 

男女の関わり・役割分担についての考え方  項目別集計結果 

【１ 結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい】 

「結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい」という考えについては、女性の 40 歳代、50

歳代、60 歳代で「そう思う」割合が高くなっています。また、仕事の有無別でみると、女性では仕事をし

ている人で「そう思う」割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※仕事の有無別のクロス集計における「仕事をしている」は、Ｆ５の設問で「会社員」「公務員」「自営業・家業（農業

含む）」「派遣・請負社員」「パート・アルバイト・嘱託等」のいずれかと回答した人を、「仕事をしていない」は、Ｆ

５の設問で「専業主婦・専業主夫」「学生」「無職」のいずれかと回答した人を分類している。 
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78.5 

63.5 

86.8 

82.6 

84.7 

77.0 

72.0 

54.0 

78.8 

75.8 

67.3 

58.3 

54.0 

49.2 

81.3 

74.8 

66.3 

54.3 

17.2 

28.5 

10.5 

14.1 

13.4 

18.4 

25.4 

27.0 

17.5 

20.0 

22.8 

33.1 

35.5 

41.5 

14.9 

20.6 

26.8 

35.3 

0.9 

2.7 

0.9 

1.3 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

1.0 

2.4 

4.0 

6.2 

0.7 

1.2 

1.9 

4.3 

1.3 

1.7 

0.0 

1.3 

0.0 

0.6 

2.5 

6.3 

0.0 

0.0 

2.0 

3.1 

2.4 

1.5 

1.2 

1.2 

1.7 

1.7 

0.9 

1.9 

0.9 

0.7 

1.3 

0.6 

0.0 

3.2 

2.5 

1.1 

5.0 

0.8 

1.6 

0.0 

0.9 

0.9 

2.2 

0.9 

1.3 

1.7 

0.9 

0.0 

0.6 

1.1 

0.0 

9.5 

1.3 

0.0 

2.0 

2.4 

2.4 

1.5 

0.9 

1.2 

1.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

【２ 子育ては女性も男性も協力して行う】 

「子育ては女性も男性も協力して行う」という考えについては、女性の20歳代、30歳代、40歳代で「そ

う思う」割合が８割を超えて高くなっています。また、男女ともに年齢が上がるにつれて「そう思う」割合

が低下する傾向にあります。 
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63.9 

49.2 

68.4 

64.4 

72.6 

61.5 

55.9 

54.0 

53.8 

58.9 

53.5 

48.8 

38.7 

43.1 

65.7 

61.0 

51.6 

40.5 

30.2 

37.5 

28.1 

31.5 

22.9 

33.9 

34.7 

30.2 

33.8 

30.5 

31.7 

43.3 

43.5 

38.5 

30.5 

30.4 

35.4 

44.8 

1.8 

5.1 

0.9 

2.7 

0.6 

1.7 

3.4 

1.6 

2.5 

3.2 

5.9 

4.7 

5.6 

9.2 

1.4 

2.5 

5.0 

5.2 

1.9 

4.6 

2.6 

1.3 

0.6 

0.6 

4.2 

4.8 

6.3 

4.2 

4.0 

2.4 

7.3 

3.1 

1.2 

3.1 

4.8 

4.3 

1.2 

2.4 

0.0 

0.0 

1.9 

1.7 

1.7 

1.6 

2.5 

3.2 

3.0 

0.8 

2.4 

3.1 

0.5 

2.1 

2.4 

2.6 

1.0 

1.4 

0.0 

0.0 

1.3 

0.6 

0.0 

7.9 

1.3 

0.0 

2.0 

0.0 

2.4 

3.1 

0.7 

0.9 

0.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

【３ 男性も家事をきちんとできる方がよい】 

「男性も家事をきちんとできる方がよい」という考えについては、女性の 40 歳代で「そう思う」割

合が 72.6％と高くなっています。また、男性においては 30 歳代で「そう思う」割合が他の年齢に比べ

て高くなっています。 
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9.3

12.2

12.3 

8.1 

7.6 

8.0 

8.5 

15.9 

11.3 

17.9 

10.9 

7.1 

12.1 

16.9 

7.1 

12.3 

11.9 

13.8 

17.2

24.3

8.8 

20.8 

15.3 

18.4 

18.6 

22.2 

21.3 

22.1 

23.8 

22.8 

30.6 

23.1 

14.9 

20.2 

23.5 

23.3 

16.1

17.2

14.9 

12.8 

14.0 

22.4 

16.1 

14.3 

20.0 

9.5 

15.8 

21.3 

17.7 

18.5 

16.8 

16.3 

16.6 

19.8 

51.2

40.5

59.6 

51.7 

54.8 

46.6 

53.4 

34.9 

43.8 

44.2 

38.6 

45.7 

36.3 

32.3 

57.4 

42.3 

42.3 

37.1 

5.2

4.6

4.4 

6.7 

7.0 

4.0 

3.4 

4.8 

2.5 

6.3 

8.9 

3.1 

1.6 

6.2 

3.1 

8.0 

4.8 

4.3 

1.0

1.2

0.0 

0.0 

1.3 

0.6 

0.0 

7.9 

1.3 

0.0 

2.0 

0.0 

1.6 

3.1 

0.7 

0.9 

0.9 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

【４ 「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい】 

「「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい」という考えについては、女性では 70 歳代で『賛成』の

割合が高くなっています。男性では30歳代、60歳代、70歳以上で『賛成』の割合が他の年齢に比べて高く

なっています。 
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10.5 

8.3 

12.9

9.3

6.2 

12.4

12.2

10.7 

13.3

20.4 

39.7 

38.7

17.2

37.2 

36.0 

24.3

42.6 

41.8

16.5 

25.2 

27.9

16.1

27.0 

30.4

17.2

23.1 

25.2

46.6 

14.8 

17.2

51.2

17.3 

18.4

40.5

11.8 

15.8

4.8 

3.3

5.2

2.8

4.6

3.8

1.2 

12.0 

1.0

12.2 

1.2

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】

豊田市（Ｎ=1,383）

愛知県（N=2,124）

内閣府（N=3,033）

【女性】

豊田市（Ｎ=775）

愛知県（N=1,153）

内閣府（N=1,601）

【男性】

豊田市（Ｎ=592）

愛知県（Ｎ=971）

内閣府（Ｎ=1,432）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

 

内閣府調査（全国）愛知県調査との比較 

内閣府において平成 24 年度に実施した「男女共同参画社会に関する世論調査」、愛知県において平成 20

年度に実施した「男女共同参画意識に関する調査」と比較すると、「「男は仕事・女は家庭」という考え方は

よい」という考えについて、豊田市では男女ともに「そう思わない」割合が愛知県、内閣府調査を大きく上

回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※愛知県調査では「わからない」と「無回答」が合算されているため「不明・無回答」で比較している。 

      ※内閣府調査は、調査員が直接聴き取る方法で調査を行っているため、「不明・無回答」がない。 

※愛知県調査、内閣府調査ともに、選択肢は「賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「反対」 

となっている。 
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18.6 

38.7 

10.5 

16.1 

20.4 

14.9 

22.9 

36.5 

30.0 

34.7 

43.6 

38.6 

40.3 

44.6 

7.1 

12.3 

38.9 

36.2 

33.8 

33.3 

28.1 

29.5 

31.8 

40.2 

43.2 

23.8 

28.8 

27.4 

27.7 

35.4 

39.5 

40.0 

14.9 

20.2 

31.3 

40.5 

11.5 

6.6 

13.2 

11.4 

8.3 

16.7 

9.3 

6.3 

8.8 

7.4 

9.9 

5.5 

6.5 

0.0 

16.8 

16.3 

6.7 

6.9 

27.5 

15.2 

42.1 

33.6 

26.8 

21.8 

20.3 

17.5 

25.0 

21.1 

10.9 

17.3 

8.1 

10.8 

57.4 

42.3 

17.1 

9.5 

7.2 

5.1 

6.1 

9.4 

11.5 

5.7 

3.4 

4.8 

6.3 

9.5 

5.9 

3.1 

4.0 

1.5 

3.1 

8.0 

5.4 

4.3 

1.4 

1.2 

0.0 

0.0 

1.3 

0.6 

0.8 

11.1 

1.3 

0.0 

2.0 

0.0 

1.6 

3.1 

0.7 

0.9 

0.6 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

【５ 「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい】 

「「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい」という考えについては、男女ともに年齢が上がるにつ

れて『賛成』の割合が高くなる傾向にあります。 
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20.3 

26.0 

30.7 

18.1 

16.6 

14.9 

26.3 

19.0 

27.5 

27.4 

26.7 

23.6 

24.2 

29.2 

21.5 

18.4 

25.1 

30.2 

43.7 

40.9 

43.9 

51.0 

43.3 

43.1 

37.3 

41.3 

36.3 

42.1 

45.5 

38.6 

42.7 

38.5 

45.2 

42.3 

40.4 

42.2 

13.2 

11.7 

10.5 

12.8 

14.0 

16.7 

14.4 

4.8 

12.5 

6.3 

8.9 

16.5 

14.5 

7.7 

13.5 

12.6 

12.5 

7.8 

16.6 

14.0 

13.2 

11.4 

18.5 

19.5 

16.9 

22.2 

12.5 

12.6 

10.9 

16.5 

15.3 

15.4 

15.4 

18.4 

14.7 

12.1 

4.5 

5.7 

1.8 

6.7 

6.4 

4.6 

3.4 

1.6 

10.0 

11.6 

5.9 

3.9 

1.6 

3.1 

3.3 

6.4 

6.3 

4.3 

1.7 

1.7 

0.0 

0.0 

1.3 

1.1 

1.7 

11.1 

1.3 

0.0 

2.0 

0.8 

1.6 

6.2 

1.2 

1.8 

1.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

【６ 女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい】 

「女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい」という考えについては、女性の 20 歳代、

30歳代、男性の30歳代、40歳代で『賛成』の割合が高くなっています。 

仕事の有無別にみると、仕事をしている女性で『賛成』の割合が高くなっています。 
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10.1 

11.8 

9.6 

6.0 

8.3 

12.1 

10.2 

19.0 

7.5 

13.7 

5.9 

11.8 

13.7 

20.0 

8.3 

12.0 

25.1 

30.2 

37.2 

30.9 

26.3 

38.3 

30.6 

40.8 

49.2 

38.1 

23.8 

21.1 

30.7 

36.2 

33.1 

40.0 

35.5 

40.5 

40.4 

42.2 

16.6 

16.0 

13.2 

20.1 

15.3 

21.8 

16.1 

4.8 

17.5 

12.6 

14.9 

21.3 

16.1 

10.8 

18.0 

14.4 

12.5 

7.8 

26.8 

31.8 

42.1 

26.2 

35.0 

18.4 

19.5 

17.5 

37.5 

41.1 

34.7 

25.2 

29.8 

23.1 

29.3 

23.9 

14.7 

12.1 

7.1 

8.1 

8.8 

9.4 

8.9 

5.2 

3.4 

6.3 

12.5 

11.6 

10.9 

5.5 

5.6 

3.1 

7.6 

6.4 

6.3 

4.3 

2.2 

1.4 

0.0 

0.0 

1.9 

1.7 

1.7 

14.3 

1.3 

0.0 

3.0 

0.0 

1.6 

3.1 

1.4 

2.8 

1.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

【７ 女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい】 

「女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい」という考えについては、男女ともに 50 歳代、

60歳代、70歳代以上で『賛成』の割合が高くなっています。 

仕事の有無別にみると、仕事をしている女性で『賛成』の割合が低くなっています。 
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41.0

25.2

78.5

63.5

63.9

49.2

9.3

12.2

18.6

38.7

20.3

26.0

10.1

11.8

4.1

9.6

35.5

27.7

17.2

28.5

30.2

37.5

17.2

24.3

33.8

33.3

43.7

40.9

37.2

30.9

20.0

27.2

3.9

9.0

0.9

2.7

1.8

5.1

16.1

17.2

11.5

6.6

13.2

11.7

16.6

16.0

28.5

21.1

9.9

26.7

1.3

1.7

1.9

4.6

51.2

40.5

27.5

15.2

16.6

14.0

26.8

31.8

37.7

35.0

8.3

10.5

0.9

1.9

1.2

2.4

5.2

4.6

7.2

5.1

4.5

5.7

7.1

8.1

7.7

5.7

1.4

1.0

1.3

1.7

1.0

1.4

1.0

1.2

1.4

1.2

1.7

1.7

2.2

1.4

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

4.1 

9.6 

2.6 

2.0 

3.2 

2.9 

9.3 

7.9 

6.3 

14.7 

8.9 

6.3 

10.5 

12.3 

3.3 

4.9 

9.3

12.1

20.0 

27.2 

14.0 

18.1 

15.9 

24.7 

26.3 

20.6 

20.0 

18.9 

27.7 

32.3 

32.3 

27.7 

18.9 

21.5 

26.6

30.2

28.5 

21.1 

22.8 

31.5 

26.8 

34.5 

28.8 

19.0 

17.5 

22.1 

20.8 

22.8 

21.0 

21.5 

30.7 

26.7 

20.5

23.3

37.7 

35.0 

46.5 

40.3 

45.2 

31.0 

29.7 

30.2 

45.0 

34.7 

33.7 

33.1 

31.5 

35.4 

39.0 

35.3 

36.1

31.9

7.7 

5.7 

14.0 

8.1 

7.0 

5.2 

4.2 

11.1 

10.0 

9.5 

6.9 

4.7 

3.2 

0.0 

6.6 

9.5 

6.5

0.9

1.9 

1.4 

0.0 

0.0 

1.9 

1.7 

1.7 

11.1 

1.3 

0.0 

2.0 

0.8 

1.6 

3.1 

1.4 

2.1 

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 不明・無回答

【８ 男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい】 

「男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい」という考えについては、女性の 60 歳代、男性

の30歳代、40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上で『賛成』の割合が高くなっています。 
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16.7 

17.7 

13.1 

14.8 

13.5 

16.9 

15.8 

13.1 

23.6 

28.1 

25.2 

26.7 

40.4 

33.8 

39.4 

34.2 

12.2 

15.1 

22.0 

14.8 

14.8 

9.3 

11.5 

17.3 

27.1 

14.0 

25.1 

24.9 

11.2 

10.7 

9.5 

13.2 

15.7 

18.1 

10.3 

13.3 

14.9 

22.5 

18.5 

16.6 

4.7 

6.9 

4.3 

5.6 

5.1 

6.8 

5.4 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 結婚をしてもそれぞれ

自分名義の財産を持った方がよい

２ 子育ては女性も男性も

協力して行う

３ 男性も家事を

きちんとできる方がよい

４ 「男は仕事・女は家庭」という

考え方はよい

５ 「女は女らしく、男は男らしく」

する方がよい

６ 女性は仕事を持っても

家事・育児もきちんとする方がいい

７ 女性は自分のことより家族の

ことを優先する方がよい

８ 男性は家庭や地域のことより

仕事を優先する方がよい

全体（Ｎ=1,383）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない 不明・無回答

  

問２（２） １～８それぞれについて、あなたはどのように行動していますか。（単数回答） 

問２（２）の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『実践している』…「そうしている」と「どちらかといえばそうしている」の合算 

『実践していない』…「そうしていない」と「どちらかといえばそそうしていない」の合算 

男女の関わり・役割分担についての実際の行動では、「５ 女は女らしく、男は男らしくする方がよ

い」「６ 女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい」「７ 女性は自分のことより家族

のことを優先する方がよい」で『実践している』がいずれも50％を超え、高くなっています。 

『実践していない』の割合が最も高い項目は「３ 男性も家事をきちんとできる方がよい」となってい

ます。 
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17.5

14.9

16.3

19.6

9.7

17.6

16.1

13.0

10.6

17.2

19.9

13.2

20.9

9.1

14.3

11.5

25.4

21.3

26.2

30.7

21.8

29.7

27.0

26.4

40.9

39.7

35.7

30.9

45.2

31.9

35.2

32.9

12.0

12.3

16.0

13.9

22.5

21.3

14.2

15.2

16.5

12.8

9.7

9.0

9.7

13.9

15.5

19.6

26.2

28.9

18.5

7.8

31.0

17.4

25.9

23.6

14.1

7.8

10.1

11.7

6.8

12.7

11.5

15.5

14.6

17.6

16.9

20.3

10.8

9.8

11.1

16.6

13.5

16.6

18.3

28.2

13.0

26.2

17.8

15.2

4.3

5.1

6.2

7.8

4.3

4.2

5.7

5.2

4.4

5.9

6.3

7.1

4.4

6.3

5.7

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

子育ては女性も男性も協力して行う

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性も家事をきちんとできる方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない 不明・無回答

 

男女別比較 

男女別でみると、女性と男性で最も差が大きい項目は「女性は自分のことより家族のことを優先する方が

よい」となっており、『実践している』割合は、女性で66.1％、男性で 41.0％となっています。 
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17.9

17.5

20.1

19.0

12.1

13.7

16.5

15.7

16.4

14.3

13.1

18.2

18.3

16.7

13.8

13.9

23.8

24.7

32.9

30.1

26.9

26.4

29.7

28.3

43.8

42.6

36.5

36.2

43.8

41.6

38.6

36.2

12.6

12.8

17.7

16.2

22.8

23.0

15.6

15.6

14.3

15.6

15.8

10.0

13.2

12.1

19.6

18.3

31.5

28.5

13.8

15.1

30.2

26.2

26.6

26.3

11.4

11.8

15.9

11.5

10.4

10.0

13.9

13.9

14.2

16.5

15.5

19.5

8.0

10.7

11.7

14.1

14.1

15.7

18.8

24.1

14.4

19.6

14.1

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい

平成20年度（N=1,442）

平成25年度（N=1,318）

子育ては女性も男性も協力して行う

平成20年度（N=1,411）

平成25年度（N=1,287）

男性も家事をきちんとできる方がよい

平成20年度（N=1,447）

平成25年度（N=1,323）

「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい

平成20年度（N=1,433）

平成25年度（N=1,306）

「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい

平成20年度（N=1,443）

平成25年度（N=1,312）

女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい

平成20年度（N=1,424）

平成25年度（N=1,289）

女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい

平成20年度（N=1,435）

平成25年度（N=1,309）

男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい

平成20年度（N=1,436）

平成25年度（N=1,305）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない

 

経年比較 

男女の関わり・役割分担についての実際の行動を経年で比較すると、「女性は仕事を持っても家事・育児

もきちんとする方がいい」において、平成20年度調査と比べて『実践していない』の割合が低下し、『実践

している』の割合が上昇しています。 
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17.5 

14.9 

7.9 

14.1 

22.3 

20.1 

19.5 

20.6 

6.3 

13.7 

19.8 

11.0 

19.4 

18.5 

17.7 

17.5 

14.3 

18.1 

25.4 

21.3 

11.4 

23.5 

28.7 

26.4 

37.3 

22.2 

7.5 

18.9 

13.9 

26.8 

26.6 

32.3 

24.1 

27.9 

20.1 

24.1 

12.0 

12.3 

7.0 

10.7 

10.2 

19.0 

11.9 

9.5 

5.0 

11.6 

9.9 

18.1 

15.3 

9.2 

13.0 

11.3 

12.7 

9.5 

26.2 

28.9 

21.1 

30.9 

27.4 

27.6 

22.0 

25.4 

20.0 

25.3 

35.6 

31.5 

29.0 

29.2 

24.1 

28.8 

30.5 

24.1 

14.6 

17.6 

46.5 

17.4 

8.9 

4.6 

5.9 

7.9 

55.0 

26.3 

12.9 

11.0 

5.6 

1.5 

16.8 

10.7 

17.9 

17.2 

4.3 

5.1 

6.1 

3.4 

2.5 

2.3 

3.4 

14.3 

6.3 

4.2 

7.9 

1.6 

4.0 

9.2 

4.3 

3.7 

4.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない 不明・無回答

 

男女の関わり・役割分担についての実際の行動  項目別集計結果 

【１ 結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい】 

「結婚をしてもそれぞれ自分名義の財産を持った方がよい」における実際の行動では、女性の 40 歳代、

60 歳代と男性の 70歳以上で、『実践している』割合が５割を超え、高くなっています。 
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【２ 子育ては女性も男性も協力して行う】 

「子育ては女性も男性も協力して行う」における実際の行動では、女性は 30 歳代から年齢が上がるに

つれて『実践している』割合が低くなっています。 

仕事の有無別にみると、女性で仕事をしている人は仕事をしていない人よりも『実践している』割合

が低くなっています。 
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【３ 男性も家事をきちんとできる方がよい】 

「男性も家事をきちんとできる方がよい」における実際の行動では、女性の 50 歳代、60 歳代では『実

践していない』割合が高くなっています。 
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【４ 「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい】 

「「男は仕事・女は家庭」という考え方はよい」における実際の行動では、男女ともに 50 歳代で『実践

している』割合が高くなっています。 

仕事の有無別にみると、女性で仕事をしていない人は『実践している』割合が高くなっています。 
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【５ 「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい】 

「「女は女らしく、男は男らしく」する方がよい」における実際の行動では、男女ともに年齢が上がる

につれ『実践している』割合が高くなる傾向にあります。 
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13.8 

35.7 

30.9 

19.3 

38.9 

33.8 

39.7 

43.2 

38.1 

6.3 

23.2 

25.7 

40.9 

41.1 

41.5 

38.5 

32.5 

29.2 

37.9 

9.7 

9.0 

5.3 

7.4 

12.1 

15.5 

8.5 

3.2 

1.3 

5.3 

9.9 

11.0 

13.7 

9.2 

10.4 

8.9 

8.6 

10.3 

10.1 

11.7 

11.4 

8.7 

14.0 

9.8 

5.9 

9.5 

11.3 

9.5 

12.9 

13.4 

8.9 

15.4 

8.0 

13.2 

13.0 

6.9 

18.3 

28.2 

43.0 

23.5 

15.3 

8.6 

11.0 

9.5 

62.5 

44.2 

27.7 

16.5 

17.7 

6.2 

16.5 

20.6 

29.4 

22.4 

6.3 

7.1 

9.6 

4.0 

4.5 

1.7 

7.6 

20.6 

6.3 

6.3 

9.9 

2.4 

8.9 

10.8 

5.9 

6.7 

6.7 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている
どちらかといえばそうしていない そうしていない
わからない 不明・無回答

17.5 

14.9 

7.9 

14.1 

22.3 

20.1 

19.5 

20.6 

6.3 

13.7 

19.8 

11.0 

19.4 

18.5 

17.7 

17.5 

14.3 

18.1 

25.4 

21.3 

11.4 

23.5 

28.7 

26.4 

37.3 

22.2 

7.5 

18.9 

13.9 

26.8 

26.6 

32.3 

24.1 

27.9 

20.1 

24.1 

12.0 

12.3 

7.0 

10.7 

10.2 

19.0 

11.9 

9.5 

5.0 

11.6 

9.9 

18.1 

15.3 

9.2 

13.0 

11.3 

12.7 

9.5 

26.2 

28.9 

21.1 

30.9 

27.4 

27.6 

22.0 

25.4 

20.0 

25.3 

35.6 

31.5 

29.0 

29.2 

24.1 

28.8 

30.5 

24.1 

14.6 

17.6 

46.5 

17.4 

8.9 

4.6 

5.9 

7.9 

55.0 

26.3 

12.9 

11.0 

5.6 

1.5 

16.8 

10.7 

17.9 

17.2 

4.3 

5.1 

6.1 

3.4 

2.5 

2.3 

3.4 

14.3 

6.3 

4.2 

7.9 

1.6 

4.0 

9.2 

4.3 

3.7 

4.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない 不明・無回答

【６ 女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい】 

「女性は仕事を持っても家事・育児もきちんとする方がいい」における実際の行動では、女性の 30歳代

以上、男性の 50 歳代以上で『実践している』割合が高くなっています。 
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20.9 

9.1 

11.4 

18.8 

28.0 

25.9 

20.3 

12.7 

5.0 

6.3 

9.9 

11.8 

9.7 

10.8 

15.1 

28.2 

9.1 

9.5 

45.2 

31.9 

23.7 

54.4 

40.1 

47.1 

55.1 

50.8 

10.0 

24.2 

27.7 

43.3 

36.3 

46.2 

44.9 

46.3 

32.2 

31.9 

9.7 

13.9 

8.8 

6.7 

11.5 

16.1 

5.9 

3.2 

3.8 

9.5 

14.9 

18.1 

20.2 

10.8 

11.3 

8.0 

12.5 

18.1 

6.8 

12.7 

17.5 

4.0 

5.7 

4.6 

3.4 

9.5 

8.8 

18.9 

8.9 

11.0 

12.1 

18.5 

8.7 

4.0 

13.4 

11.2 

13.0 

26.2 

33.3 

12.8 

11.5 

5.2 

10.2 

7.9 

66.3 

35.8 

29.7 

13.4 

14.5 

4.6 

15.4 

9.5 

26.8 

22.4 

4.4 

6.3 

5.3 

3.4 

3.2 

1.1 

5.1 

15.9 

6.3 

5.3 

8.9 

2.4 

7.3 

9.2 

4.5 

4.0 

6.0 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている
どちらかといえばそうしていない そうしていない
わからない 不明・無回答

17.5 

14.9 

7.9 

14.1 

22.3 

20.1 

19.5 

20.6 

6.3 

13.7 

19.8 

11.0 

19.4 

18.5 

17.7 

17.5 

14.3 

18.1 

25.4 

21.3 

11.4 

23.5 

28.7 

26.4 

37.3 

22.2 

7.5 

18.9 

13.9 

26.8 

26.6 

32.3 

24.1 

27.9 

20.1 

24.1 

12.0 

12.3 

7.0 

10.7 

10.2 

19.0 

11.9 

9.5 

5.0 

11.6 

9.9 

18.1 

15.3 

9.2 

13.0 

11.3 

12.7 

9.5 

26.2 

28.9 

21.1 

30.9 

27.4 

27.6 

22.0 

25.4 

20.0 

25.3 

35.6 

31.5 

29.0 

29.2 

24.1 

28.8 

30.5 

24.1 

14.6 

17.6 

46.5 

17.4 

8.9 

4.6 

5.9 

7.9 

55.0 

26.3 

12.9 

11.0 

5.6 

1.5 

16.8 

10.7 

17.9 

17.2 

4.3 

5.1 

6.1 

3.4 

2.5 

2.3 

3.4 

14.3 

6.3 

4.2 

7.9 

1.6 

4.0 

9.2 

4.3 

3.7 

4.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない 不明・無回答

【７ 女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい】 

「女性は自分のことより家族のことを優先する方がよい」における実際の行動では、女性の 30 歳代以上

で『実践している』割合が高くなっています。男性では 50歳代と 70歳以上で『実践している』割合が

５割を超え、高くなっています。 

仕事の有無別にみると、女性で仕事をしていない人は仕事をしている人よりも『実践している』割合

が高くなっています。 
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27.0 
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35.0 

36.5 

31.1 

39.7 

15.5 

19.6 
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16.1 

13.4 

18.4 

16.9 

17.5 

8.8 

23.2 

25.7 

20.5 

17.7 

20.0 

15.1 

16.0 

21.0 

12.1 

11.5 

15.5 

10.5 

14.1 

12.7 

11.5 

7.6 

11.1 

16.3 

13.7 

17.8 

19.7 

12.9 

10.8 

11.8 

11.0 

17.1 

11.2 

17.8 

15.2 

43.0 

21.5 

12.7 

7.5 

14.4 

11.1 

41.3 

22.1 

13.9 

8.7 

8.1 

1.5 

19.9 

15.0 

14.9 

17.2 

5.7 

5.2 

8.8 

4.0 

2.5 

1.1 

7.6 

20.6 

5.0 

4.2 

8.9 

0.0 

5.6 

10.8 

5.7 

5.5 

4.5 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている
どちらかといえばそうしていない そうしていない
わからない 不明・無回答

17.5 

14.9 

7.9 

14.1 

22.3 

20.1 

19.5 

20.6 

6.3 

13.7 

19.8 

11.0 

19.4 

18.5 

17.7 

17.5 

14.3 

18.1 

25.4 

21.3 

11.4 

23.5 

28.7 

26.4 

37.3 

22.2 

7.5 

18.9 

13.9 

26.8 

26.6 

32.3 

24.1 

27.9 

20.1 

24.1 

12.0 

12.3 

7.0 

10.7 

10.2 

19.0 

11.9 

9.5 

5.0 

11.6 

9.9 

18.1 

15.3 

9.2 

13.0 

11.3 

12.7 

9.5 

26.2 

28.9 

21.1 

30.9 

27.4 

27.6 

22.0 

25.4 

20.0 

25.3 

35.6 

31.5 

29.0 

29.2 

24.1 

28.8 

30.5 

24.1 

14.6 

17.6 

46.5 

17.4 

8.9 

4.6 

5.9 

7.9 

55.0 

26.3 

12.9 

11.0 

5.6 

1.5 

16.8 

10.7 

17.9 

17.2 

4.3 

5.1 

6.1 

3.4 

2.5 

2.3 

3.4 

14.3 

6.3 

4.2 

7.9 

1.6 

4.0 

9.2 

4.3 

3.7 

4.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

そうしている どちらかといえばそうしている

どちらかといえばそうしていない そうしていない

わからない 不明・無回答

【８ 男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい】 

「男性は家庭や地域のことより仕事を優先する方がよい」における実際の行動では、女性の 40歳代、50

歳代、60歳代と男性の 50 歳代以上で、『実践している』割合が５割を超え、高くなっています。 
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29.2

75.7

43.1

65.4

14.2

50.8

4.8

23.0

2.0

20.7

0.2

0.6

4.2

14.3

0.3

0.4

0.7

2.0

10.4

24.2

65.9

20.8

46.1

16.6

80.1

35.9

85.7

37.3

82.1

45.2

2.2

1.1

3.9

1.9

1.8

7.8

5.3

32.4

2.7

7.1

2.5

1.9

2.7

1.9

3.6

5.1

3.5

5.4

2.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【１ 家事全般（食事、洗濯、掃除等）】

考え方（Ｎ=1,383）

実際（Ｎ=1,023）

【２ 家計の管理】

考え方（Ｎ=1,383）

実際（Ｎ=1,023）

【３ 子育て全般】

考え方（Ｎ=1,383）

実際（Ｎ=1,023）

【４ 老親等の世話・介護】

考え方（Ｎ=1,383）

実際（Ｎ=1,023）

【５ 地域活動への参加】

考え方（Ｎ=1,383）

実際（Ｎ=1,023）

主に妻が行うのがよい(行う） 主に夫が行うのがよい(行う）

共同で行うのがよい(行う） その他

不明・無回答

 

４ 家庭における女・男のあり方について 

 

問３（１） １～５に示す各場面で、夫婦のどちらが役割を担う方がいいと思いますか。（単数回答） 

【Ｆ３で「結婚している（内縁を含む）」と回答した方のみ】 

問３（２） あなたの家庭では、１～５に示す各場面で、実際に夫婦のどちらが役割を担っていま

すか。（単数回答） 

夫婦の役割分担についての考え方と実際を比較すると、考え方ではすべての項目で「共同で行うのがよい」

が最も高くなっていますが、実際では「家事全般（食事、洗濯、掃除等）」「家計の管理」「子育て全般」で

「主に妻が行う」割合が高くなっています。 
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23.7

80.7

36.1

68.3

40.4

65.5

47.1

65.0

10.3

55.3

19.1

44.2

3.6

24.3

6.4

20.8

1.4

26.5

2.7

12.5

0.1

0.3

0.3

0.9

3.7

14.1

4.7

14.7

0.1

0.3

0.5

0.5

0.8

1.7

0.7

2.4

8.6

19.9

12.5

30.5

71.7

16.8

58.8

26.7

49.8

17.3

41.0

15.8

85.4

33.0

73.5

40.2

88.0

33.8

82.9

42.6

85.0

42.4

78.5

48.9

1.9

0.5

2.4

1.9

3.4

1.5

4.7

2.4

1.0

8.0

2.9

7.6

4.8

36.0

5.9

27.2

1.9

8.5

3.7

5.2

2.5

1.7

2.4

2.1

2.7

1.7

2.4

2.1

3.1

3.4

4.1

7.6

2.8

4.2

4.1

7.1

3.0

2.7

2.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【家事全般（食事、洗濯、掃除等）】

女性・考え方（Ｎ=775）

女性・実際 （Ｎ=597）

男性・考え方（Ｎ=592）

男性・実際 （Ｎ=423）

【家計の管理】

女性・考え方（Ｎ=775）

女性・実際 （Ｎ=597）

男性・考え方（Ｎ=592）

男性・実際 （Ｎ=423）

【子育て全般】

女性・考え方（Ｎ=775）

女性・実際 （Ｎ=597）

男性・考え方（Ｎ=592）

男性・実際 （Ｎ=423）

【老親等の世話・介護】

女性・考え方（Ｎ=775）

女性・実際 （Ｎ=597）

男性・考え方（Ｎ=592）

男性・実際 （Ｎ=423）

【地域活動への参加】

女性・考え方（Ｎ=775）

女性・実際 （Ｎ=597）

男性・考え方（Ｎ=592）

男性・実際 （Ｎ=423）

主に妻が行うのがよい(行う） 主に夫が行うのがよい(行う）

共同で行うのがよい(行う） その他

不明・無回答

 

夫婦の役割分担についての考え方と実際・男女別比較 

夫婦の役割分担についての考え方と実際を男女別に比較してみると、考え方ではすべての項目で男性の方

が「主に妻が行うのがよい」割合が高くなっています。実際では女性で「主に妻が行う」割合が高く、

男性で「共同で行う」割合が高くなっています。 
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36.6

30.0

38.6

46.7

44.3

13.1

14.6
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8.0

5.0

3.4

2.0

0.1

0.1

0.2

3.8

4.5

4.3

0.1

0.1

0.3

0.3

0.7

0.7

3.3

10.7

57.3

59.7

67.6

54.4

45.9

47.4

86.2

83.2

83.1

90.1

87.7

88.8

85.6

84.5

2.9

3.7

2.2

3.2

2.8

4.0

0.6

0.0

1.9

3.9

3.7

5.5

2.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【家事全般（食事、洗濯、掃除等）】

平成15年度（N=1,467）

平成20年度（N=1,470）

平成25年度（N=1,348）

【家計の管理】

平成15年度（N=1,458）

平成20年度（N=1,483）

平成25年度（N=1,346）

【子育て全般】

平成15年度（N=1,454）

平成20年度（N=1,468）

平成25年度（N=1,333）

【老親等の世話・介護】

平成15年度（N=1,452）

平成20年度（N=1,479）

平成25年度（N=1,335）

【地域活動への参加】

平成20年度（N=1,483）

平成25年度（N=1,343）

主に妻が行うのがよい 主に夫が行うのがよい

共同で行うのがよい その他

  

夫婦の役割分担についての考え方・経年比較 

夫婦の役割分担についての理想を経年でみると、「家事全般（食事、洗濯、掃除等）」で「主に妻が行う

のがよい」とする割合が低下しています。 
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86.1

83.1

77.1

71.9

69.7

66.6

59.5

51.1

53.6

33.7

29.3

24.3

20.8

21.3

0.8

0.3

0.6

10.8

11.3

14.5

0.4

0.3

0.4

0.8

1.4

2.1

18.4

24.9

12.1

15.1

21.2

16.2

16.8

16.9

34.2

42.7

37.8

32.4

41.1

39.5

53.7

46.4

1.0

1.4

1.1

1.1

2.2

1.9

5.9

6.0

8.2

33.2

28.2

34.2

7.1

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【家事全般（食事、洗濯、掃除等）】

平成15年度（N=1,178）

平成20年度（N=1,175）

平成25年度（N=1,004）

【家計の管理】

平成15年度（N=1,180）

平成20年度（N=1,187）

平成25年度（N=1,004）

【子育て全般】

平成15年度（N=1,158）

平成20年度（N=1,137）

平成25年度（N=971）

【老親等の世話・介護】

平成15年度（N=1,125）

平成20年度（N=1,140）

平成25年度（N=968）

【地域活動への参加】

平成20年度（N=1,175）

平成25年度（N=995）

主に妻が行う 主に夫が行う 共同で行う その他

  

実際の夫婦の役割分担・経年比較 

実際の夫婦の役割分担を経年でみると、「家事全般（食事、洗濯、掃除等）」「家計の管理」「老親等の世

話・介護」において、年々「主に妻が行う」割合が低下しています。 
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38.3 

42.1 

54.2 

36.7 

35.4 

43.2 

16.0 

26.2 

23.0 

32.9 

59.9 

58.6 

73.2 

68.7 

8.3 

8.2 

9.3 

18.5 

9.0 

7.1 

14.7 

11.1 

19.1 

14.6 

3.6 

3.7 

3.4 

4.9 

33.3 

29.4 

19.4 

25.5 

29.6 

24.2 

44.7 

39.3 

23.4 

19.9 

16.3 

16.8 

8.0 

10.1 

8.3 

7.7 

5.4 

6.8 

14.0 

12.5 

12.9 

10.5 

22.9 

20.0 

8.7 

8.3 

4.1 

4.1 

11.7 

12.7 

11.7 

12.5 

12.1 

13.0 

11.8 

12.9 

11.6 

12.7 

11.5 

12.6 

11.3 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【１ 女らしく、男らしく育てる】

女の子

男の子

【２ 家事能力（料理、掃除など）のある子に育てる】

女の子

男の子

【３ 経済力のある子に育てる】

女の子

男の子

【４ リーダーシップのある子に育てる】

女の子

男の子

【５ ４年制大学以上に進学させる】

女の子

男の子

【６ 性別にとらわれず個性を伸ばすように育てる】

女の子

男の子

【７ 言葉遣いや立ち居振る舞いを注意する】

女の子

男の子

全体（Ｎ=1,383）

そうしている そうしていない どちらでもない

わからない 不明・無回答

  

問４ 家庭における子どもの育て方についてお伺いします。１～７について、「女の子の場合」と「男

の子の場合」別に、あてはまるものを各々１つ選び○印をつけてください。それぞれの子育

て経験のない方は、あなたの考えにより近いものに○印をつけてください。（単数回答） 

家庭における子どもの育て方について、「そうしている」が最も高いものは、女の子、男の子ともに「７ 

言葉遣いや立ち居振る舞いを注意する」となっています。 

男の子に比べて女の子で「そうしている」割合が高いものは「２ 家事能力（料理、掃除など）のある

子に育てる」「７ 言葉遣いや立ち居振る舞いを注意する」となっています。 
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5.4

3.9

7.4

4.4

6.0

2.5

2.9

1.7

7.9

6.3

3.2

7.9

6.3

12.1

7.7

52.9

52.5

53.9

60.5

54.4

49.0

48.9

57.6

42.9

48.8

60.0

59.4

53.5

50.8

49.2

31.7

33.9

28.7

28.9

34.2

41.4

36.8

28.8

25.4

32.5

29.5

24.8

28.3

29.8

27.7

4.8

4.3

5.7

4.4

3.4

5.7

6.3

2.5

0.0

10.0

7.4

5.0

6.3

2.4

4.6

5.2

5.4

4.2

1.8

2.0

1.3

5.2

9.3

23.8

2.5

0.0

3.0

5.5

4.8

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

行政や外部のサービスには頼らず、自宅で介護したい（している）

ホームヘルパー等の在宅福祉サービスを利用しながら主に自宅で介護したい（している）

特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けさせたい（受けさせている)

その他

不明・無回答

  

問５ 介護についてお伺いします。家族に介護が必要な場合、あなたはどのようにしますか（して

いますか）。（単数回答） 

家族の介護についての考えでは、「ホームヘルパー等の在宅福祉サービスを利用しながら主に自宅で介

護したい（している）」が 52.9％と最も高く、次いで「特別養護老人ホーム等の施設で介護を受けさせ

たい（受けさせている）」が 31.7％となっています。 

男女別でみると、男女ともに「ホームヘルパー等の在宅福祉サービスを利用しながら主に自宅で介護

したい（している）」が最も高くなっていますが、男性では女性に比べて「行政や外部のサービスには

頼らず、自宅で介護したい（している）」がやや高くなっています。 
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53.3 

83.3 

34.1 

29.3 

10.0 

40.9 

2.7 

0.0 

4.5 

1.3 

0.0 

2.3 

6.7 

3.3 

9.1 

6.7 

3.3 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=75）

【性別】

女性 （Ｎ=30）

男性 （Ｎ=44）

主に、自分が介護すると思う（している）

主に、自分の配偶者が介護すると思う（している）

主に、その他の家族（女性）が介護すると思う（している）

主に、その他の家族（男性）が介護すると思う（している）

その他

わからない

不明・無回答

 
【問５で、「１」と回答された方のみ】 

問６ 自宅で家族を介護する（している）場合の主な介護者は誰ですか。（単数回答） 

 自宅で家族を介護する（している）場合の主な介護者では「主に、自分が介護すると思う（している）」

が 53.3％と最も高く、次いで「主に、自分の配偶者が介護すると思う（している）」が 29.3％となって

います。 

男女別でみると、女性では「主に、自分が介護すると思う（している）」が 83.3％、男性では「主に、

自分の配偶者が介護すると思う（している）」が 40.9％となっており、それぞれ最も高くなっています。 
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33.7 

44.1 

40.3 

26.1 

27.7 

15.7 

23.0 

18.6 

5.9 

5.4 

9.8 

3.7 

7.7 

8.3 

20.3 

19.3 

24.0 

19.2 

13.2 

19.0 

21.0 

34.2 

20.5 

28.6 

32.6 

26.8 

32.7 

46.9 

39.5 

37.5 

32.5 

29.6 

3.8 

4.4 

4.0 

4.3 

4.0 

4.3 

3.7 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 催し物の企画等は

主に男性が決定する

２ 地域活動は男性が取り仕切る

３ 自治区の集会の時には、

女性がお茶くみや片づけをしている

４ 女性は役職につきたがらない

５ 自治区の集会では、

男性が上座に座る

６ 女性が発言することは少ない

７ 自治区の組長などの登録は男性(夫)だが、

実際は女性(妻)が出席することが多い

８ 実質的な活動は

ほとんど女性が参加する

全体（Ｎ=1,383）

そうしている そうしていない どちらでもない

わからない 不明・無回答

 

５ 地域活動における男女の役割分担について 

 

問７（１） あなたが参加している地域活動の現状について、【(1)現状】欄からあてはまるものを

各々１つ選び○印をつけてください。（単数回答） 

地域活動の現状について、「そうしている」割合が高いものは「２ 地域活動は男性が取り仕切る」「３ 自

治区の集会の時には、女性がお茶くみや片づけをしている」「１ 催し物の企画等は主に男性が決定する」

となっています。また、「わからない」とする割合が項目全体を通じて高くなっています。 
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38.1 

35.0 

45.2 

46.1 

45.2 

42.0 

24.9 

27.3 

35.3 

28.9

17.3 

16.4 

27.4 

23.9 

24.5 

19.3

6.2 

6.2 

4.9 

5.7 

9.6 

10.2 

4.2 

3.9 

6.5 

8.1

9.5 

8.7 

19.7 

21.1 

18.3 

20.1

27.0 

24.9 

25.4 

20.1 

15.5 

13.7 

24.8 

19.9 

22.0 

21.9

36.6 

35.8 

24.2 

21.2 

31.3 

29.8

28.7 

33.9 

24.5 

28.1 

29.8 

34.1 

46.1 

49.0 

36.2 

41.1

36.6 

39.2 

28.7 

33.8 

25.9 

30.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【催し物の企画等は主に男性が決定する】

平成20年度（N=1,480）

平成25年度（N=1,331）

【地域活動は男性が取り仕切る】

平成20年度（N=1,475）

平成25年度（N=1,322）

【自治区の集会の時には、女性がお茶くみや

片づけをしている】

平成20年度（N=1,482）

平成25年度（N=1,327）

【女性は役職につきたがらない】

平成20年度（N=1,467）

平成25年度（N=1,323）

【自治区の集会では、男性が上座に座る】

平成20年度（N=1,468）

平成25年度（N=1,325）

【女性が発言することは少ない】

平成20年度（N=1,464）

平成25年度（N=1,323）

【自治区の組長などの登録は男性(夫)だが、

実際は女性(妻)が出席することが多い】

平成20年度（N=1,479）

平成25年度（N=1,332）

【実質的な活動はほとんど女性が参加する】

平成20年度（N=1,477）

平成25年度（N=1,329）

そうしている そうしていない

どちらでもない わからない

 

経年比較 

地域活動の現状について経年で比較すると、「地域活動は男性が取り仕切る」「女性は役職につきたがらな

い」以外の項目で「そうしている」割合が低下しています。 
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10.5 

14.5 

8.3 

6.4 

7.7 

3.3 

3.6 

3.1 

21.2 

24.4 

26.8 

25.3 

17.4 

14.8 

26.0 

20.0 

31.1 

28.7 

34.6 

24.7 

31.7 

38.0 

32.8 

37.9 

30.8 

26.0 

23.9 

37.0 

36.2 

37.0 

31.7 

32.3 

6.4 

6.4 

6.4 

6.6 

7.1 

7.0 

5.9 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 催し物の企画等は

主に男性が決定する

２ 地域活動は男性が取り仕切る

３ 自治区の集会の時には、

女性がお茶くみや片づけをしている

４ 女性は役職につきたがらない

５ 自治区の集会では、

男性が上座に座る

６ 女性が発言することは少ない

７ 自治区の組長などの登録は男性(夫)だが、

実際は女性(妻)が出席することが多い

８ 実質的な活動は

ほとんど女性が参加する

全体（Ｎ=1,383）

当然だと思う 仕方ない 改善すべき

わからない 不明・無回答

 

問７（２） 地域活動の今後のあり方について、【(2)意識】欄からあなたの考えに最も近いものを   

各々１つ選び○印をつけてください。（単数回答） 

 地域活動の今後のあり方についての考えでは、「改善すべき」が「６ 女性が発言することは少ない」

で 38.0％、「８ 実質的な活動はほとんど女性が参加する」で 37.9％、「３ 自治区の集会の時には女

性がお茶くみや片づけをしている」で 34.6％となっています。 
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14.9

11.2 

17.3

15.4 

11.6

8.9 

7.9

6.9 

10.2

8.3

4.6

3.5 

5.5

3.8 

3.9

3.3

20.9

22.6 

25.9

26.1 

28.3

28.6 

23.6

27.1 

20.2

18.7

14.7

15.9 

26.8

27.7 

24.6

21.4

36.2

33.2 

32.8

30.7 

37.1

36.9 

31.7

26.4 

32.3

34.1

43.2

40.8 

37.7

34.8 

41.4

40.6

28.0

32.9 

24.0

27.8 

23.0

25.6 

36.8

39.6 

37.2

38.9

37.5

39.8 

30.1

33.7 

30.1

34.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【催し物の企画等は主に男性が決定する】

平成20年度（N=1,456）

平成25年度（N=1,294）

【地域活動は男性が取り仕切る】

平成20年度（N=1,457）

平成25年度（N=1,295）

【自治区の集会の時には、女性がお茶くみや

片づけをしている】

平成20年度（N=1,452）

平成25年度（N=1,295）

【女性は役職につきたがらない】

平成20年度（N=1,451）

平成25年度（N=1,292）

【自治区の集会では、男性が上座に座る】

平成20年度（N=1,447）

平成25年度（N=1,285）

【女性が発言することは少ない】

平成20年度（N=1,435）

平成25年度（N=1,286）

【自治区の組長などの登録は男性(夫)だが、

実際は女性(妻)が出席することが多い】

平成20年度（N=1,454）

平成25年度（N=1,301）

【実質的な活動はほとんど女性が参加する】

平成20年度（N=1,450）

平成25年度（N=1,290）

当然だと思う 仕方ない 改善すべき わからない

 

経年比較 

地域活動の今後のあり方についての考えを経年で比較すると、いずれの項目においても「当然だと思う」

割合が低下しています。 
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71.4

43.3

70.4

29.1

64.4

1.4

2.9

3.0

69.0

40.0

71.2

23.5

66.1

0.6

3.6

2.7

74.8

47.6

69.4

36.5

62.7

2.2

2.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災は男女が共に担うものであるという

意識を男女双方が持てるように

行政や地域で取り組む必要がある

防災対策などに

女性の視点を含める必要がある

災害時要援護者（高齢者、障がい者、

乳幼児、妊婦等）の視点を含める

必要がある

自主防災組織等への

女性の参画を促進する必要がある

行政だけでなく、個人や地域で

防災活動に取り組む必要がある

その他

わからない

不明・無回答

全体（Ｎ=1,383）

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

 

問８ 地域の防災（災害対策）活動を推進するにあたり、あなたはどのようにお考えですか。（複数

回答） 

 地域の防災（災害対策）活動への考えについては、「防災は男女が共に担うものであるという意識を男

女双方が持てるように行政や地域で取り組む必要がある」が 71.4％と最も高く、次いで「災害時要援護

者（高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦等）の視点を含める必要がある」が 70.4％となっています。また、

男女ともに「防災対策などに女性の視点を含める必要がある」「自主防災組織等への女性の参画を促進

する必要がある」では割合が低くなっています。 

男女別でみると、女性では「災害時要援護者（高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦等）の視点を含める

必要がある」が 71.2％、男性では「防災は男女が共に担うものであるという意識を男女双方が持てるよ

うに行政や地域で取り組む必要がある」が 74.8％と、それぞれ最も高くなっています。 
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年齢別比較 

年齢別では、いずれも「防災は男女が共に担うものであるという意識を男女双方が持てるように行政

や地域で取り組む必要がある」「災害時要援護者（高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦等）の視点を含め

る必要がある」が高くなっています。 

「防災対策などに女性の視点を含める必要がある」は、女性の 50 歳代以上で低くなっています。 

 

 防
災
は
男
女
が
共
に
担
う
も
の
で
あ
る 

と
い
う
意
識
を
男
女
双
方
が
持
て
る
よ
う
に

行
政
や
地
域
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る 

防
災
対
策
な
ど
に
女
性
の
視
点
を 

含
め
る
必
要
が
あ
る 

災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
、
障
が
い
者
、 

乳
幼
児
、
妊
婦
等
）
の
視
点
を
含
め
る 

必
要
が
あ
る 

自
主
防
災
組
織
等
へ
の
女
性
の
参
画
を 

促
進
す
る
必
要
が
あ
る 

行
政
だ
け
で
な
く
、
個
人
や
地
域
で 

防
災
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【年齢別・女性】 

        

20 歳代（Ｎ=114） 78.9 43.9 76.3 21.1 61.4 1.8 3.5 0.0 

30 歳代（Ｎ=149） 68.5 47.7 77.2 22.1 67.8 1.3 4.0 1.3 

40 歳代（Ｎ=157） 64.3 43.3 74.5 24.2 71.3 0.6 2.5 0.0 

50 歳代（Ｎ=174） 66.1 37.9 73.0 21.3 63.2 0.0 4.6 2.3 

60 歳代（Ｎ=118） 73.7 29.7 61.9 26.3 69.5 0.0 2.5 5.1 

70 歳以上（Ｎ=63） 63.5 31.7 52.4 30.2 58.7 0.0 4.8 14.3 

【年齢別・男性】         

20 歳代（Ｎ=80） 75.0 48.8 70.0 27.5 53.8 1.3 1.3 1.3 

30 歳代（Ｎ=95） 64.2 43.2 74.7 35.8 58.9 6.3 3.2 3.2 

40 歳代（Ｎ=101） 70.3 54.5 69.3 34.7 65.3 0.0 1.0 5.0 

50 歳代（Ｎ=127） 74.8 46.5 70.1 33.1 59.1 3.9 3.1 1.6 

60 歳代（Ｎ=124） 84.7 49.2 69.4 47.6 71.8 0.8 1.6 0.8 

70 歳以上（Ｎ=65） 78.5 41.5 60.0 36.9 64.6 0.0 1.5 6.2 

※不明・無回答を除き、回答の高いもの第１位と第２位に網掛けをしています。 
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1.2 

1.0 

1.4 

7.1 

5.5 

8.8 

9.2 

7.4 

11.7 

48.3 

51.2 

44.9 

25.8 

26.8 

24.5 

5.2 

4.6 

6.1 

3.3 

3.4 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

不明・無回答

  

６ 職場における男女の役割分担について 

 

問９ 一般的に、女性が仕事を持つことについて、あなたはどのようにお考えですか。（単数回答） 

女性が仕事を持つことについての考えでは、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事

を持つほうがよい」が 48.3％と最も高く、次いで「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」

が 25.8％となっています。 

男女別でみると、男女ともに「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つほうが

よい」が最も高くなっています。 
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1.8 

1.3 

1.3 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

2.0 

0.0 

3.2 

1.5 

0.7 

1.2 

1.1 

2.6 

1.8 

3.4 

5.7 

5.7 

4.2 

19.0 

8.8 

1.1 

7.9 

5.5 

15.3 

15.4 

5.7 

5.2 

7.3 

14.7 

14.9 

8.7 

3.8 

5.7 

6.8 

4.8 

12.5 

12.6 

8.9 

8.7 

12.9 

16.9 

6.4 

8.6 

11.4 

12.9 

46.5 

51.7 

49.7 

54.0 

59.3 

39.7 

45.0 

50.5 

43.6 

43.3 

44.4 

43.1 

47.5 

56.4 

44.5 

44.8 

31.6 

28.9 

30.6 

27.0 

20.3 

15.9 

22.5 

26.3 

28.7 

32.3 

19.4 

12.3 

33.3 

19.3 

26.8 

16.4 

3.5 

5.4 

7.0 

4.6 

2.5 

3.2 

8.8 

8.4 

5.9 

7.9 

3.2 

1.5 

4.3 

4.6 

6.9 

2.6 

0.0 

0.7 

1.9 

1.7 

6.8 

17.5 

2.5 

0.0 

3.0 

2.4 

1.6 

9.2 

2.1 

4.6 

1.9 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=114）

30歳代（Ｎ=149）

40歳代（Ｎ=157）

50歳代（Ｎ=174）

60歳代（Ｎ=118）

70歳以上（Ｎ=63）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=80）

30歳代（Ｎ=95）

40歳代（Ｎ=101）

50歳代（Ｎ=127）

60歳代（Ｎ=124）

70歳以上（Ｎ=65）

【仕事の有無別・女性】

仕事をしている（Ｎ=423）

仕事をしていない（Ｎ=326）

【仕事の有無別・男性】

仕事をしている（Ｎ=463）

仕事をしていない（Ｎ=116）

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

不明・無回答

 

年齢別・仕事の有無別比較 

年齢別では、女性では40歳代で、男性では50歳代で「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよ

い」割合が高くなっています。 
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1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

6.1

2.4

0.6

0.8

0.0

6.1

5.4

1.4

4.3

11.1

10.2

14.2

6.1

5.7

10.1

7.5

6.8

8.6

4.3

0.0

10.2

9.4

17.1

9.8

9.1

56.7

53.2

34.3

8.7

11.1

42.9

45.7

43.1

47.2

43.4

19.9

28.8

47.1

73.9

77.8

18.4

20.5

24.9

30.1

26.3

4.6

3.4

7.1

8.7

0.0

6.1

6.3

5.5

5.7

7.1

4.1

2.4

1.4

0.0

0.0

6.1

1.6

2.8

0.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【収入額別・女性】

税の扶養の範囲内

（Ｎ=413）

300万円未満

(Ｎ=205）

300万円以上～500万円未満

（Ｎ=70）

500万円以上～700万円未満

（Ｎ=23）

700万円以上

（Ｎ=9）

【収入額別・男性】

税の扶養の範囲内

（Ｎ=49）

300万円未満

（Ｎ=127）

300万円以上～500万円未満

（Ｎ=181）

500万円以上～700万円未満

（Ｎ=123）

700万円以上

（Ｎ=99）

女性は仕事を持たなくてもよい
結婚するまでは仕事を持つ方がよい
子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい
子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい
子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい
その他
不明・無回答

 

年間収入額別比較 

女性では年収が上がるにつれ「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」割合が高くなる傾

向にあります。 
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1.2 

1.2

1.0 

1.1

1.6 

1.4

10.0 

7.3

8.9 

5.7

11.4 

9.0

9.3 

9.5

9.1 

7.6

9.6 

12.0

55.2 

49.9

55.9 

53.0

54.1 

46.2

18.2 

26.7

19.5 

27.8

16.7 

25.2

6.0 

5.4

5.7 

4.8

6.5 

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】

平成20年度（N=1,460）

平成25年度（N=1,338）

【女性】

平成20年度（N=836）

平成25年度（N=749）

【男性】

平成20年度（N=612）

平成25年度（N=576）

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

 

経年比較 

女性が仕事を持つことについての考えを経年で比較すると、「子どもができても、ずっと仕事を続ける

方がよい」割合が男女ともに高まっています。 
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1.2 

1.1 

3.4 

1.0 

1.1 

2.9 

1.4 

1.1 

4.0 

7.1 

5.8 

5.6 

5.5 

4.7 

5.0 

8.8 

7.2 

6.3 

9.2 

7.4 

10.0 

7.4 

5.6 

8.7 

11.7 

9.6 

11.5 

48.3 

43.1 

30.8 

51.2 

46.1 

33.0 

44.9 

39.5 

28.4 

25.8 

32.6 

47.5 

26.8 

31.8 

48.3 

24.5 

33.5 

46.6 

5.2 

6.1 

1.4 

4.6 

6.8 

1.1 

6.1 

5.3 

1.7 

2.8 

1.3 

2.3 

1.1 

3.4 

1.5 

3.3 

1.1 

3.4 

1.7 

2.7 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】

豊田市（N=1,338）

愛知県（N=2,124）

内閣府（N=3,033）

【女性】

豊田市（N=749）

愛知県（N=1,153）

内閣府（N=1,601）

【男性】

豊田市（N=576）

愛知県（Ｎ=971）

内閣府（Ｎ=1,432）

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

わからない

不明・無回答

 

内閣府調査（全国）・愛知県調査との比較 

内閣府において平成 24 年度に実施した「男女共同参画社会に関する世論調査」、愛知県において平成 20

年度に実施した「男女共同参画意識に関する調査」と比較すると、豊田市では男女ともに「子どもができ

たら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つほうがよい」が高く、「子どもができても、ずっと仕

事を続ける方がよい」割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※内閣府調査、愛知県調査には「わからない」の選択肢がある。 

      ※内閣府調査は、調査員が直接聴き取る方法で調査を行っているため、「不明・無回答」がない。 
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19.0

46.6

0.9

17.1

0.2

4.4

0.6

2.4

6.5

2.3

18.0

44.2

1.0

19.4

0.4

4.0

0.4

2.0

7.1

3.6

20.0

50.1

0.8

13.9

0.0

4.8

0.8

3.0

5.8

0.8

0% 20% 40% 60%

結婚したら主婦として子どもや夫、

家族のために生活する方がいいと思うから

結婚・出産の後に、家庭と仕事を両立させるの

は時間的・肉体的に困難だと思うから

仕事をすることについて家族の理解が

得られないと思うから

子育て期は、会社に負担をかけることが多いと

思うから（こども園の送り迎え、子どもの病気、

学校行事など）

経済的に働く必要性がない

パートナーの勤務形態（夜勤・変則勤務）

により、家庭と仕事を両立させるのは

困難だと思うから

自分の親や周囲の人がそうしているから

特に考えたことはない

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=909）

女性 （Ｎ=505）

男性 （Ｎ=395）

【問９で「女性は仕事を持たなくてもよい」「結婚するまでは仕事を持つ方がよい」「子どもができ

るまでは、仕事を持つ方がよい」「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ

方がよい」と回答した方のみ】 

問10 仕事をしない方がよいと考える理由は何ですか。（単数回答） 

 仕事をしない方がよいと考える理由については、「結婚・出産の後に、家庭と仕事を両立させるのは時

間的・肉体的に困難だと思うから」が 46.6％と最も高く、次いで「結婚したら主婦として子どもや夫、

家族のために生活する方がいいと思うから」が 19.0％となっています。 

男女別でみると、男女ともに「結婚・出産の後に、家庭と仕事を両立させるのは時間的・肉体的に困

難だと思うから」が最も高く、次いで女性では「子育て期は、会社に負担をかけることが多いと思うか

ら（こども園の送り迎え、子どもの病気、学校行事など）」、男性では「結婚したら主婦として子どもや

夫、家族のために生活する方がいいと思うから」が続いています。 
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年齢別比較・仕事の有無別比較 

年齢別、仕事の有無別にみると、いずれも「結婚・出産の後に、家庭と仕事を両立させるのは時間的・

肉体的に困難だと思うから」が最も高くなっています。女性の 30 歳代から 60歳代、働いている女性で

は、次いで「子育て期は、会社に負担をかけることが多いと思うから」が高くなっています。 

 

 結
婚
し
た
ら
主
婦
と
し
て
子
ど
も
や
夫
、 

家
族
の
た
め
に
生
活
す
る
方
が
い
い
と
思
う
か
ら 

結
婚
・
出
産
の
後
に
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
の
は 

時
間
的
・
肉
体
的
に
困
難
だ
と
思
う
か
ら 

仕
事
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
家
族
の
理
解
が 

得
ら
れ
な
い
と
思
う
か
ら 

子
育
て
期
は
、
会
社
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
か
ら 

（
こ
ど
も
園
の
送
り
迎
え
、
子
ど
も
の
病
気
、
学
校
行
事
な
ど
） 

経
済
的
に
働
く
必
要
性
が
な
い 

パ
ー
ト
ナ
ー
の
勤
務
形
態
（
夜
勤
・
変
則
勤
務
）
に
よ
り
、 

家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
の
は
困
難
だ
と
思
う
か
ら 

自
分
の
親
や
周
囲
の
人
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら 

特
に
考
え
た
こ
と
は
な
い 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【年齢別・女性】 
          

20 歳代（Ｎ=74） 29.7 47.3 0.0 4.1 1.4 1.4 1.4 1.4 12.2 1.4 

30 歳代（Ｎ=97） 18.6 45.4 1.0 22.7 0.0 3.1 0.0 0.0 5.2 4.1 

40 歳代（Ｎ=95） 14.7 52.6 1.1 15.8 0.0 5.3 0.0 2.1 8.4 0.0 

50 歳代（Ｎ=116） 10.3 45.7 1.7 20.7 1.7 1.7 0.9 3.4 9.5 4.3 

60 歳代（Ｎ=83） 18.1 33.7 0.0 30.1 1.2 9.6 0.0 2.4 1.2 3.6 

70 歳以上（Ｎ=40） 25.0 27.5 7.5 17.5 0.0 2.5 0.0 2.5 5.0 12.5 

【年齢別・男性】           

20 歳代（Ｎ=53） 11.3 54.7 1.9 7.5 0.0 3.8 1.9 7.5 9.4 1.9 

30 歳代（Ｎ=62） 16.1 51.6 3.2 12.9 1.6 4.8 0.0 1.6 8.1 0.0 

40 歳代（Ｎ=63） 17.5 60.3 1.6 6.3 0.0 4.8 1.6 1.6 6.3 0.0 

50 歳代（Ｎ=73） 21.9 43.8 2.7 15.1 0.0 5.5 0.0 4.1 6.8 0.0 

60 歳代（Ｎ=94） 25.5 43.6 1.1 18.1 1.1 4.3 0.0 2.1 2.1 2.1 

70 歳以上（Ｎ=50） 24.0 42.0 2.0 18.0 0.0 6.0 2.0 2.0 4.0 0.0 

【仕事の有無別・女性】 

仕事をしている（Ｎ=255） 16.9 46.7 0.8 19.6 0.8 3.9 0.4 2.7 5.5 2.7 

仕事をしていない（Ｎ=233） 19.3 41.2 2.1 18.5 0.9 3.9 0.4 1.3 7.7 4.7 

【仕事の有無別・男性】 

仕事をしている（Ｎ=298） 19.1 50.7 2.0 12.1 0.7 4.4 0.7 3.0 7.0 0.3 

仕事をしていない（Ｎ=87） 23.0 42.5 2.3 18.4 0.0 6.9 1.1 3.4 1.1 1.1 

※不明・無回答を除き、回答の高いもの第１位と第２位に網掛けをしています。 
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43.1

46.2

51.9

36.1

22.4

17.8

20.5

1.0

9.7

40.5

44.9

55.1

37.0

25.1

14.7

24.0

0.9

10.1

46.7

48.1

47.1

34.8

18.5

22.1

15.6

1.0

9.2

0% 20% 40% 60% 80%

育児離職者の再雇用制度

育児休業制度の充実（育児休業期間の延長、

休業中の社会保障、経済保障など）

柔軟な働き方ができる制度の導入

（在宅勤務や短時間労働など）

就学前の子どもを対象とした保育の充実

（保育施設の増設や開設時間の延長など）

小学生を対象とした保育の充実

（放課後児童クラブの増設や

対象年齢の上限引き上げなど）

男性の育児休業取得の普及・促進

家庭における男性の家事参加の促進

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=1,152）

女性 （Ｎ=662）

男性 （Ｎ=480）

【問９で「子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい」「子どもができたら仕事をやめ、大きく

なったら再び仕事を持つ方がよい」「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」と回答し

た方のみ】 

問11 結婚・出産後に女性が仕事をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回

答） 

結婚・出産後に女性が仕事をするために必要なことについては、「柔軟な働き方ができる制度の導入（在

宅勤務や短時間労働など）」が 51.9％と最も高く、次いで「育児休業制度の充実（育児休業期間の延長、

休業中の社会保障、経済保障など）」が 46.2％、「育児離職者の再雇用制度」が 43.1％となっています。  

男女別でみると、女性では「柔軟な働き方ができる制度の導入（在宅勤務や短時間労働など）」が 55.1％、

男性では「育児休業制度の充実（育児休業期間の延長、休業中の社会保障、経済保障など）」が 48.1％

とそれぞれ最も高くなっています。 
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年齢別比較・仕事の有無別比較 

年齢別、仕事の有無別にみると、30 歳代から 50 歳代までの女性で「柔軟な働き方ができる制度の導入

（在宅勤務や短時間労働など）」が最も高くなっています。 

 

 育
児
離
職
者
の
再
雇
用
制
度 

育
児
休
業
制
度
の
充
実
（
育
児
休
業
期
間
の
延
長
、 

休
業
中
の
社
会
保
障
、
経
済
保
障
な
ど
） 

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
制
度
の
導
入 

（
在
宅
勤
務
や
短
時
間
労
働
な
ど
） 

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
保
育
の
充
実 

（
保
育
施
設
の
増
設
や
開
設
時
間
の
延
長
な
ど
） 

小
学
生
を
対
象
と
し
た
保
育
の
充
実
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

の
増
設
や
対
象
年
齢
の
上
限
引
き
上
げ
な
ど
） 

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
普
及
・
促
進 

家
庭
に
お
け
る
男
性
の
家
事
参
加
の
促
進 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【年齢別・女性】 

         

20 歳代（Ｎ=106） 47.2 67.9 59.4 43.4 15.1 17.0 24.5 0.0 3.8 

30 歳代（Ｎ=133） 39.8 39.1 65.4 39.8 36.1 13.5 29.3 1.5 6.8 

40 歳代（Ｎ=132） 35.6 34.1 62.9 34.8 29.5 19.7 21.2 0.0 11.4 

50 歳代（Ｎ=151） 38.4 47.7 54.3 33.8 23.8 13.2 23.2 0.0 12.6 

60 歳代（Ｎ=102） 44.1 42.2 37.3 39.2 21.6 11.8 17.6 2.0 12.7 

70 歳以上（Ｎ=38） 39.5 34.2 31.6 23.7 13.2 7.9 34.2 5.3 18.4 

【年齢別・男性】          

20 歳代（Ｎ=64） 43.8 50.0 45.3 31.3 10.9 20.3 12.5 0.0 6.3 

30 歳代（Ｎ=85） 44.7 51.8 50.6 31.8 24.7 28.2 16.5 1.2 4.7 

40 歳代（Ｎ=82） 51.2 42.7 47.6 31.7 18.3 30.5 12.2 2.4 12.2 

50 歳代（Ｎ=107） 47.7 49.5 57.0 34.6 14.0 21.5 15.9 1.9 4.7 

60 歳代（Ｎ=95） 48.4 49.5 44.2 44.2 24.2 12.6 18.9 0.0 12.6 

70 歳以上（Ｎ=47） 40.4 42.6 25.5 31.9 17.0 19.1 17.0 0.0 19.1 

【仕事の有無別・女性】          

仕事をしている（Ｎ=369） 41.5 48.8 57.2 37.4 24.7 14.1 23.6 0.8 9.5 

仕事をしていない（Ｎ=275） 40.0 39.6 53.1 36.7 24.7 14.9 23.6 1.1 11.3 

【仕事の有無別・男性】          

仕事をしている（Ｎ=383） 46.5 48.3 49.3 35.2 18.5 23.0 15.4 1.3 7.3 

仕事をしていない（Ｎ=86） 47.7 46.5 34.9 33.7 17.4 17.4 17.4 - 16.3 

※不明・無回答を除き、回答の高いもの第１位と第２位に網掛けをしています。 
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51.5

50.7

59.0

38.1

25.1

18.7

28.3

1.8

47.8

51.2

57.5

40.0

24.8

19.7

22.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

育児離職者の再雇用制度

育児休業制度の充実（育児休業期間の延長、

休業中の社会保障、経済保障など）

柔軟な働き方ができる制度の導入

（在宅勤務や短時間労働など）

就学前の子どもを対象とした保育の充実

（保育施設の増設や開設時間の延長など）

小学生を対象とした保育の充実

（放課後児童クラブの増設や

対象年齢の上限引き上げなど）

男性の育児休業取得の普及・促進

家庭における男性の家事参加の促進

その他

平成20年度調査

（Ｎ=1,175）

平成25年度調査

（Ｎ=1,040）

 

経年比較 

結婚・出産後に女性が仕事をするために必要なことを経年で比較すると、「家庭における男性の家事参加

の促進」「育児離職者の再雇用制度」の割合が低下しています。 
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43.8 

41.4 

46.0 

50.0

39.6

40.6

35.9

50.0

46.3

50.5

46.9

50.0

36.9

29.1 

32.4 

26.1 

33.3

39.6

36.8

31.1

14.0

28.4

28.0

30.6

19.4

29.2

17.4 

18.2 

16.6 

16.7

19.8

20.8

20.4

10.0

22.4

15.1

16.3

21.8

7.7

9.7 

8.0 

11.2 

0.0

1.1

1.9

12.6

26.0

3.0

6.5

6.1

8.9

26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=886）

【性別】

女性 （Ｎ=423）

男性 （Ｎ=463）

【年齢別・女性】

20歳代（Ｎ=66）

30歳代（Ｎ=91）

40歳代（Ｎ=106）

50歳代（Ｎ=103）

60歳代（Ｎ=50）

【年齢別・男性】

20歳代（Ｎ=67）

30歳代（Ｎ=93）

40歳代（Ｎ=98）

50歳代（Ｎ=124）

60歳代（Ｎ=65）

違いがある 違いはない わからない 不明・無回答

【現在働いている方のみ】 

問 12（１） あなたの職場では、職場の慣行や待遇、仕事の内容等で、性別による違いがあると思

いますか。（単数回答） 

職場の慣行や待遇、仕事の内容等での性別による違いについては、「違いがある」が 43.8％、「違いはな

い」が 29.1％となっています。 

男女別でみると、女性に比べて男性で「違いがある」とする割合がやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※女性、男性ともに「70 歳以上」は回答者数が少ないため割愛 
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50.6 

48.5 

43.4 

45.0

57.1 

51.8

29.6 

32.3 

32.3 

35.2

27.1 

29.4

19.8 

19.3 

24.4 

19.8

15.7 

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】

平成20年度（N=915）

平成25年度（N=800）

【女性】

平成20年度（N=431）

平成25年度（N=389）

【男性】

平成20年度（N=483）

平成25年度（N=411）

違いがある 違いはない わからない

 

経年比較 

職場の慣行や待遇、仕事の内容等での性別による違いについて経年で比較すると、男性で「違いがある」

割合が低下しています。 
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40.2

45.9

42.3

11.3

12.1

12.6

12.4

13.4

2.3

0.5

48.6

50.9

47.4

8.6

12.6

12.0

16.0

6.9

1.7

0.6

33.3

41.8

38.0

13.6

11.7

13.1

9.4

18.8

2.8

0.5

0% 20% 40% 60%

賃金に格差がある

昇進・昇級に差がある

お茶くみ・雑用などの

補助的な仕事を女性に割り振る

トイレ、更衣室などの社内設備に差がある

セクシュアル・ハラスメント

（セクハラ）を受けやすい

教育訓練の機会に差がある

雇用形態に差がある

（女性はパートのみで正社員採用はない）

その他

わからない

不明・無回答

全体（Ｎ=388）

女性 （Ｎ=175）

男性 （Ｎ=213）

【問 12（１）で｢１ 違いがある｣と回答した方のみ】 

問 12（２） どのような違いがあるか、【(2)男女の違いの内容】欄より、あてはまるものすべてに

○印をつけてください。（複数回答） 

職場での性別による違いの内容では、「昇進・昇級に差がある」が 45.9％と最も高く、次いで「お茶

くみ・雑用などの補助的な仕事を女性に割り振る」が 42.3％、「賃金に格差がある」が 40.2％となって

います。 

男女別でみると、女性、男性ともに「昇進・昇級に差がある」が最も高くなっています。また、「賃

金に格差がある」は、男女間の差が大きくなっています。 
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45.8

52.7

47.1

11.0

9.7

16.4

14.5

13.2

2.4

40.4

46.1

42.5

11.4

12.2

12.7

12.4

13.5

2.3

0% 20% 40% 60%

賃金に格差がある

昇進・昇級に差がある

お茶くみ・雑用などの

補助的な仕事を女性に割り振る

トイレ、更衣室などの社内設備に差がある

セクシュアル・ハラスメント

（セクハラ）を受けやすい

教育訓練の機会に差がある

雇用形態に差がある

（女性はパートのみで正社員採用はない）

その他

わからない

平成20年度調査（Ｎ=461）

平成25年度調査（Ｎ=386）

 

経年比較 

職場での性別による違いの内容について経年で比較すると、「賃金に格差がある」「昇進・昇級に差があ

る」「お茶くみ・雑用などの補助的な仕事を女性に割り振る」の割合が低下しています。 
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7.1

66.7

8.5

17.7

29.3

15.6

35.4

19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事

家庭

プライベート

不明・無回答

全体（N=1,383）

１番目

２番目

51.6

22.5

6.7

19.2

18.9

44.1

16.3

20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事

家庭

プライベート

不明・無回答

全体（N=1,383）

１番目

２番目

61.1

17.9

13.5

7.4

17.2

44.8

28.4

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事

家庭

プライベート

不明・無回答

男性（N=592）

１番目

２番目

21.9

59.4

11.1

7.6

28.9

24.1

38.7

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事

家庭

プライベート

不明・無回答

女性（N=775）

１番目

２番目

 

７ ワーク・ライフ・バランスについて 

 

問13（１） あなたは、女性、男性それぞれについて、どのような優先順位が理想と考えますか。 

女性、男性それぞれの理想の優先順位については、女性の１番目は「家庭」が 66.7％、男性の１番目

は「仕事」が 51.6％となっています。 

 

【理想の優先順位（女性）】          【理想の優先順位（男性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（２） あなたご自身の現実の生活における優先度が高い順に１～３より２つ選んで○印をつ

けてください。（複数回答） 

女性、男性それぞれの現実の優先順位については、女性の１番目は「家庭」が 59.4％、男性の１番目

は「仕事」が 61.1％となっています。 

 

【現実の優先順位（女性）】          【現実の優先順位（男性）】 
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現実の優先度・年齢別比較 

年齢別にみると、年齢にかかわらず、女性の１番は「家庭」、男性の１番は「仕事」となっています。 

 

 

１番目 ２番目 

仕事 家庭 
プライ

ベート 

不明・無

回答 
仕事 家庭 

プライ

ベート 

不明・無

回答 

【年齢別・女性】 

        

20 歳代（Ｎ=114） 29.8 36.8 29.8 3.5 27.2 26.3 43.9 2.6 

30 歳代（Ｎ=149） 22.1 68.5 8.7 0.7 33.6 22.1 42.3 2.0 

40 歳代（Ｎ=157） 18.5 71.3 7.0 3.2 36.9 21.7 37.6 3.8 

50 歳代（Ｎ=174） 27.6 62.6 5.2 4.6 28.7 27.0 39.7 4.6 

60 歳代（Ｎ=118） 16.1 58.5 9.3 16.1 23.7 22.9 34.7 18.6 

70 歳以上（Ｎ=63） 11.1 41.3 12.7 34.9 11.1 25.4 28.6 34.9 

【年齢別・男性】         

20 歳代（Ｎ=80） 51.3 8.8 31.3 8.8 26.3 26.3 37.5 10.0 

30 歳代（Ｎ=95） 68.4 13.7 10.5 7.4 16.8 42.1 34.7 6.3 

40 歳代（Ｎ=101） 64.4 22.8 8.9 4.0 23.8 52.5 18.8 5.0 

50 歳代（Ｎ=127） 72.4 15.7 7.9 3.9 15.7 56.7 20.5 7.1 

60 歳代（Ｎ=124） 55.6 24.2 13.7 6.5 12.1 46.8 31.5 9.7 

70 歳以上（Ｎ=65） 46.2 20.0 13.8 20.0 9.2 32.3 32.3 26.2 

※不明・無回答を除き、回答の高いもの第１位と第２位に網掛けをしています。 
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73.8

6.2

1.7

0.9

3.2

9.9

1.2

3.0

74.7

8.0

1.4

0.5

2.1

9.0

0.9

3.3

72.8

4.5

1.9

1.3

4.3

10.8

1.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味

学習

ボランティア

地域活動

サイドビジネス

特にない

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=886）

女性 （Ｎ=423）

男性 （Ｎ=463）

【現在働いている方のみ】 

問14 仕事以外で自分自身のための時間をより充実するためにあなたは何をしてみたいですか。（単

数回答） 

仕事以外でしてみたいことについては、「趣味」が 73.8％と、群を抜いて高くなっています。 

男女別でみると、男性に比べて女性で「学習」がやや高くなっています。 
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71.4

2.6

3.0

4.1

7.7

6.9

1.2

3.0

74.2

3.3

4.0

3.5

5.2

5.4

0.7

3.5

68.9

1.9

2.2

4.8

9.9

8.0

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味

学習

ボランティア

地域活動

仕事

特にない

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=886）

女性 （Ｎ=423）

男性 （Ｎ=463）

【現在働いている方のみ】 

問15 定年後の生活（セカンドライフ）であなたは何をして過ごしてみたいですか。（単数回答） 

定年後の生活（セカンドライフ）でやりたいことについては、「趣味」が 71.4％と、群を抜いて高く

なっています。 

男女別でみると、女性に比べて男性で「仕事」がやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  82 

52.0

4.5

4.3

3.6

1.4

23.3

5.2

5.7

52.0

4.6

4.0

1.8

0.9

24.5

6.7

5.5

50.4

5.1

5.1

8.5

2.6

19.7

1.7

6.8

0% 20% 40% 60% 80%

趣味

学習

ボランティア

地域活動

仕事

特に何もしていない

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=442）

女性 （Ｎ=327）

男性 （Ｎ=117）

【現在働いていない方のみ】 

問16 自分自身のための時間をより充実するためにあなたは何をしていますか。（単数回答） 

自分自身の時間をより充実するためにしていることについては、「趣味」が 52.0％と最も高く、次いで

「特にない」が 23.3％となっています。 

男女別でみると、男性では女性に比べて「地域活動」の割合が高くなっています。 
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40.3

13.8

5.7

5.2

15.6

10.6

1.8

7.0

38.8

14.1

5.5

3.1

18.7

10.7

2.1

7.0

44.4

12.8

6.0

11.1

6.8

10.3

0.9

7.7

0% 20% 40% 60%

趣味

学習

ボランティア

地域活動

仕事

特にない

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=442）

女性 （Ｎ=327）

男性 （Ｎ=117）

【現在働いていない方のみ】 

問17 今後、より充実するためにあなたは何をしたいですか。（単数回答） 

今後、より充実するためにしたいことについては、「趣味」が 40.3％と最も高く、次いで「仕事」が 15.6％

となっています。 

男女別でみると、女性では男性に比べて「仕事」の割合が高くなり、男性では女性に比べて「地域活

動」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

年齢別比較 

年齢別にみると、女性の30歳代、40歳代で「仕事」の割合が高くなっています。 

 
 

趣味 学習 
ボランテ

ィア 
地域活動 仕事 特にない その他 

不明・無

回答 

【年齢別・女性】         

20 歳代（Ｎ=42） 38.1 28.6 4.8 2.4 16.7 2.4 2.4 4.8 

30 歳代（Ｎ=54） 25.9 11.1 3.7 0.0 46.3 1.9 5.6 5.6 

40 歳代（Ｎ=49） 30.6 20.4 4.1 2.0 34.7 8.2 0.0 0.0 

50 歳代（Ｎ=65） 47.7 7.7 7.7 1.5 13.8 13.8 1.5 6.2 

60 歳代（Ｎ=65） 40.0 13.8 4.6 9.2 1.5 23.1 1.5 6.2 

70 歳以上（Ｎ=51） 47.1 9.8 7.8 2.0 3.9 9.8 2.0 17.6 

【年齢別・男性】         

20 歳代（Ｎ=13） 38.5 38.5 0.0 0.0 15.4 7.7 0.0 0.0 

30 歳代（Ｎ=2） 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

40 歳代（Ｎ=1） 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50 歳代（Ｎ=2） 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

60 歳代（Ｎ=51） 39.2 11.8 11.8 11.8 5.9 15.7 2.0 2.0 

70 歳以上（Ｎ=47） 51.1 6.4 2.1 12.8 4.3 6.4 0.0 17.0 

※不明・無回答を除き、回答の高いもの第１位と第２位に網掛けをしています。 
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27.8

15.2

21.3

12.4

14.0

11.9

9.0

10.3

10.6

10.3

13.7

13.9

12.8

14.2

13.4

21.8

17.7

12.9

9.5

14.5

26.5

24.5

28.3

28.6

29.4

28.5

25.7

26.2

25.9

22.9

20.2

23.1

30.7

19.5

23.1

32.7

27.3

36.5

33.4

28.8

1.4

6.9

6.5

5.4

7.6

12.9

9.0

9.8

11.4

9.0

6.6

8.2

9.8

14.5

13.0

6.1

11.1

4.8

4.7

8.7

38.5

47.0

38.1

47.4

43.0

40.7

49.8

46.9

45.7

51.3

52.9

48.4

40.4

45.2

43.7

33.6

37.9

39.4

45.8

41.8

5.9

6.4

5.8

6.1

6.1

6.0

6.4

6.7

6.4

6.4

6.6

6.4

6.3

6.7

6.7

5.8

6.0

6.3

6.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 妊婦の健康に対する取組

２ 男性の育児参加促進への取組

３ 保育サービスなど子育て支援の充実

４ 学校教育における

男女共同参画の意識づくり

５ 学校行事やPTA活動などへの

父親参加促進の取組

６ 家庭における男性の家事・育児参加の促進

７ 男女共同参画に関する学習機会の創出

８ 地域活動における男女共同参画の促進

９ 自治区役員や地域会議委員など

意思決定の場への女性の登用

10 各種団体の女性リーダーの養成など

人材育成の推進

11 ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ（DV）の

理解促進や解消への取組

12 ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ（セクハラ）の

理解促進や解消への取組

13 職場における男女平等な環境づくり

14 離職した女性に対する再チャレンジ支援

など女性の就業継続支援

15 ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの理解促進

16 高齢者の健康やいきがいづくりへの取組

17 要介護者を支える家庭への支援体制

18 イベント、広報紙などによる

男女共同参画意識の啓発推進

19 男女共同参画を推進する市民活動の支援

20 女性の様々な悩みを気軽に

相談できる相談体制の充実

全体（Ｎ=1,383）

良い 普通 悪い わからない 不明・無回答

８ 男女共同参画社会実現に向けた豊田市の取組について 

 

問 18（１） １～20 にあげた豊田市が実施している取組（事業）について、あなたはどのよう 

に感じますか。（単数回答） 

豊田市が実施している取組（事業）について「良い」と感じているものは「１ 妊婦の健康に対する

取組」が 27.8％と最も高く、次いで「16 高齢者の健康やいきがいづくりへの取組」が 21.8％、「３ 保

育サービスなど子育て支援の充実」が 21.3％となっています。 
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14.3

16.3

44.2

12.4

9.8

20.3

8.2

12.3

9.1

8.1

13.7

10.3

24.0

35.2

23.8

29.6

46.0

7.9

9.5

21.3

17.0

13.7

16.1

44.6

10.5

10.6

24.6

7.6

11.1

7.2

7.1

12.6

10.2

26.2

38.6

25.2

26.3

47.5

6.3

7.1

22.7

17.9

15.2

16.6

43.1

15.0

8.8

14.9

9.0

13.7

11.7

9.5

15.0

10.5

21.3

30.6

22.5

34.0

44.6

10.1

13.0

19.6

15.4

0% 20% 40% 60%

１ 妊婦の健康に対する取組

２ 男性の育児参加促進への取組

３ 保育サービスなど子育て支援の充実

４ 学校教育における男女共同参画の意識づくり

５ 学校行事やPTA活動などへの父親参加促進の取組

６ 家庭における男性の家事・育児参加の促進

７ 男女共同参画に関する学習機会の創出

８ 地域活動における男女共同参画の促進

９ 自治区役員や地域会議委員など

意思決定の場への女性の登用

10 各種団体の女性リーダーの養成など

人材育成の推進

11 ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ（DV）の

理解促進や解消への取組

12 ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ（セクハラ）の

理解促進や解消への取組

13 職場における男女平等な環境づくり

14 離職した女性に対する再チャレンジ支援

など女性の就業継続支援

15 ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの理解促進

16 高齢者の健康やいきがいづくりへの取組

17 要介護者を支える家庭への支援体制

18 イベント、広報紙などによる

男女共同参画意識の啓発推進

19 男女共同参画を推進する市民活動の支援

20 女性の様々な悩みを気軽に

相談できる相談体制の充実

不明・無回答

全体（Ｎ=1,383）

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

 
問 18（２） （１）の１～20の取組のうち、豊田市の男女共同参画社会の実現において、重要 

と思うものを５つ以内で選び、１～20の番号をご記入ください。（複数回答） 

豊田市の男女共同参画社会の実現において重要と思うものについては、「要介護者を支える家庭への

支援体制」が 46.0％と最も高く、次いで「保育サービスなど子育て支援の充実」が 44.2％となってい

ます。 

男女別でみると、男女ともに「要介護者を支える家庭への支援体制」が最も高くなっています。男女

差が最も大きい項目は「家庭における男性の家事・育児参加の促進」であり、女性の 24.6％に対し、男

性は 14.9％となっています。 
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年齢別比較・仕事の有無別比較 

年齢別、仕事の有無別にみても、「要介護者を支える家庭への支援体制」と「保育サービスなど子育て支

援の充実」が高くなっています。 

 

 妊
婦
の
健
康
に
対
す
る
取
組 

男
性
の
育
児
参
加
促
進
へ
の
取
組 

保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実 

学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り 

学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
へ
の
父
親
参
加
促
進
の
取
組 

家
庭
に
お
け
る
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
の
促
進 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
機
会
の
創
出 

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進 

自
治
区
役
員
や
地
域
会
議
委
員
な
ど
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
登
用 

各
種
団
体
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
人
材
育
成
の
推
進 

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
の
理
解
促
進
や
解
消
へ
の
取
組 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
の
理
解
促
進
や
解
消
へ
の
取
組 

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
な
環
境
づ
く
り 

離
職
し
た
女
性
に
対
す
る
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
な
ど
女
性
の
就
業
継
続
支
援 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
理
解
促
進
（
労
働
時
間
短
縮
、
休
暇
制
度
の
普
及
な
ど
） 

高
齢
者
の
健
康
や
い
き
が
い
づ
く
り
へ
の
取
組 

要
介
護
者
を
支
え
る
家
庭
へ
の
支
援
体
制 

イ
ベ
ン
ト
、
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発
推
進 

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
民
活
動
の
支
援 

女
性
の
様
々
な
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談
体
制
の
充
実 

不
明
・
無
回
答 

【年齢別・女性】 

20歳代（Ｎ=114） 29.8 21.9 56.1 4.4 6.1 34.2 7.0 9.6 6.1 9.6 14.0 15.8 43.0 46.5 42.1 15.8 43.0 7.0 7.0 20.2 4.4 

30歳代（Ｎ=149） 18.8 23.5 47.0 13.4 12.8 24.2 4.0 6.7 6.7 6.0 12.8 8.7 24.8 39.6 32.2 16.8 43.6 4.0 2.7 20.8 14.8 

40歳代（Ｎ=157） 10.2 14.6 42.0 12.1 12.7 28.0 10.8 14.0 5.7 3.8 14.0 10.2 31.8 42.7 33.1 24.8 55.4 9.6 8.3 22.9 9.6 

50歳代（Ｎ=174） 8.6 14.9 49.4 11.5 12.6 24.7 6.9 13.2 8.6 8.0 12.1 11.5 23.6 35.6 15.5 32.8 55.2 8.0 11.5 24.1 17.2 

60歳代（Ｎ=118） 9.3 12.7 41.5 7.6 8.5 20.3 9.3 13.6 5.1 8.5 11.9 5.9 18.6 38.1 11.0 39.0 48.3 4.2 6.8 26.3 28.0 

70 歳以上（Ｎ=63） 3.2 1.6 17.5 12.7 6.3 7.9 7.9 6.3 14.3 7.9 9.5 7.9 6.3 20.6 11.1 30.2 22.2 1.6 3.2 20.6 54.0 

【年齢別・男性】 

20 歳代（Ｎ=80） 21.3 27.5 47.5 16.3 6.3 21.3 2.5 5.0 6.3 7.5 20.0 18.8 28.8 35.0 31.3 18.8 28.8 8.8 8.8 16.3 11.3 

30 歳代（Ｎ=95） 21.1 20.0 51.6 11.6 5.3 18.9 9.5 9.5 5.3 6.3 16.8 11.6 21.1 42.1 24.2 35.8 43.2 5.3 10.5 27.4 9.5 

40歳代（Ｎ=101） 17.8 12.9 44.6 15.8 7.9 15.8 8.9 13.9 11.9 9.9 15.8 12.9 18.8 34.7 31.7 33.7 58.4 16.8 14.9 19.8 8.9 

50歳代（Ｎ=127） 12.6 15.7 40.2 15.7 11.0 11.0 8.7 16.5 13.4 8.7 15.7 6.3 20.5 29.1 23.6 38.6 52.8 11.8 11.0 22.0 12.6 

60歳代（Ｎ=124） 8.9 12.9 41.9 12.9 10.5 13.7 12.1 16.1 12.1 12.9 12.1 8.1 21.0 25.8 15.3 38.7 40.3 9.7 20.2 14.5 21.0 

70 歳以上（Ｎ=65） 12.3 12.3 30.8 20.0 10.8 9.2 10.8 20.0 23.1 10.8 9.2 7.7 18.5 13.8 6.2 32.3 36.9 6.2 9.2 16.9 33.8 

【仕事の有無別・女性】 

仕事をしている 

（Ｎ=423） 
13.9 17.5 46.6 11.1 11.6 27.9 8.7 10.9 6.6 6.6 11.6 10.9 28.1 38.3 27.9 27 48.9 5.7 9.2 22.2 14.2 

仕事をしていない 

（Ｎ=326） 
13.5 14.4 42.3 9.5 9.5 21.5 6.1 11.0 7.7 8.3 13.2 9.2 24.2 39.9 22.1 25.8 46.0 7.4 4.3 23.3 22.1 

【仕事の有無別・男性】 

仕事をしている 

（Ｎ=463） 
17.3 17.9 45.4 14.9 8.6 15.3 7.8 12.1 9.5 9.5 15.3 10.4 22.0 33.5 24.6 34.6 47.3 10.6 13.8 20.1 12.3 

仕事をしていない 

（Ｎ=116） 
6.0 12.9 32.8 15.5 7.8 13.8 12.9 19.0 19.8 10.3 14.7 11.2 18.1 19.8 13.8 32.8 33.6 6.9 9.5 19.0 27.6 

※不明・無回答を除き、回答の高いもの第１位と第２位に網掛けをしています。 
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36.0 

34.7

38.0

56.9 

58.1

55.4

7.1 

7.2

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=1,383）

【性別】

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

思う 思わない 不明・無回答

 
問 19 ５年前と比べて、世の中の変化や豊田市の取組などによって、あなたご自身や家族の男女共

同参画に関する理解が深まったと思いますか。（単数回答） 

男女共同参画に関する理解が深まったと思うかでは、「思わない」が 56.9％、「思う」が 36.0％となっ

ています。 

男女別では、男性に比べて女性で「思わない」割合がやや高くなっています。 
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62.4

33.5

21.1

50.2

24.3

32.9

13.7

15.7

32.5

16.1

22.1

54.6

32.5

1.2

64.3

34.9

23.0

52.8

24.5

34.6

7.8

14.5

31.2

11.5

22.3

61.3

35.3

0.7

60.4

31.6

18.7

47.6

23.6

31.1

20.4

16.4

33.3

21.8

22.2

46.7

28.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喫煙・受動喫煙、感染症など、子どもを産む

母体への危険性に関する理解が深まったこと

電車の優先席をゆずるなど妊婦への

心配りや気遣いをよくするようになったこと

小中学校での児童会長や生徒会長は

男女のいずれでもよいと思うようになったこと

男性（夫）が家事や育児をするようになったこと

家庭における子どもの教育・しつけで、

男女の性別による違いをつけなくなったこと

父親（男性）が学校行事やPTA活動などへ

積極的に参加するようになったこと

自治区において男女の性別による

活動の差がなくなってきたこと

自治区やPTA役員に女性が

選出されることに抵抗感がなくなったこと

ＤＶやセクハラなど女性の

人権侵害に関する理解が深まったこと

職場で、お茶くみやコピーなどの

雑用を男性もするようになったこと

課長職以上の役職に就く女性が増えてきたこと

結婚や出産で離職しない

（仕事を続ける）女性が増えたこと

男性（夫）も介護の方法について

学ぶ方がよいと思うようになったこと

不明・無回答

全体（Ｎ=498）

女性 （Ｎ=269）

男性 （Ｎ=225）

【問19で「１ 思う」と回答した方のみ】 

問20 あなたご自身や家族の男女共同参画に関する理解が深まったと思うことはどれですか。（複数

回答） 

男女共同参画に関する理解が深まったと思うことについては、「喫煙・受動喫煙、感染症など、子ども

を産む母体への危険性に関する理解が深まったこと」が 62.4％と最も高く、次いで「結婚や出産で離職

しない（仕事を続ける）女性が増えたこと」が 54.6％、「男性（夫）が家事や育児をするようになった

こと」が 50.2％となっています。 

男女別でみると、男女間の差が最も大きいものは「結婚や出産で離職しない（仕事を続ける）女性が

増えたこと」で、男性に比べて女性で割合が高くなっています。 
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29.1

7.6

2.2

5.9

75.1

55.7

11.6

4.2

15.8

9.9

2.2

7.6

28.1

5.9

2.1

5.7

79.5

54.5

12.4

3.9

15.5

13.0

1.4

7.5

30.9

9.1

2.5

6.1

69.1

57.4

10.6

4.7

16.0

6.1

3.4

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般の新聞

ＣＡＴＶ（ひまわりネットワーク）

ＦＭとよた

市のホームページ

市の広報紙

自治区回覧

地域情報誌（タウン誌）

携帯電話やスマートフォンなどの情報端末

公共施設の置きチラシ、ポスター

子どもが学校からもらう配布物

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=1,383）

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

 

９ 男女共同参画社会実現に関する今後の取組について 
 
 

問 21 あなたは、地域のイベントや行政が発信する情報をどこから得ることが多いですか。（複数回

答） 

地域のイベントや行政が発信する情報の取得方法については、「市の広報紙」が 75.1％と最も高く、次

いで「自治区回覧」が 55.7％となっています。 

男女別にみると、女性、男性ともに「市の広報紙」が最も高くなっています。また、女性では男性に

比べて「子どもが学校からもらう配布物」の割合が高くなっています。 
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55.7

25.2

33.1

41.9

8.0

16.6

10.8

12.7

2.4

5.5

53.5

26.6

35.6

42.8

9.2

15.1

11.0

10.5

2.2

5.5

58.6

23.1

29.6

40.9

6.8

18.2

10.5

16.0

2.7

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地元メディア、情報誌及び

ホームページなどの情報発信

学校行事にあわせた講習会の開催

交流館などの学習講座

企業における教育・研修

男女共同参画を推進している団体の表彰制度

市民同士や市民と行政が気軽に意見交換

できるインターネット上の掲示板などの設置

モデル校、モデル事業者等の設定

記念日（男女共同参画の日など）の設定

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=1,383）

女性 （Ｎ=775）

男性 （Ｎ=592）

 
問 22 あなたは、行政が男女共同参画に関する意識啓発を推進する方法として、どれが有効だと思

いますか。（複数回答） 

行政の男女共同参画に関する意識啓発の推進方法で有効なものについては、「地元メディア、情報誌及び

ホームページなどの情報発信」が 55.7％と最も高く、次いで「企業における教育・研修」が 41.9％と

なっています。 

男女別にみると、女性、男性ともに「地元メディア、情報誌及びホームページなどの情報発信」がそ

れぞれ最も高くなっています。 
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Ⅳ その他・自由回答 
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１ 回答者の属性 

 

Ｆ3 未婚・既婚の別（単数回答） 

 

回答内容 件数 

将来結婚する予定で現在同棲中である 1 

結婚している 1 

準備中である 1 

 

  

Ｆ５ 回答者の職業（単数回答） 

 

回答内容 件数 

団体職員 2 

農業 2 

専門職 2 

会社役員 2 

専門職（医療分野） 1 

臨床検査技師 1 

医療事務 1 

介護士 1 

病院薬剤師 1 

不動産収入 1 

アパート経営 1 

幼稚園教諭 1 

支援員 1 

法人役員 1 

家事手伝い 1 

自営業手伝い 1 

年金暮らし、農業 1 

フリーター 1 

産休中 1 

キリスト教牧師 1 
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【Ｆ３で「結婚している（内縁を含む）」と回答した方のみ】 

Ｆ７ 配偶者の職業（単数回答） 

 

回答内容 件数 

死別 2 

会社役員 1 

期間社員 1 

大工 1 

団体職員 1 

農業 1 
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２ 家庭における女・男のあり方について 

 

問５ 介護についてお伺いします。家族に介護が必要な場合、あなたはどのようにしますか（して

いますか）あてはまるものを１つ選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

本人の希望による 8 

本人の意思を尊重する 6 

介護を受ける側の希望によっても変わると思う 1 

予算に応じて、本人の希望する介護方法を検討する 1 

家族での介護と介護サービスの併用 10 

できるだけ自宅で介護する。状況に応じ、施設利用を検討 1 

仕事をしながらの介護は無理があるので、行政のサービスをフルに利用したい 1 

ショートステイを使いながら、月に３、４日は自宅介護をする 1 

施設に通わせながら介護をしたい 1 

できる所まで家族みんなで協力し、不都合が生じた場合はサービスを取り入れる 1 

介護度により自宅または福祉サービス・施設利用を検討する 1 

初期は自宅、要介護４以上は施設利用を検討する 1 

認知症などで家庭での介護が難しくなれば施設を利用する。それまでは、通所・訪問介護

サービスを利用しながら自宅介護する 
1 

ショートステイ等を利用しながら、家族が介護をすることができなくなったらグループホー

ム等の小規模な施設を利用する 
1 

自宅で介護を続けてきたが病気により病院へ入所 1 

その他 12 

その時にならないとわからない 6 

介護していない 2 

その時の状況で決める 2 

独身の場合なら施設へ 1 

一度、母親で福祉サービスを利用したことがある 1 
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問６ 問５で【１と回答された方にお伺いします。】自宅で家族を介護する（している）場合の主な

介護者は誰ですか。あてはまるものを１つ選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

家族全員で介護する 3 

家族全員で話し合って決める 1 

２人で介護した 1 

主に父母、自分が介護した 1 

自分の親であれば自分で介護する 1 

自分が主体となり全員で介護していきたい 1 

その時の状況に応じて変わる 1 

わからない 1 

 

 

 

３ 地域活動における男女の役割分担について 

 

問８ 地域の防災（災害対策）活動を推進するにあたり、あなたはどのようにお考えですか。あて

はまるものすべてに○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

地域でともに助け合う事ができるように普段から地域のつながりが必要である 1 

「男」「女」だけでなく性的少数者（ＬＧＢＴ）への配慮が必要である 1 

必ず情報が行き渡る方法をつくるべきである 1 

災害対策に男女差は必要ないが、区別は必要であり、やれることをやるのが一番である 1 

自治区の防災訓練に若い人がいない状況である 1 

個人の危機管理能力を上げる事が第一である。そこから地域や行政を考えるべきである 1 

仕事や環境によって参加できない家庭もあるので難しい 1 

回覧もないし、活動が活発に行われていない 1 

男性のリード、体力が必要である 1 

他力本願でなく自助努力をする意識を持てるような社会全体の仕組みが必要ではないか。 

根本から見直してほしいと思う 
1 

男女というより、幅広い視点で活動を推進すべきである 1 

とにかく全員参加、参画の場にする 1 

地域住民が、自立で歩けない人の自宅場所などを、常時見まわりする 1 

災害時の備品、飲料水、テントなど地域ごとに準備する 1 

自分で決める 1 
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４ 職場における男女の役割分担について 

 

問 10 【問９で１～４と回答された方にお伺いします】仕事をしない方がよいと考える理由は何で

すか。あなたの考えに最も近いものを１つ選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

乳幼児期は母親と子どもの関係が成長期に大切になってくる 1 

子どもをしっかり育てる事が優先されるべきである 1 

子どものため、父か母かどちらかはそばにいるべきである 1 

出産後は十分な愛情を持ち育て、夫を含め家族としての生活が大切である 1 

子どもとのスキンシップが大事である 1 

学校から帰ってきた時に誰か家にいた方が良いと思う 1 

幼少期に母親がそばにいないのはかわいそう 1 

孫としっかりコミュニケーションをとった方が良いと思う 1 

仕事でストレスなどあり、帰ってきて子どもに当たったりするのが怖いから 1 

子育ての期間は一生のうちでその時しかできないから子どもが小さいうちは子育てに専念

した方が良い親子関係が築けると思うから 
1 

 

 

問11 問９で【３と５と回答された方にお伺いします。】結婚・出産後に女性が仕事をするためには、

どのようなことが必要だと思いますか。あなたの考えに最も近いものを３つ以内で選び○印

をつけてください。 

 

回答内容 件数 

家庭の協力について 3 

三世代同居 3 

職場の協力について 4 

長時間残業に対応できることが評価につながるという一般の考え方を変えること 1 

年齢制限のない雇用の募集 1 

すべての会社ができるわけがないため制度のある会社に勤めてほしい 1 

入園前の子どもを８時間以上家に置いて仕事をしてきた。自分のことは自分で責任を持て

る人間に育ってくれた 
1 

その他 4 

当事者だけでなく社会全体でサポートできる体制 1 

親として就学前の子どもは自分で見る事が必要。優しさを持って育ててもらいたい。他人

や社会のせいにしない 
1 

子育てに専念するためにも必ずしも復職は必要ではない 1 

わからない 1 
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問12 【現在働いている方にお伺いします】 

（１）あなたの職場では、職場の慣行や待遇、仕事の内容等で、性別による違いがあると思います

か。【（１）男女の違いの有無】欄より、あてはまるものを１つ選び○印をつけてください。 

（２）「１違いがある」と回答された方には、どのような違いがあるか、【（２）男女の違いの内容】

欄より、あてはまるものすべてに○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

女性が多い職場で女性の方が優遇されている 2 

力仕事は女性に割り振らない 2 

作業上の規制 1 

男性のみに結婚したら家族手当が支給される 1 

労働時間、仕事内容、女性の方が少ない 1 

女性に残業、休日出勤がない 1 

職場に制限がある。女性は「ここ」しか配属できないといわれる 1 

女性自身にそのような意識あり 1 

職種自体が違うので比較できないが、可能な手技等の差はあると思う 1 

本人の能力と仕事に対する取り組み方の違い 1 

女性に対して待遇は十分である。むしろ多すぎる 1 

 

 

 

５ ワーク・ライフ・バランスについて 

 

問 14 【現在働いている方にお伺いします】仕事以外で自分自身のための時間をより充実させるた

めにあなたは何をしてみたいですか。あてはまるものの中から主なものを１つ選び○印をつ

けてください。 

 

回答内容 件数 

旅行 2 

趣味 1 

家族とのふれあい 1 

夫婦共通の事を探したい 1 

農業 1 

家庭サービス・農業 1 

スポーツ 1 

体力づくり 1 

心身修行 1 

お金をたくさん使う 1 
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回答内容 件数 

体を休めたい 1 

ぼーっとできる時間 1 

そんな余裕はない 1 

 

 

問 15 定年後の生活（セカンドライフ）であなたは何をして過ごしてみたいですか。あてはまるも

のの中から主なものを１つ選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

旅行 3 

海外生活 1 

ロングステイ 1 

自由にしたいことをする 1 

料理が好きなので食堂 1 

ケーキ屋 1 

自給自足生活（田舎） 1 

趣味を生かしたボランティア 1 

現実は甘くない、皆仕事しないと生活できないと思う 1 

その時の状況で 1 

まだ考えられない 1 

考えた事がない 1 

 

問16 【現在働いていない方にお伺いします】働いている方は問18へお進みください。自分自身の

ための時間をより充実するためにあなたは何をしていますか。あてはまるものの中から主な

ものを１つ選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

農業・畑仕事など 8 

子育て 3 

親の介護 2 

孫の世話、友人 1 

夫の介護 1 

闘病中のため静養 1 

夫、私の実家の世話 1 

月に４日くらいアルバイト 1 

バイト 1 

健康づくり 1 

スポーツクラブ 1 
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回答内容 件数 

家族や友達と出かける 1 

友達との会話 1 

定年後の家のメンテ活動 1 

子どもと一緒に習い事 1 

家事 1 

自分自身の時間などない 1 

自由がない 1 

できない、やらせてもらえない 1 

 

 
   

問 17 今後、より充実するためにあなたは何をしたいですか。あてはまるものの中から主なものを

１つ選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

旅行 2 

旅行と趣味 1 

老母の世話で大変疲れる 1 

資格を取得したい 1 

家の手伝い 1 

家族や友達と出かける 1 

結婚、出産、子育て 1 

一人暮らしの人が楽しく集まれる食堂をつくりたい 1 

山林、田畑の手入れ 1 

畑仕事 1 

居心地のよい仕事探し 1 

子どもが小さいので子ども中心 1 

休日を増やしたい 1 

家庭菜園 1 

考え中 1 

考えられない 1 
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６ 男女共同参画社会実現に関する今後の取組について 

 

問 21 あなたは、地域のイベントや行政が発信する情報をどこから得ることが多いですか。あては

まるものを３つ以内で選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

クチコミ 3 

親から 3 

妻から 1 

家族から 1 

学校から 1 

子どもに配る配布物（教師なので） 1 

子ども会の回覧板 1 

テレビ 1 

女子会 1 

地域のボランティア活動 1 

地方紙 1 

職場のチラシ 1 

インターネット 1 

facebook 1 

 

 

問 22 あなたは、行政が男女共同参画に関する意識啓発を推進する方法として、どれが有効だと思

いますか。あてはまるものを３つ以内で選び○印をつけてください。 

 

回答内容 件数 

子どもへの教育 3 

子どもの頃から少しずつ教えて行くと良いのでは 1 

学校で使われる連絡用の E-mail への配信 1 

子どもへの学校教育、家庭教育 1 

家庭での意識改革 1 

夫婦間の意識 1 

地域での啓発 3 

町内、学区内の行事 1 

自治区活動の振興 1 

自治区、地域に共同参画の意識課題の取り組みが必要だと思う 1 

職場での意識改革 1 

ワーク・ライフ・バランスの改善、会社経営者の意識改革 1 
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回答内容 件数 

ＰＲ活動 4 

他のイベントのついでに展開するやり方 1 

ホームページへ意見入力ができること、また意見に対しての返事があること 1 

インターネットやスマートフォンが普及しているので情報誌のＩＴ化 1 

今はインターネットが多いが、ある年齢以上の人はできないため、回覧が良い 1 

その他 11 

よくわからない 3 

男女差でなく、能力差により格差が生じていることを啓発すること 1 

既に意識はあるのではないか、実際にやるかやらないかは個々の人間の性格に問題がある

ので外部が推進しようとしてもできないと感じる 
1 

共同参画にはならないと思う 1 

そもそもいらない 1 

情報もなく知りえない 1 

無理だと思う 1 

そもそも男性が参画できる環境にない。平日に参画したくてもできない 1 

どれでも今の日本では無理 1 
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７ 自由回答 

 

問 23 最後に豊田市が進める男女共同参画社会づくりのための取組についてご意見等がございまし

たら、以下にご記入ください。 

 

性 年齢 内容 件数 

健康づくりについて 1 

男性 30 代 男女共同参画社会づくりからは少し離れるが、不妊治療などにも力

を入れてほしい 
1 

子育てについて 5 

女性 20 代 子育て世代（特に未就学児家庭）を大切にしてほしい。交流館の利

用基準が不明確 
1 

女性 20 代 学生で東京在住なので豊田市の取り組みを体感できる立場ではない

ですが、豊田市は子育てがしやすい所かもしれません。上京して感

じます。仕事で女性が活動しやすい環境があったらなお良いと思い

ます 

1 

女性 30 代 結婚、出産のため退職しましたが、子どもが１歳になったら再就職

を考えています。しかし託児場所がないことや、託児のための金額

が高く、働きたくても迷っています 

1 

女性 30 代 他県から越してきたばかりで詳しくわからない。こども園の費用の

安さや子育てについての様々な支援は女性が働きながら育児しやす

いと思う 

1 

男性 60 代 結婚、出産しても仕事を続けるのなら、祖父母に頼らずにできる「児

童保育制度」にすべきである。現在の制度では年寄りに負担がかか

る 

1 

教育・啓発について 7 

女性 20 代 子どもが小さい時から、学校などで教育されたらどうですか 1 

女性 30 代 長期の視点で若い 20 代の世代を中心にしていくほうがよい。（年配

の方の意識を変えるのは難しいので）男性、女性向きの仕事や役割

があるのは事実で、一概に男女平等が良いともいえない 

1 

女性 40 代 まずは私たちが実行に移さなくてはいけない。それを見て育つ子ど

もたちが男女共同参画社会をつくっていくでしょう 
1 

女性 40 代 直接男性に話しかける場がないと、男女平等の意識は変わっていか

ないと思う。学校からの配布物や広報誌などの情報には男性が目を

通す機会は少ないし、市のホームページなどを、わざわざ見ない。

企業が動かないと無理 

1 

女性 50 代 子ども時代からの教育をもっと見直して頂きたい。人に対する思い

やり、良いこと、悪いことをしっかり教える。男女平等、人の役に

立つ人になる、他人との関わりを大事にする 

1 

男性 30 代 年代による意識格差を縮めていくことは難しい。その年代が受けて

きた教育、社会背景は塗り替えることはできない。これからの子ど

もたちが、どんどん変えていってください 

1 

不明 不明 相手の立場を思いやる心を、小さい頃から育てる事が大切だと思う。

女性が働きやすい社会というだけでなく、子どもが親から愛される

社会づくりをして頂きたい 

1 
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性 年齢 内容 件数 

家庭での男女共同参画について 6 

女性 20 代 どちらの良い面も汲み取り、男だから女だからという差別を、でき

るだけ少なくする方が良いと思う。まずは、男性が家事を手伝って

いくことが大切なのではないかと感じる 

1 

女性 30 代 子どもが産まれてからも、主人が家事・育児に興味をもってくれま

せん。交流館などでお父さんむけの講座があっても、興味がないの

で参加する気が起こらないようです。職場で教育、研修をやってい

ただきたいです 

1 

女性 30 代 男性が子育ての意識を、育むことができるような講座を多く開く。

ある程度強制力もないと、男性は動かない 
1 

女性 70 代 高齢者には良い社会と思っていますが、30、40 代の家庭を守ってや

れる政策を望んでいます。共同参画は、夫婦仲良く過ごせることが

第一ですね 

1 

男性 60 代 男女の特性はあると思うので、すべてを平等とする必要性はあまり

感じられない。男性の子育てへの参加を促すことは、とても良い取

り組みだと思う 

1 

不明 60 代 男性の考え方が変わらないかぎり、実現は難しいと思う。男性の家

庭への協力が進んでできる事が望まれる 
1 

地域での男女共同参画について 4 

女性 30 代 主人は勤務状況上、地域のイベント参加はまったくできません。そ

のような家庭では、男女共同参画は無理。税金の無駄使いのような

気がします 

1 

女性 40 代 自治区や地域の活動から男女共同参画できるような体制にしていく

方が良い 
1 

男性 60 代 地域活動等、男女分け隔てなくやっているが、女性は役職を引き受

けない。リーダー的存在になりたくない人が多い 
1 

男性 70 代 地域の役員を、女性が多く参加できるよう希望する 1 

職場での男女共同参画について 21 

女性 20 代 会社の有休をきちんと取れるような制度をつくってほしい。もっと

家族の時間がないと、良い子育てができない 
1 

女性 20 代 現在でも男女に格差がある職場はまだまだあると思う。女性の働き

やすい職場がもっと増えると良いと思う 
1 

女性 20 代 男性の育児休暇があっても、実際は周囲の目があり、休むことがで

きない。仕事の支障になると考えるところがある 
1 

女性 30 代 たくさんの人に取り組みを知ってもらうことが第一だと思う。企業

等で全員参加型の研修をするなど、受身の人にも情報を届ける努力

が必要だと思う 

1 

女性 30 代 女性が結婚・出産を機に、働きにくくなる社会を改善してほしい 1 

女性 40 代 特に男性は、会社などで説明会や講習会をして、参加をすると良い

と思う 
1 

女性 40 代 結婚して子どもができたら会社を辞める→ある程度成長したらキャリア

を生かし再就職。そんな男女共同参画ができる支援をお願いします 
1 

女性 40 代 女性が育児で働きづらい環境がある。企業は男尊女卑の傾向がある。

男女、関係なく意欲や意志によって、前に進める環境づくりをして

ほしいです 

1 

女性 50 代 子育て時期はとても大事だと思うので、仕事をもっていても子育て

に手を抜かずにできる制度の確立。また、仕事に戻れる社会づくり 
1 

女性 60 代 女性が男性と同じように、安心して結婚し、子どもも育てられるよ

うな体制づくりが第一 
1 
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女性 60 代 年代の違いから、わからない部分もあるが、若い母親たちが働ける

環境、保育所、企業等の協力も必要。また、お年寄りにも老人ホー

ムなどができると良いと思う。市民が気軽にアンケートをできるよ

うに、交流館などに置いたら良いと思う 

1 

女性 60 代 有休が取りにくい。男女共同参画には直接関係ないが、仕事を休め

ないと何も進めません 
1 

男性 20 代 女性の労働力確保は大切な事だと思う。家庭→仕事に復帰できやす

い施策をお願いします。①会計・英語などの修得機会 ②子どもを

預けられる施設の確保 ③職場の理解度アップ 

1 

男性 30 代 結婚している女性が働きづらい。税金の体系、公的年金制度、これ

らを改めない限り、女性が社会に積極的にでていかないと思う。今

後の人口減少社会を乗り切るために、真の男女平等を目指して良い

制度にしてほしい 

1 

男性 30 代 男女の大きな違いとして「出産」があります。出産で女性が職を失

ったり、再就職できないのが大きな問題だと思います。しっかりと

的を絞って、ひとつひとつ解決してほしいと思います 

1 

男性 30 代 はじめて「男女共同参画社会」という言葉を知りました。特に女性に対

して“優しくない”と感じるのは産休です。出産直前まで仕事をするの

はおかしいと思います。妊娠５か月から取れても良いと思います 

1 

男性 30 代 取り組みがわからない。大企業では男女共同との意識を感じるが、

豊田市としては感じない。中小企業への働きかけを増やすべきでは 
1 

男性 40 代 職場での昇進の機会を、女性にも与えてほしい 1 

男性 40 代 基本的に男性は仕事があるので参画しにくい 1 

男性 50 代 現役だと参画はしない。できないと思う 1 

男性 60 代 男はダメ人間が多くなった。女性は最近、物わかりの良い人が増え

た。もっと女性の地位を上げてやれ 
1 

高齢者福祉・介護について 8 

女性 40 代 豊田市は先進的なことができる自治体なので、どの世代も満足でき

るような（特にこれからは高齢者増加を配慮）優しい住みやすい市

にしてほしい 

1 

女性 60 代 70 歳以上の人にも、もう少し目を向けてください。子どもばかりに

目がいっているように思います 
1 

女性 60 代 若い男女には情報が届きやすく（方法が多い）中高年（50～70 歳）

にはなかなか届かないように思います。特に高齢者の多い地区では

その人たちが男女共同参画社会には理解が難しいのでは 

1 

女性 60 代 住みよい地域社会とは、人間が孤立しないこと。一人暮らしの老人

向けに、そこに行けば誰かと関われる”居場所”を提供すること 
1 

男性 30 代 介護において、すぐ対応できる所があれば良いと思う。安い介護施

設があれば、すぐにでも申込みたい 
1 

男性 60 代 取り組みへの発想が、現職（公務員）の発想にとどまっている。高

齢者の意識啓発は特に必要と思われる。高齢者への心配りがある、

男女共同参画社会づくりの施策を期待します 

1 

男性 70 代 企業人として定年退職をする時点で、これからの基本は地域住民と

しての役割、分担が必要であるということを、研修する必要がある 
1 

不明 不明 団塊世代の夫婦が、これからの人生のための講座、講演会を開催し

て、それぞれ意見交換のできる場を提供してほしい 
1 
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情報発信について 55 

女性 20 代 実際、経験してみないと分からない。もっと豊田市にわかってもら

うべきである。豊田市にもマスコットキャラクターをつくりもっと

アピールしていけば良い 

1 

女性 20 代 取り組みが伝わってこない。市での取り組みを発信する事で多くの

人の意識が変わるのではないか 
1 

女性 20 代 そもそも「男女共同参画社会」実現に向けて、豊田市がどのような

取り組みをしているのか知りませんでした 
1 

女性 20 代 知らないことが多すぎる。市民がもっと情報を得やすいような場所、

行事をやってほしい 
1 

女性 20 代 豊田市の取り組みの認知度が低いと思う。広報誌なども、流し見る

程度で詳しいところはわからないと思う 
1 

女性 30 代 取り組みを初めて知りました。誰のための取り組みなのか、何も情

報がありません。推進活動をお願いします 
1 

女性 30 代 取り組みについてよく理解できていない。ＰＲ不足なのか名称だけ

聞いたことがある程度です 
1 

女性 30 代 取り組みを知らなかった 1 

女性 30 代 情報をわかりやすく公開していただきたい 1 

女性 30 代 情報源が主に自治区の回覧板、子ども会の回覧板、小学校からの手

紙ですが、サインをして回す物に情報を載せれば目にする機会が増

えると思う。広報も届くが必要な時にしか目を通さないのが現状 

1 

女性 30 代 転入してきたばかりで、豊田市がどのような取り組みをしているの

か知りません。情報が入ってこないのが現状です。私には興味のな

い内容です 

1 

女性 40 代 ホームページなどだけではなく、一人でも多くの人が、知るきっか

けを持てるような情報発信をしてもらいたい 
1 

女性 40 代 よくわからない。一部の人しか知らないのでは。セミナーなどが必

要では。全員参加型のようなものが必要 
1 

女性 40 代 情報が偏って届いているので、週１回程度、豊田市からのメールマ

ガジンを作成して情報発信したらどうか 
1 

女性 40 代 正直、市がやっていることが見えてきません（実感もなし）必要な

ことは継続して頂きたいと思う 
1 

女性 40 代 男女共同参画社会づくりのための豊田市の取り組みをあまり意識し

ていませんでした。これからは、興味を持ってみていこうと思いま

す 

1 

女性 50 代 「キラッ☆とよた」がどんな活動をしているのか、ほとんどわかり

ません。会社でも聞きましたが 20代～50 代（男女）従業員は 100％

知りませんでした 

1 

女性 50 代 まだまだ一般に理解されずに空回りの部分が多く見られる。求める

人たちのみを対象となりがちな活動であるように思われる。一部の

地域活動を長く続けている人たちの意識にも、新しい風を吹き込む

ことも必要である 

1 

女性 50 代 市外で働いていると、市が何をやりたいのか何をしているのか実際

の事がわからない。ホームページを見ることはあるが、もっと手軽

に情報が入ると生活しやすいと思う 

1 

女性 50 代 取り組みを知らなかった。一般にもっと情報を流してほしい。今後

の社会に重要な施策だと思いました 
1 

女性 50 代 男女共同参画社会づくりのための取り組みを知らなかった。もう少

し勉強します 
1 
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女性 50 代 男女共同参画社会について知らない事ばかりでした。もっと、地域

に情報発信した方が良いと思います。もっと、目にとまるように 
1 

女性 60 代 みよし市の男女共同参画のビッグイベントがあり参加しました。内

容が抜群でした。みよし市のようにダイナミックに男女共同参画へ

の拡大意識アップを図ることが必要では 

1 

女性 60 代 色々な活動に参加しない人の場合、取り組み内容を知ることは難し

い。自然と目にとまったり、耳に入ったりという方法、活動はな

いか、情報誌を見ても細かすぎて見にくい、言葉がわかりにくい

と思ったこともある 

1 

女性 60 代 豊田市がどのように共同社会づくりをしているのか具体的によくわ

からない 
1 

女性 70 代 取り組みをもっと一般の人たちにもわかりやすく発信してください 1 

男性 20 代 取り組みがわからない、わかっていない。若者向けに何か行うこと

が必要だと思う 
1 

男性 20 代 取り組みについて活動の動きが見えないので「男女共同参画社会づ

くり」といわれてもわかりません 
1 

男性 20 代 全体的に興味を持つことが少ないので、その周辺の意識づくりが必

要だと思います 
1 

男性 30 代 取り組みの認識がなく、あまり認知されていないと思う。職場、学

校などに協力していただき、市民への意識付けができれば豊田市の

取り組みに共感するかたも増えるはず。まずは知ってもらうことか

らだと思う 

1 

男性 30 代 なぜ男女共同参画が必要とされるのかわからない。男女の差に関わ

らず、取り組みたい人と負担だと思う人をサポートし合える社会の

仕組みを議論すべき 

1 

男性 30 代 市民が取り組みについてあまり知らないのが正直なところだと思う 1 

男性 30 代 取り組みがよくわからない。もう少し伝わってくればと思う 1 

男性 30 代 取り組みが見えてこない。自らが情報を得にいこうとしない限りは

見えてこない仕組みになっているのでは 
1 

男性 30 代 取り組みを知らない。知らない人が多いのに、活動しても成果が小

さい。女性が社会に出てきて、女性を守る法律ができても、男性を

守る法律がない。そこは不公平に思われないのか 

1 

男性 40 代 何かの理由や目的があって探すことがない限り、情報に接したり意

識して頭に入れることは少ないと思う。市民が参加するイベントな

どで、もっと周知していくことが大切ではと思う 

1 

男性 40 代 何を実施しているのかまったくわからない（知らない） 1 

男性 40 代 取り組みがいつ、どこで行われたのか知らなかった。「男女共同参画」

という言葉自体が理解しにくいのでは 
1 

男性 50 代 このような取り組みをしていることを初めて知った 1 

男性 50 代 市民への認知度は、まだまだのような気がします。高齢者にホーム

ページやインターネットはやや困難なのでは 
1 

男性 50 代 具体例で示すと理解しやすくなる。情報が多すぎて、選別するのが

大変なので、重要度をアピールできないと捨てられてしまう時代だ

と感じる 

1 

男性 50 代 今回の調査で初めて取り組みを知りました。思うように休みの取れ

ない仕事をしているので、ほとんど情報を得ていません。バラツキ

のない仕事環境があればと思う 

1 

男性 50 代 市が進めている施策が市民に理解されていない（伝わっていない、

見えていない）ような気がします。もう少しＰＲをお願いします 
1 
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男性 50 代 市の活動について全く知りませんでした 1 

男性 50 代 取り組みについてあまり一般に知られていないように思う。もっと

アピールしては 
1 

男性 50 代 取り組みについて深く考えた事がなかったので、今回色々触れられ

たことが良かったと思う。このような機会を作るのも大切だと思う 
1 

男性 50 代 情報誌の有効活用を、お願いしたいです 1 

男性 50 代 男女共同参画社会づくりのための取り組みを、豊田市が行っている

ことを知らなかった 
1 

男性 60 代 市の職員（先生、色々な公共施設の職員）等、多くの場所に女性の

登用を進め、働きやすい環境を整え、その人たちの意見をすいあげ

ていくことが全体（市）につながっていくと思う 

1 

男性 60 代 このアンケートで初めて取り組みを知った。もっと「広報とよた」

等で周知を図った方が良いのでは 
1 

男性 60 代 このアンケートで初めて取り組みを知った。市民に浸透している情

報だと、まったく思えない 
1 

男性 60 代 活動のことをよく知らなかった。もっと興味を持つように宣伝して

頂ければ目にはいったかも 
1 

男性 70 代 「男女共同参画社会」実現と言う言葉は、73 歳の私は初めて知りま

した。もう少しわかりやすく市広報誌等で説明すべきだと思います 
1 

男性 70 代 高齢者の中には、インターネット（ホームページ）を操作して、閲

覧ができない人がいます。どのように情報を得るのか 
1 

男性 70 代 多くの人が「推進しているな」とわかるような象徴的な行事、記念

日などがあること 
1 

人権について 3 

女性 30 代 セクハラだけでなく、パワハラの理解促進や、解消への取り組みも

積極的に行ってほしい 
1 

男性 30 代 年配の男性はセクハラのラインが把握できていないと思う 1 

男性 40 代 セクハラについて、女性の意見が通ってしまう 1 

アンケートについて 23 

女性 20 代 無作為に選ぶのではなく、もっとしっかり選んだ方が良いと思う。

回答が「わからない」ばかりになってしまい、参考になる意見は得

られないと思う 

1 

女性 20 代 無作為抽出のため、学生でまだ職場や結婚など意識したことがない

ので答え方が難しかった 
1 

女性 30 代 今回のアンケートはすごく難しかった。地域の活動については知ら

ない事ばかりだった 
1 

女性 30 代 私自身、意識が低く具体的な事がわからなかった。幼児教育、母子

関係は非常に重要と思っています。母性は父親の存在なくしては発

揮できないし、女性のニーズと母子関係や家庭の必要性が合ってな

いと感じています 

1 

女性 40 代 アンケートが答えにくい。共同参画なのに女性、男性の優先順位を

書け、とか 
1 

女性 40 代 この問題以上に、早急に解決しなければならないことがあると思う。

この質問を作成した人に、男女性差の偏見があるのではないか 
1 

女性 40 代 以前回答したアンケートで、何が改善されたのかわかりませんでし

た。結果がでないと無意味です 
1 

女性 40 代 過去３回アンケート記入しています。本当に無作為 1,500 人なので

しょうか 
1 
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女性 50 代 今回のアンケートで豊田市が色々な取り組みをしている事がわかり

ました。ホームページをみてみたいと思いました 
1 

女性 50 代 私は障がい者のため、色々な方に迷惑になりますが、このアンケー

トには、あまりあてはまりません 
1 

女性 50 代 税金を使ったこのような調査方法が、無駄にならない事を希望しま

す 
1 

女性 50 代 まったく理解していないようです 1 

女性 50 代 男女共同参画という言葉について理解できていない。このアンケー

トで少しわかってきた。今後の男女共同参画に期待しています 
1 

女性 60 代 今回のように無記名アンケートも良い方法だと思います 1 

女性 70 代 取り組みに関する知識が乏しく、曖昧な回答が多くなりました。学

校での男女混合名簿等の導入には疑問を感じます。システム効率や

女性らしさ、男性らしさも尊重されるべきだと思います 

1 

男性 20 代 アンケートの必要性が良くわからない 1 

男性 30 代 普段あまり考える事がなかったのですがアンケートを通して考える

事ができた。定期的にこのようなアンケートされたら良いと思う 
1 

男性 40 代 1,500 人に…税金を使ってそこまでしないといけないのか？半分く

らいは交流館などに設置しても良かったかも 
1 

男性 40 代 子どもがまだ幼いので、子どもの情報以外はあまり見ない事が多い

が、今回のアンケートの内容は、良い案が多いと思います 
1 

男性 40 代 独身者より結婚している女性の意見を聞いたほうが、より良いので

は 
1 

男性 50 代 平等にすることに精神的苦痛を感じる人への配慮はどうするのか？

このアンケート自体が、とても女性目線（中心）の文言に感じる 
1 

男性 60 代 質問の定義が個人の思惑によって捉え方が違う。女性の働き方、役

割は家族の考え方で変わる 
1 

男性 70 代 50 歳以下の人にアンケートしてほしい 1 

男女共同参画への思いについて 43 

女性 20 代 男女が互いの人権を尊重し責任を分かち合い、個性と能力を十分に

発揮できるように取り組んでほしい 
1 

女性 20 代 男女それぞれに得意、不得意が違うことを認識し、その上でお互い

の苦手な部分を補っていけるような社会になれば良い。男女で、で

きる事が違うため、ある程度仕方のない事だと思う 

1 

女性 20 代 「上に立つ人」「何かを発信し、変える人」女性が増えれば声は届き

やすいし、その目線に立って男女の意見が見えてくる部分もあるの

ではないか 

1 

女性 20 代 結局、表面上の男女平等しかできないと思う。本当にやる気がある

なら、古い考えの口だけの役職についた人を辞めさせるべき 
1 

女性 30 代 男女平等というもとに、全て同じ役割をできるとは思いません。男

性だから、女性だからできることが必ずあると思います 
1 

女性 30 代 子育て、仕事、学校行事、役員等の参加、地域活性や家庭での役割、

介護と女性の負担が大きいのがまだまだ現実だと思う。男女にとら

われず、負担が偏らない社会づくりが必要と考えます 

1 

女性 40 代 男女共同参画社会をつくらないといけないのかどうか自体がよくわ

からない 
1 

女性 40 代 男女平等と言っても無理があると思います。男の人にできる事と女

の人にできる事があるのでこのままで良いと思います。子育てに関

しても、自分の子どもは自分でという考えです 

1 
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性 年齢 内容 件数 

女性 50 代 会社を退職し、ボランティアや地域活動に参加できるかたは、平等

に対して感じてもらえていると思う。女性も前に出ることを嫌がっ

ていることもいけないと思う 

1 

女性 50 代 考えかたを変えるためには長い時間が必要です。若い頃の考え（男

女差別）がなかなか変わりません。少しでも良い関係で生活できる

よう、私たちも変わらねばと思っています 

1 

女性 60 代 例えば、市会議員の定数を男女何名にするとか、区長、副区長など

女性を必ず一名入れるなど。我々60 歳以上は古い考えにとらわれ過

ぎているのかも。次の世代に期待します 

1 

女性 70 代 考え方の古いかたが、頭の切り替えをするにはどうすればよいのか。

自治区でも一番困ることです 
1 

女性 70 代 結婚している人にはわかる事ばかりで、改善されているところが、

独身者には分かりづらい。給料は男女差がありすぎると思う 
1 

女性 70 代 職場で精一杯活動するには、家庭がしっかりしていないとできませ

ん。男らしく、女らしくを大切にしてほしいと思う 
1 

女性 70 代 本当にできるのか疑問。育ってきた環境、しつけなどで、考えはな

かなか変えられない。祖父母、周囲の大人たちの考えも影響するの

では 

1 

男性 20 代 男女共同参画社会という言葉を初めて聞いた。男女が平等な社会に

なれば良いと思う 
1 

男性 30 代 なぜ男女共同参画が必要とされるのかわからない。男女の差に関わ

らず、取り組みたい人と負担だと思う人をサポートし合える社会の

仕組みを議論すべき 

1 

男性 30 代 共同参画に向けて弊害になっていることは、事例としてどんなこと

でしょうか？自分の周りでは男女差をなくすことは感じられない 
1 

男性 30 代 男女で適している違いがある事は当然だと思う。しかし、男女だけ

ではなくひとりの人間として、やれる事を精一杯やることが大事だ

と思う。こういった取り組みは根気強く続けて頂きたい 

1 

男性 30 代 日本人の考え方を変えない限り、今の日本では無理。法律で規制す

るしかないかも。世の中の現実もわからないと 
1 

男性 30 代 本人の意識次第。差はまだ続くように思う。難しい問題 1 

男性 30 代 目指すべきは「男女共同参画社会」より「人（男女関わらず）を大

切にする社会」 
1 

男性 40 代 非常に難しい問題だと思う。法の下での平等でも実際のところ、男

女差はなくなることはないため、教育の始まる幼年期から社会全体

の成立を教える日本であってほしい 

1 

男性 40 代 世界の豊田から男女参画社会づくりを広めていってほしい 1 

男性 40 代 性別に関係なく、住みよい社会になっていくようにしていきたい。

活動、がんばってください 
1 

男性 40 代 老いた人が多い組織は何も変化しないと思う。新しい風を流してほ

しいと思う 
1 

男性 50 代 まだまだ（学校行事、地域行事）女性参加のかたが多い等、見えな

い決まり事があると思う。それらがなくなる世の中になるべきだと

思う 

1 

男性 50 代 男女共同参画社会づくりに関心のない人に、不利な社会にならない

ようにしてもらいたい 
1 

男性 50 代 メリット、デメリットを挙げてほしい。対等というだけでは、具体

性がなく、わからない 
1 

男性 50 代 よく理解はできていないが、我が家は共働きなので家事は時間のあ

るほうがします。何十年も前から、役員もふたりで分担しています 
1 

 



  110 

 
性 年齢 内容 件数 

男性 50 代 何をもって共同参画社会というものか見えない 1 

男性 50 代 外国人も多く住む豊田市なので、国際的な男女共同参画社会を目指

していくべきだと思います。特に、外国人女性に雇用の機会が均等

に与えられていると思えません 

1 

男性 50 代 市が真剣に取り組もうとしていることがわかりました。期待してい

ます。まずは、市職員、議会での女性の躍進を期待 
1 

男性 50 代 男と女は基本的に違う生き物である。区別と平等を一緒にしたジェ

ンダーフリーには反対である。男には男にしかできない、女には女

しかできない事があると認め、子どもの頃から教えるべきだ 

1 

男性 50 代 男女平等が難しい部分があるが、若い人ほど平等の大切さをわかっ

ているようにも思え、年老いた人の方が、理解に時間がかかると思

う 

1 

男性 60 代 どちらかといえば女性が保守的で意識が薄いと思います。女性の意

識改革が先決 
1 

男性 60 代 男女の平等の考えかたで、何が平等なのかを深く考え、男性、女性

の得意分野での社会の貢献を望みたい 
1 

男性 60 代 常識や道徳を守った社会づくりに取り組んでほしい。男女共同参画

のことはよくわからないが、それでＤＶやモラル低下を妨げられる

とは思えない 

1 

男性 60 代 昔に比べたら数段に進歩しています。娘たちを見ていると家事に育

児に協力して頑張っています。私たち親もできることは応援してい

きたいと思います。この企画に期待しています 

1 

男性 60 代 男女差でなく、能力差により格差が生じていることを啓発すべき 1 

男性 70 代 男女共同参画社会への方向性は大賛成。誰の目にも見える活動、制

度の変更を進めるよう意識へのＰＲも年数経れば変わるが 
1 

男性 70 代 ひとりひとりが尊重される社会づくりに大切なことは、正しい教え

を学び、正しく理解し、受け止め、実行することから始まる 
1 

男性 70 代 早急にスタートすべし 1 

その他 26 

女性 20 代 そのような視線で見ていなかった。今後、自分の視野を広げていき

たい 
1 

女性 20 代 もっともっとより良い豊田市にしてください 1 

女性 20 代 情報誌などで見ているとよくやっていると思います 1 

女性 20 代 未婚、実家暮らしのため、地域の活動から離れていたためこのアン

ケートを機に興味、関心が持てそうです 
1 

女性 30 代 ＰＴＡを廃止して、やりたい人だけ募らせてやれば良い。みんなや

りたがらない理由をわかってない 
1 

女性 30 代 こども園の保護者の会は結局、母親が主体です。働くママが多く、

手がかかる幼児のママなので園が負担を減らしてはどうか 
1 

女性 40 代 女性が活躍できる「市」なのか 1 

女性 50 代 豊田市以外に住んだ事がないので、他市との違いがわかりません。

子育てなど豊田市は素晴らしい支援をしています 
1 

女性 50 代 住みやすい豊田市になるように希望します。老若男女すべての人 1 

女性 60 代 男女共同参画社会について、自分ごとと捉えたことがあまりありま

せんでした。出産し仕事を続けるようになり、少し考えるようにな

りました 

1 

女性 60 代 より住み良い豊田市にしてほしいです 1 
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性 年齢 内容 件数 

女性 70 代 夫婦高齢のため、今の若い世代の生活など、あまり知りません 1 

男性 20 代 お金のかかる事はやらないからない 1 

男性 30 代 Ｂ１グランプリやＢ級グルメを男女で新しく提案して豊田市を活性

化していただきたい 
1 

男性 30 代 性的少数者（ＬＧＢＴ）や外国人に対する施策を打つ時代がきてい

ると思う。マイノリティが生きやすい社会＝多様性を認め合う社会

である 

1 

男性 40 代 市民が平等にサービス等を受けられるようになってほしい 1 

男性 50 代 “むこう三軒両隣”を願っています 1 

男性 50 代 急な改革は市民がついていけない。あわてず気長な取り組みが必要 1 

男性 50 代 子孫繁栄の原点に戻り、考えてください 1 

男性 50 代 実際に社会のためなっているか疑問。朝鮮系の企業、個人は排除し

てほしい 
1 

男性 50 代 浄水町に住んでいます。急に家が増え、色々な人が住むようになり、

治安面で心配しております 
1 

男性 50 代 土日、祝日が休みではないので、共同参画といわれてもほとんどが

土日、祝日が多々、よくわからない、意見の出しようがない 
1 

男性 60 代 基本的に市民平等な社会づくりを考えて頂きたい 1 

男性 60 代 長期の海外生活、岡崎市の会社勤務で豊田市の活動については知ら

ないのが現実です 
1 

男性 70 代 自治区ならびに、コミュニティ単位の集まり等で、ほとんど話題に

ならないことがさみしいです 
1 

男性 70 代 税金関係が他に比較して豊田市は高いと思う 1 
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Ⅴ 調査票 
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㊙
 

    

 

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
意
識
調
査
の
お
願
い

 

   
平
素
か
ら
市
政
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

 
豊
田
市
で
は
、
女
性
も
男
性
も
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
支
え
あ
う
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
平
成
２
２
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
次
と
よ
た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
Ⅱ
）
」
は
、

平
成

2
６
年
度
に
計
画
期
間
終
了
を
迎
え
ま
す
。

 

 
本
調
査
は
、
新
た
な
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
施
策
展
開
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
に
、
現
在
の
市
民
の
皆
様
の
日
常
や
お
考
え
を
お
聞
き
す
る
も
の
で
す
。

 

 
調
査
対
象
者
は
、
豊
田
市
に
お
住
ま
い
の

2
0

歳
以
上
の
男
女
各

1
,5

0
0

人
を
無
作
為
に
選
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
票
に
個
人
の
お
名
前
を
ご
記
入
い
た
だ
く
必
要
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
ご
回
答

い
た
だ
い
た
結
果
は
、
全
て
統
計
的
に
処
理
し
、
回
答
者
個
人
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
あ
り
の
ま
ま
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

 
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
す
が
、
本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平
成

2
５
年
９
月

 
 
豊
田
市
長

 
太
田

 
稔
彦

 

 【
ご
記
入
に
際
し
て
の
お
願
い
】

 

□
 
封
筒
の
あ
て
名
の
方
【
ご
本
人
】
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

□
 
【
ご
本
人
】
が
長
期
で
不
在
の
場
合
や
、
そ
の
他
の
事
情
（
病
気
な
ど
）
で
回
答
で
き
な
い
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
調
査
票
を
廃
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

□
 
質
問
ご
と
に
「
○
は
１
つ
」
「
○
は
３
つ
以
内
」
な
ど
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
数
に
応
じ
て

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

□
 
回
答
の
際
、
「
問
△
で
○
と
回
答
さ
れ
た
方
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
ご
回
答

く
だ

 
 

 

さ
い
。

 

□
 
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
票
は
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ

 

 

１
０
月
１
１
日
（
金
）
ま
で
に
ご
返
送
下
さ
い
。
（
切
手
不
要
）

 

問
合
せ
先

 ：
と
よ
た
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
キ
ラ
ッ
☆
と
よ
た
）

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
豊
田
市
小
坂
本
町

1
-
2

5
 
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
電
話
：

3
1

-7
7

8
0

 
 

 
  

 担
当
：
松
澤
・
澤
田

 

こ
の
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

 

統
計
以
外
の
目
的
に
使
っ
た
り
、
他
に
も
ら
し
た
り

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
ま
ま

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

  
は
じ
め
に
、
あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

【F
１
か
ら

F８
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
くだ
さ
い
】 

 

※
９
月
１
日
現
在
で
の
状
況
で
お
答
え
くだ
さ
い

 

F1
 
あ
な
た
の
性
別

 

 1
  
女
性

 
 
 
 
 
 
 2

  
男
性

 

  Ｆ
2
 
あ
な
た
の
年
齢

  

 1
  
２
０
歳
代

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2

  
３
０
歳
代

  
 
 
 
 
 
 
 
 
3
  
４
０
歳
代

 
 
  

 
 
 
 
 
  

4
  
５
０
歳
代

  
 
 
 
 
 
 
 

 5
  
６
０
歳
代

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 6

  
７
０
歳
以
上

  
 
 
 
 
 
 
 

  Ｆ
3
 
あ
な
た
は
現
在
結
婚
し
て
い
ま
す
か
。
 

 1
 結

婚
し
て
い
る
（内

縁
を
含
む
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2

 結
婚
し
て
い
な
い

 

 3
 結

婚
し
て
い
た
が
、
離
婚
・死

別
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4

 そ
の
他
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

  Ｆ
4
 
家
族
構
成

 

1
 
１
人
暮
ら
し
 

2
 
夫
婦
の
み

 

3
 
２
世
代
家
族
（親

と
そ
の
子
ど
も
（未

婚
）の
世
帯
） 

4
 
２
世
代
家
族
（親

と
子
ど
も
夫
婦
の
世
帯
） 

5
 
３
世
代
家
族
（親

と
そ
の
子
ど
も
（既

婚
）と
孫
の
世
帯
） 

6
 
そ
の
他
の
世
帯
（１
～
５
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
） 

  Ｆ
５
 
あ
な
た
の
職
業

 

 1
 
会
社
員

 

4
 
派
遣
・請

負
社
員

 

7
 
学
生

 

2
 
公
務
員

 

5
 
パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ
ト・
嘱
託
等

 

8
 
無
職

 

3
 
自
営
業
・家

業
（農

業
含
む
） 

6
 
専
業
主
婦
・専

業
主
夫

 

9
 
そ
の
他
（ 

  
  

  
  

  
  

  
  
） 

  Ｆ
６
 
あ
な
た
の
年
間
収
入
額
（年

金
収
入
等
含
む
） 

1
  
税
の
扶
養
の
範
囲
内

 

4
  

5
0
0
万
円
以
上
～

7
0
0
万
円
未
満

 

2
  

3
0
0
万
円
未
満

 

5
  

7
0
0
万
円
以
上

 

3
 
 3

0
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

 

 

  Ｆ
７
 
【Ｆ
３
で
「結

婚
し
て
い
る
（内

縁
を
含
む
）」
と
回
答
し
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
】 
あ
な
た
の
配
偶
者
の
職
業

 

 1
 
会
社
員

 

 4
 
派
遣
・請

負
社
員

 

 7
 
学
生

 

2
 
公
務
員

 

5
 
パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ
ト・
嘱
託
等

 

8
 
無
職

 

3
 
自
営
業
・家

業
（農

業
含
む
） 

6
 
専
業
主
婦
・専

業
主
夫

 

9
 
そ
の
他
（ 

  
  

  
  

  
  

  
  
） 
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Ｆ
８
 
【Ｆ
３
で
「結

婚
し
て
い
る
（内

縁
を
含
む
）」
と
回
答
し
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
】 

 

あ
な
た
の
配
偶
者
の
年
間
収
入
額
（年

金
収
入
等
含
む
） 

1
  
税
の
扶
養
の
範
囲
内

 

4
  

5
0
0
万
円
以
上
～

7
0
0
万
円
未
満

 

2
  

3
0
0
万
円
未
満

 

5
  

7
0
0
万
円
以
上

 

3
 
 3

0
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

 

 

  Ｆ
９
 
【子

ど
も
の
い
る
方
に
お
伺
い
し
ま
す
】お
子
さ
ん
の
年
代
と
男
女
別
の
人
数
を
（ 
）内

に
ご
記
入
下
さ
い
。
 

 ＜
用
語
解
説
＞

 

 
以
下
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
理
解
す
る
上
で
必
要
な
用
語
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
く
際

に
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 ａ
 
男
女
共
同
参
画
社
会
 

女
性
と
男
性
が
社
会
を
構
成
す
る
対
等
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
認
め
合
い
、
仕
事
、
家
庭
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
画
し
、
喜
び
も
責
任
も
、
と
も
に
分
か
ち
合
う
社
会
を
い
い
ま
す
。

 

 ｂ
 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
 

生
物
学
的
な
性
別
で
は
な
く
、
『
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
』
な
ど
文
化
的
・
社
会
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差
を
指
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
持
つ
こ
と
は
、
例
え
ば
「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
な
ど
の
よ
う
に
、
個
人
の
個
性
や

能
力
と
関
わ
り
な
く
、
男
女
の
性
別
に
よ
る
役
割
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
女
性
も
男
性
も
生
き
方
の

幅
を
狭
め
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 ｃ
 
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
 

配
偶
者
（
事
実
婚
、
別
居
を
含
む
）
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
（
あ
っ
た
）
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
暴
力
に
は
殴
る
蹴
る
な
ど
の
暴
力
の
み
な
ら
ず
、
威
嚇
す
る
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
仕
事
に
つ

か
せ
な
い
、
性
行
為
の
強
要
、
外
出
や
交
友
関
係
を
制
限
し
て
孤
立
さ
せ
る
と
い
っ
た
精
神
的
な
苦
痛
や
経
済
的
な
抑
圧

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
暴
力
を
み
せ
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
親
密
な
関
係
の
男
女
間
の
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
刑
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
暴
行
、
傷
害
、
脅
迫
等
の
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
は
犯
罪
と
な
り
ま
す
。

 

 ｄ
 
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

 

老
若
男
女
誰
も
が
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
、
自
ら
が
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
を

送
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
活
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
働
き
方
の
見
直
し
や
家
庭
に
お
け
る
家
族
の
役

割
分
担
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 ｅ
 
と
よ
た
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
キ
ラ
ッ
☆
と
よ
た
）
 

豊
田
市
が
設
置
・
運
営
し
て
い
る
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
拠
点
施
設
で
、
情
報
誌
の
発
行
、
セ
ミ
ナ
ー
・

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
団
体
支
援
等
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
 
電
話
：

31
-7
78
0）

 

 

1
 
就
学
前
の
乳
幼
児

 

2
 
小
学
生

 

3
 
中
学
生

 

4
 
高
校
生
・予

備
校
生

 

5
 
短
大
・各

種
専
門
学
生

 

6
 
大
学
生
・大

学
院
生

 

7
 
社
会
人

 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

（男
 
 
 
 
 
人
、
女

 
 
 
 
 
人
） 

次
の
質
問
か
ら
は
、
あ
な
た
ご
自
身
の
日
常
生
活
や
考
え
方
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
き
ま
す
。
日
頃
、

感
じ
て
い
る
ま
ま
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 
  
男
女
平
等
観
に
つ
い
て

 

問
1 

１
～
５
の
分
野
に
お
い
て
、
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
、
６
、
７
に
あ
げ
た
社
会

全
体
の
仕
組
み
に
お
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
１
～
７
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を
各
々
１

つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

   

女 性 の 方 が  

優 遇 さ れ て い る  

女 性 の 方 が  

や や 優 遇 さ れ て い る  

平 等 で あ る  

男 性 の 方 が  
や や 優 遇 さ れ て い る  

男 性 の 方 が  

優 遇 さ れ て い る  

ど ち ら と も い え な い  

わ か ら な い  

１
 
家
庭
生
活
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

２
 
学
校
教
育
の
場
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

３
 
職
場
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

４
 
政
治
の
場
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

５
 
地
域
社
会
の
場
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

６
 
法
律
や
制
度
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

７
 
社
会
通
念
・
慣
習
や
し
き
た
り
で

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 

注
）
「
２

 
学
校
教
育
の
場
」
と
は
、
授
業
や
学
校
生
活
な
ど
学
校
の
環
境
全
体
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
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男
女
の
関
わ
り
・
役
割
分
担
に
つ
い
て

 

問
2
 
男
女
の
関
わ
り
に
関
す
る
以
下
の
考
え
方
や
行
動
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

 

（
１
）
 
１
～
８
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。
【
(1
)考

え
方
】
欄
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
最

も
近
い
番
号
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（
２
）
 
１
～
８
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
ま
す
か
。
【
(2
)実

際
の
行
動
】
欄
か
ら
あ

な
た
の
行
動
に
最
も
近
い
番
号
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

  
【
(1
)考

え
方
】
 

【
(2
)実

際
の
行
動
】
 

 
そ う 思 う  

ど ち ら か と い え ば  

そ う 思 う  

ど ち ら か と い え ば  

そ う 思 わ な い  

そ う 思 わ な い  

わ か ら な い  

そ う し て い る  

ど ち ら か と い え ば  

そ う し て い る  

ど ち ら か と い え ば  

そ う し て い な い  

そ う し て い な い  

わ か ら な い  

１
 
結
婚
を
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
名
義
の

財
産
を
持
っ
た
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

２
 
子
育
て
は
女
性
も
男
性
も
協
力
し
て
行

う
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

３
 
男
性
も
家
事
を
き
ち
ん
と
で
き
る
方
が

よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

４
 
「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え

方
は
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

５
 
「
女
は
女
ら
し
く
、
男
は
男
ら
し
く
」
す

る
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

６
 
女
性
は
仕
事
を
持
っ
て
も
家
事
・
育
児
も

き
ち
ん
と
す
る
方
が
い
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

７
 
女
性
は
自
分
の
こ
と
よ
り
家
族
の
こ
と

を
優
先
す
る
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

８
 
男
性
は
家
庭
や
地
域
の
こ
と
よ
り
仕
事

を
優
先
す
る
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

 

 
家
庭
に
お
け
る
女
・
男
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

問
3 

家
庭
に
お
け
る
夫
婦
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。
 

（
１
）
 
【
全
て
の
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
】
１
～
５
に
示
す
各
場
面
で
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
が
役
割
を
担
う
方
が
い
い
と
思

い
ま
す
か
。
【
(1
)理

想
】
欄
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
 

 

（
２
）
 
【
結
婚
し
て
い
る
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
】
あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
１
～
５
に
示
す
各
場
面
で
、
実
際
に
夫
婦
の

ど
ち
ら
が
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
か
。
【
(2
)現

状
】
欄
か
ら
現
状
に
最
も
近
い
も
の
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
全
て
の
方
【
(1
)理

想
】
 

結
婚
し
て
い
る
方
【
(2
)現

状
】
 

主 に 妻 が 

行 う の が よ い 

主 に 夫 が 

行 う の が よ い 

共 同 で 

行 う の が よ い 

そ の 他 
主 に 妻 が 行 う 

主 に 夫 が 行 う 

共 同 で 行 う 

そ の 他 

１
 
家
事
全
般
（
食
事
、
洗
濯
、
掃
除
等
） 

1
 

2
 

3
 

4
 

1
 

2
 

3
 

4
 

２
 
家
計
の
管
理

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

３
 
子
育
て
全
般

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

４
 
老
親
等
の
世
話
・
介
護

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

５
 
地
域
活
動
へ
の
参
加

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 
   問

4
  
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
育
て
方
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
１
～
７
に
つ
い
て
、「

女
の
子
の
場
合
」
と
「
男
の
子

の
場
合
」
別
に
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
育
て
経
験
の
な

い
方
は
、
あ
な
た
の
考
え
に
よ
り
近
い
も
の
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 
女
の
子
の
場
合
 

男
の
子
の
場
合
 

そ う し て  

い る 

そ う し て  

い な い  

ど ち ら で も な

い 

わ か ら な い  

そ う し て  

い る 

そ う し て  

い な い  

ど ち ら で も な

い 

わ か ら な い  

１
 
女
ら
し
く
、
男
ら
し
く
育
て
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４

 

２
 
家
事
能
力
（
料
理
、
掃
除
な
ど
）
の
あ
る
子
に
育
て
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４

 

３
 
経
済
力
の
あ
る
子
に
育
て
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４

 

４
 
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
子
に
育
て
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４

 

５
 
４
年
制
大
学
以
上
に
進
学
さ
せ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４

 

６
 
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個
性
を
伸
ば
す
よ
う
に
育
て
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４

 

７
 
言
葉
遣
い
や
立
ち
居
振
る
舞
い
を
注
意
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
１

 
２

 
３

 
４
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問
5
 
介
護
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
家
族
に
介
護
が
必
要
な
場
合
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
（
し
て
い
ま
す

か
）
あ
て
は
ま
る
も
の
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
   

問
6
  
問
５
で
、【

 １
 と

回
答
さ
れ
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
】
自
宅
で
家
族
を
介
護
す
る
（
し
て
い
る
）
場
合
の
主
な
介
護

者
は
誰
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

１
 
主
に
、
自
分
が
介
護
す
る
と
思
う
（
し
て
い
る
）

 

２
 
主
に
、
自
分
の
配
偶
者
が
介
護
す
る
と
思
う
（
し
て
い
る
）

 

３
 
主
に
、
そ
の
他
の
家
族
（
女
性
）
が
介
護
す
る
と
思
う
（
し
て
い
る
）

 

４
 
主
に
、
そ
の
他
の
家
族
（
男
性
）
が
介
護
す
る
と
思
う
（
し
て
い
る
）

 

５
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

６
 
わ
か
ら
な
い

 

   １
 
行
政
や
外
部
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
頼
ら
ず
、
自
宅
で
介
護
し
た
い
（
し
て
い
る
）

 
 

２
 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
主
に
自
宅
で
介
護
し
た
い
（
し
て
い
る
）

 

３
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
で
介
護
を
受
け
さ
せ
た
い
（
受
け
さ
せ
て
い
る
）

 

４
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

問
６
へ
 

  
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

 
 

問
7
 
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
１
）
 
あ
な
た
が
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
、
【
(1
)現

状
】
欄
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
各
々
１
つ

選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（
２
）
 
地
域
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
【
(2
)意

識
】
欄
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
各
々
１
つ

選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
【
(1
)現

状
】
 

【
(2
)意

識
】
 

そ う し て  

い る 

そ う し て 

い な い 

ど ち ら で も

な い 

わ か ら な い 

当 然 だ と 

思 う 

仕 方 な い 

改 善 す べ き 

わ か ら な い 

１
 
催
し
物
の
企
画
等
は
主
に
男
性
が
決
定
す
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

２
 
地
域
活
動
は
男
性
が
取
り
仕
切
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

３
 
自
治
区
の
集
会
の
時
に
は
、
女
性
が
お
茶
く
み
や
片

づ
け
を
し
て
い
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

４
 
女
性
は
役
職
に
つ
き
た
が
ら
な
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

５
 
自
治
区
の
集
会
で
は
、
男
性
が
上
座
に
座
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

６
 
女
性
が
発
言
す
る
こ
と
は
少
な
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

７
 
自
治
区
の
組
長
な
ど
の
登
録
は
男
性

(夫
)だ

が
、
実

際
は
女
性

(妻
)が

出
席
す
る
こ
と
が
多
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 

８
 
実
質
的
な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
女
性
が
参
加
す
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
1

 
2

 
3

 
4

 
  

問
8
 
地
域
の
防
災
（
災
害
対
策
）
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

１
 
防
災
は
男
女
が
共
に
担
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
男
女
双
方
が
持
て
る
よ
う
に
行
政
や
地
域
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る

 

２
 
防
災
対
策
な
ど
に
女
性
の
視
点
を
含
め
る
必
要
が
あ
る

 

３
 
災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
等
）
の
視
点
を
含
め
る
必
要
が
あ
る

 

４
 
自
主
防
災
組
織
等
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

 

５
 
行
政
だ
け
で
な
く
、
個
人
や
地
域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

 

６
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

７
 
わ
か
ら
な
い
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問
12
 【
【
現
在
働
い
て
い
る
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。】

そ
れ
以
外
の
方
は
、
問
１
３
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

（
１
）
 
あ
な
た
の
職
場
で
は
、
職
場
の
慣
行
や
待
遇
、
仕
事
の
内
容
等
で
、
性
別
に
よ
る
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

【
(1
)男

女
の
違
い
の
有
無
】
欄
よ
り
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（
２
）
 
｢ 
１
 違

い
が
あ
る
｣と

回
答
さ
れ
た
方
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、
【
(2
)男

女
の
違
い
の
内
容
】
欄

よ
り
、
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
【
(2
)男

女
の
違
い
の
内
容
】
 

【
(1
)男

女
の
違
い
の
有
無
】
 

         

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
  ８
 

９
 

賃
金
に
格
差
が
あ
る

 

昇
進
・
昇
級
に
差
が
あ
る

 

お
茶
く
み
・
雑
用
な
ど
の
補
助
的
な
仕
事
を
女
性
に
割
り
振
る

 

ト
イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
の
社
内
設
備
に
差
が
あ
る

 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
を
受
け
や
す
い

 

教
育
訓
練
の
機
会
に
差
が
あ
る

 

雇
用
形
態
に
差
が
あ
る
（
女
性
は
パ
ー
ト
の
み
で
正
社
員
採
用
は
な

い
）

 

そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

わ
か
ら
な
い

 

１
 
違
い
が
あ
る

 

２
 
違
い
は
な
い

 

３
 
わ
か
ら
な
い

 

 

   
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

 

問
13
 【

生
活
の
中
で
の
、
仕
事
・
家
庭
（
家
事
・
育
児
・
家
族
関
係
・
地
域
活
動
な
ど
）・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
（
趣
味
な
ど
個

人
の
楽
し
み
）
の
優
先
度
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
１
）
 
あ
な
た
は
、
女
性
、
男
性
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
が
理
想
と
考
え
ま
す
か
。
 

【
(1
)理

想
】
優
先
度
が
高
い
順
に
１
～
３
よ
り
２
つ
選
ん
で
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

＊
あ
な
た
の
性
別
に
関
係
な
く
両
方
お
答
え
く
だ
さ
い
 

 

（
２
）
 
【
(2
)現

実
】
あ
な
た
ご
自
身
の
現
実
の
生
活
に
お
け
る
優
先
度
が
高
い
順
に
１
～
３
よ
り
２
つ
選
ん
で
○
印
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

  

優
先
度
が
高
い
順
に

１
～
３
よ
り
 

１
つ

ず
つ

選
び

○
印

を
つ

け
る

 

１
番
目
（
1
つ
）
 
２
番
目
（
1
つ
）
 

 
 

注
）
 

【
(1
)理

想
】
 

女
性
の
場
合
 

１
 
２

 
３

 
１

 
２

 
３

 
１

 
仕
事

 

２
 
家
庭
（
家
事
・
育
児
・
家
族

 

関
係
・
自
治
区
活
動
な
ど
）

 

３
 
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
（
趣
味
な
ど

 

個
人
の
楽
し
み
）

 

男
性
の
場
合
 

１
 
２

 
３

 
１

 
２

 
３

 

【
(2
)現

実
】
 

あ
な
た
ご
自
身
 

１
 
２

 
３

 
１

 
２

 
３

 

注
）
【

(1
)理

想
】
は
、
あ
な
た
の
性
別
に
関
係
な
く
両
方
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

  

１
の
人
は
(2
)へ

 

  
職
場
に
お
け
る
男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

 

問
9
  
一
般
的
に
、
女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を

１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

１
 
女
性
は
仕
事
を
持
た
な
く
て
も
よ
い

 

２
 
結
婚
す
る
ま
で
は
仕
事
を
持
つ
方
が
よ
い

 

３
 
子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
、
仕
事
を
持
つ
方
が
よ
い

 

４
 
子
ど
も
が
で
き
た
ら
仕
事
を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
仕
事
を
持
つ
方
が
よ
い

 

５
 
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ
と
仕
事
を
続
け
る
方
が
よ
い

 

６
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 

問
10
 【
問

9
で

 １
～
４

 と
回
答
さ
れ
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
】仕

事
を
し
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。

あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

１
 
結
婚
し
た
ら
主
婦
と
し
て
子
ど
も
や
夫
、
家
族
の
た
め
に
生
活
す
る
方
が
い
い
と
思
う
か
ら

 

２
 
結
婚
・
出
産
の
後
に
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
の
は
時
間
的
・
肉
体
的
に
困
難
だ
と
思
う
か
ら

 

３
 
仕
事
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
う
か
ら

 

４
 
子
育
て
期
は
、
会
社
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
か
ら
（
こ
ど
も
園
の
送
り
迎
え
、
子
ど
も
の
病
気
、
学
校

行
事
な
ど
）

 

５
 
経
済
的
に
働
く
必
要
性
が
な
い

 

６
 
パ
ー
ト
ナ
ー
の
勤
務
形
態
（
夜
勤
・
変
則
勤
務
）
に
よ
り
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
の
は
困
難
だ
と
思
う
か
ら

 

７
 
自
分
の
親
や
周
囲
の
人
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら

 

８
 
特
に
考
え
た
こ
と
は
な
い

 

９
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

問
11
 【

問
9
で

 ３
～
５

 と
回
答
さ
れ
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。】

結
婚
・
出
産
後
に
女
性
が
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
３
つ
以
内
で
選
び
○
印
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

 

１
 
育
児
離
職
者
の
再
雇
用
制
度

 

２
 
育
児
休
業
制
度
の
充
実
（
育
児
休
業
期
間
の
延
長
、
休
業
中
の
社
会
保
障
、
経
済
保
障
な
ど
）

 

３
 
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
制
度
の
導
入
（
在
宅
勤
務
や
短
時
間
労
働
な
ど
）

 

４
 
就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
保
育
の
充
実
（
保
育
施
設
の
増
設
や
開
設
時
間
の
延
長
な
ど
）

 

５
 
小
学
生
を
対
象
と
し
た
保
育
の
充
実
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
や
対
象
年
齢
の
上
限
引
き
上
げ
な
ど
）

 

６
 
男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
普
及
・
促
進

 

７
 
家
庭
に
お
け
る
男
性
の
家
事
参
加
の
促
進

 

８
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

問
1

1
,1

2
へ

 

問
1

0
,1

2
へ

 

 問
1

2
へ

 

問
1

0
,1

1
,1

2
へ
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 問
14
 
【
現
在
、
働
い
て
い
る
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。】

 
働
い
て
い
な
い
方
は
問
１
６
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
仕
事
以
外
で

自
分
自
身
の
た
め
の
時
間
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
あ
な
た
は
何
を
し
て
み
た
い
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
の

中
か
ら
主
な
も
の
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

１
 
趣
味
 

２
 
学
習
 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

４
 
地
域
活
動
 

５
 
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
 

６
  
特
に
な
い
 

７
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  問
15
 
定
年
後
の
生
活
（
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
）
で
あ
な
た
は
何
を
し
て
過
ご
し
て
み
た
い
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
の
中

か
ら
主
な
も
の
を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

１
 
趣
味
 

２
 
学
習
 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

４
 
地
域
活
動
 

５
 
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
 

６
  
特
に
な
い
 

７
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  問
16
 
【
現
在
、
働
い
て
い
な
い
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。】

 
働
い
て
い
る
方
は
問
１
８
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
自
分
自
身
の

た
め
の
時
間
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
の
中
か
ら
主
な
も
の

を
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

１
 
趣
味
 

２
 
学
習
 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

４
 
地
域
活
動
 

５
 
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
 

６
  
特
に
何
も
し
て
い
な
い
 

７
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 

問
17
 
今
後
、
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
あ
な
た
は
何
を
し
た
い
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
１
つ
選

び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

１
 
趣
味
 

２
 
学
習
 

３
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

４
 
地
域
活
動
 

５
 
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
 

６
  
特
に
な
い
 

７
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

     

  
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
た
豊
田
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

問
18
（
１
）
１
～
２
０
 に

あ
げ
た
豊
田
市
が
実
施
し
て
い
る
取
組
（
事
業
）
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
 

に
感
じ
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を
各
々
１
つ
選
び
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

  
良 い
 

普 通
 

悪 い
 

わ か ら な い
 

出 産 ・ 子 育 て  

１
 

妊
婦
の
健
康
に
対
す
る
取
組

 
１

 
２

 
３

 
４

 

２
 

男
性
の
育
児
参
加
促
進
へ
の
取
組
（
父
親
向
け
育
児
講
座
の
開
催
な
ど
）

 
１

 
２

 
３

 
４

 

３
 

保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実

 
１

 
２

 
３

 
４

 

学  校  

４
 

学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

 
１

 
２

 
３

 
４

 

５
 

学
校
行
事
や

P
T

A
活
動
な
ど
へ
の
父
親
参
加
促
進
の
取
組

 
１

 
２

 
３

 
４

 

家  庭  ・  地  域  

６
 

家
庭
に
お
け
る
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
の
促
進

 
１

 
２

 
３

 
４

 

７
 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
機
会
の
創
出

 
１

 
２

 
３

 
４

 

８
 

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

 

（
不
平
等
な
役
割
分
担
を
な
く
す
な
ど
）

 
１

 
２

 
３

 
４

 

９
 

自
治
区
役
員
や
地
域
会
議
委
員
な
ど
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
登
用

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
0

 
各
種
団
体
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
人
材
育
成
の
推
進

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
1

 
ﾄﾞ
ﾒｽ
ﾃｨ
ｯｸ
･ﾊ
ﾞｲ
ｵﾚ
ﾝｽ
（

D
V
）
の
理
解
促
進
や
解
消
へ
の
取
組

 
１

 
２

 
３

 
４

 

職    場  

1
2

 
ｾｸ
ｼｭ
ｱﾙ
･ﾊ
ﾗｽ
ﾒﾝ
ﾄ（

セ
ク
ハ
ラ
）
の
理
解
促
進
や
解
消
へ
の
取
組

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
3

 
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
な
環
境
づ
く
り

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
4

 
離
職
し
た
女
性
に
対
す
る
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
な
ど
女
性
の
就
業
継
続
支
援

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
5

 
ﾜｰ
ｸ･
ﾗｲ
ﾌ･
ﾊﾞ
ﾗﾝ
ｽの

理
解
促
進
（
労
働
時
間
短
縮
、
休
暇
制
度
の
普
及
な
ど
）

 
１

 
２

 
３

 
４

 

高 齢 期  
1

6
 
高
齢
者
の
健
康
や
い
き
が
い
づ
く
り
へ
の
取
組

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
7

 
要
介
護
者
を
支
え
る
家
庭
へ
の
支
援
体
制

 
１

 
２

 
３

 
４

 

総   合  

1
8

 
イ
ベ
ン
ト
、
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発
推
進

 
１

 
２

 
３

 
４

 

1
9

 
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
市
民
活
動
の
支
援

 
１

 
２

 
３

 
４

 

2
0

 
女
性
の
様
々
な
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談
体
制
の
充
実

 
１

 
２

 
３

 
４

 
 

（
２
）
（
１
）
の
 １

～
２
０
 の

取
組
の
う
ち
、
豊
田
市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
お
い
て
、
重
要
 

と
思
う
も
の
を
５
つ
以
内
で
選
び
、
 １

～
２
０
 の

番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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問
1
9
  
５
年
前
と
比
べ
て
、
世
の
中
の
変
化
や
豊
田
市
の
取
組
な
ど
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
ご
自
身
や
家
族
の
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
ど
ち
ら
か
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

「
１

 
思
う
」
と
回
答
し
た
方
は
問
２
０
へ
、
「
２

 
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
方
は
問
２
１
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

問
2
0
 
問
１
９
で
「
１

 思
う
」
と
回
答
し
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
あ
な
た
ご
自
身
や
家
族
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解

が
深
ま
っ
た
と
思
う
こ
と
は
ど
れ
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 １
 
喫
煙
・
受
動
喫
煙
、
感
染
症
な
ど
、
子
ど
も
を
産
む
母
体
へ
の
危
険
性
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と

 

 ２
 
電
車
の
優
先
席
を
ゆ
ず
る
な
ど
妊
婦
へ
の
心
配
り
や
気
遣
い
を
よ
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

３
 
小
中
学
校
で
の
児
童
会
長
や
生
徒
会
長
は
男
女
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

４
 
男
性
（
夫
）
が
家
事
や
育
児
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

 ５
 
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
教
育
・
し
つ
け
（
礼
儀
、
作
法
、
態
度
）
で
、
男
女
の
性
別
に
よ
る
違
い
を
つ
け
な

 

 
 

 く
な
っ
た
こ
と

 

 ６
 
父
親
（
男
性
）
が
学
校
行
事
や

P
T

A
活
動
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

 ７
 
自
治
区
に
お
い
て
男
女
の
性
別
に
よ
る
活
動
の
差
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

 

８
 
自
治
区
や

P
T

A
役
員
に
女
性
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
た
こ
と

 

9
 
Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の
人
権
侵
害
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と

 

1
0

 
職
場
で
、
お
茶
く
み
や
コ
ピ
ー
な
ど
の
雑
用
を
男
性
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

1
1

 
課
長
職
以
上
の
役
職
に
就
く
女
性
が
増
え
て
き
た
こ
と

 

1
2

 
結
婚
や
出
産
で
離
職
し
な
い
（
仕
事
を
続
け
る
）
女
性
が
増
え
た
こ
と

 

1
3

 
男
性
（
夫
）
も
介
護
の
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
方
が
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

  
 
１

 
思
う

 
（
問
２
０
へ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
思
わ
な
い

 
（
問
２
１
へ
）

 

  
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

問
2

1
 

あ
な

た
は
、
地
域

の
イ

ベ
ン
ト

や
行

政
が

発
信

す
る

情
報
を

ど
こ

か
ら

得
る

こ
と

が
多
い

で
す

か
。
あ

て
は

ま
る

も
の
を
３

つ
以

内
で

選
び

○
印

を
つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 
  

問
2

2
 

あ
な

た
は

、
行

政
が

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

意
識

啓
発

を
推

進
す

る
方

法
と

し
て

、
ど

れ
が

有
効

だ
と

 
 

思
い

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
も

の
を
３

つ
以

内
で

選
び

○
印

を
つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

１
 
地
元
メ
デ
ィ
ア
、
情
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
情
報
発
信

 

２
 
学
校
行
事
に
あ
わ
せ
た
講
習
会
の
開
催

 

３
 
交
流
館
な
ど
の
学
習
講
座

 

４
 
企
業
に
お
け
る
教
育
・
研
修

 

５
 
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
る
団
体
の
表
彰
制
度

 

６
 
市
民
同
士
や
市
民
と
行
政
が
気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
な
ど
の
設
置

 

７
 
モ
デ
ル
校
、
モ
デ
ル
事
業
者
等
の
設
定

 

８
 
記
念
日
（
男
女
共
同
参
画
の
日
な
ど
）
の
設
定

 

９
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

問
2

3
 

最
後

に
、
豊
田

市
が
進

め
る
男

女
共

同
参

画
社

会
づ

く
り
の

た
め

の
取

組
に

つ
い

て
ご
意

見
等

が
ご

ざ
い

ま

し
た

ら
、

以
下

に
ご

記
入

く
だ

さ
い
。

 

        男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

施
策

に
関
心

を
持

た
れ

た
方

は
、
と

よ
た
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
（

キ
ラ

ッ
☆

と
よ

た
）

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い
。
（h

tt
p:

/
/
w

w
w

.h
m

4
.a

it
ai

.n
e
.jp

/
~
cl

o
v
e
r/
） 

 

１
 
一
般
の
新
聞

 
２

 
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

 

３
 
Ｆ
Ｍ
と
よ
た

 
４

 
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

５
 
市
の
広
報
紙

 

 

６
 
自
治
区
回
覧

 

７
 
地
域
情
報
誌
（
タ
ウ
ン
誌
）

 
８

 
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
端
末

 

９
 
公
共
施
設
の
置
き
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー

 
１
０

 
子
ど
も
が
学
校
か
ら
も
ら
う
配
布
物

 

１
１

 
そ
の
他
（

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

こ
れ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
終
了
で
す
。
ご
意
見
を
参
考
に
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く

た
め
の
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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